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財ஂ๏人京都府埋蔵文化財調査研究センターはত࿨56年４月に設ཱされ、本年

度で創ཱ30年をܴえました。この間、当調査研究センターでは京都府内のެڞ事

຿の਱行ۀに൐う埋蔵文化財の発۷調査を行ってまいりました。当センターのۀ

にあたりましては、օ様方のごཧղとごྗڠをࣀり、ްく御ྱਃし上͛ます。

本書はʰ京都府遺跡調査報告集ʱとして、平成21年度に京都府建設ަ通部のґ

པを受けて実施した上狛北遺跡・柳田遺跡、平成21・22年度に京都府೶ྛਫ࢈部

のґཔを受けて実施した椿井遺跡、平成22年度に京都府೶ྛਫ࢈部のґཔを受け

て実施した松山遺跡、京都府建設ަ通部のґཔを受けて実施した柿谷古墳・美濃

山遺跡の発۷調査報告を収録したものです。本書がֶज़研究の資料として、また、

地域の埋蔵文化財΁の関心とཧղをਂめるうえで、ご活用いただければ޾いです。

発۷調査をґཔされた京都府建設ަ通部と京都府೶ྛਫ࢈部をはじめ、京都府

ҭҕһ会なͲڭҭҕһ会・木津川市ڭҭҕһ会・八幡市ڭҭҕһ会・京丹後市ڭ

の各関係機関、ならͼに調査にごࢀՃ、ごྗڠいただきました多くの方々にްく

御ྱਃし上͛ます。

平成ù3年３月

財ஂ๏人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

ཧ 事 ௕　　上 田 ਖ਼ ত　　
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例 言

１ɽ本書に収めた報告は下記のとおりである。

　松山遺跡第４次

　柿谷古墳・美濃山遺跡

　上狛北遺跡第１次・柳田遺跡

　椿井遺跡第３・４次

２ɽ遺跡の所在地、調査期間、経අෛ୲者およͼ報告のࣥච者は下表のとおりである。

遺　跡　名 所　在　地 調査期間 経අෛ୲者 ࣥච者
１. 松山遺跡第４次 京丹後市大宮町森本地

内
平成22年̑月25日～10
月28日

京都府೶ྛਫ࢈部 奈良߁ਖ਼・
一थ௶ࠇ

２ɽ 柿谷古墳・美濃山
遺跡

八幡市内里柿谷、美濃
山大塚

平成22年̓月26日～平
成23年１月13日

京都府建設ަ通部 Ҿ原ໜ࣏

３ɽ 上狛北遺跡第１次・
柳田遺跡

木津川市山城町上狛宝
本・西浦代ほか、椿井
柳田

平成21年10月27日～平
成22年２月25日

京都府建設ަ通部 ౵井ਸ史

４ɽ 椿井遺跡第３・４
次

木津川市山城町椿井松
尾・御霊後

平成21年10月28日～平
成22年２月18日、平成
22年̔月10日～11月21
日

京都府೶ྛਫ࢈部 松尾史子・
一थ௶ࠇ

３ɽ本書で࢖用している࠲ඪは、原ଇとして世界測地系国土࠲ඪ第６࠲ඪ系によっており、方

Ґは࠲ඪの北をさす。また、国土地ཧӃ発行地形ਤの方Ґは経度の北をさす。

４ɽ本書の編集は、調査第２՝調査୲当者の編集原Ҋをもとに、調査第１՝資料係が行った。

̑ɽݱ場ࣸਅは主として調査୲当者がࡱӨし、遺物ࡱӨは、調査第１՝資料係主೚調査һ田中

জが行った。
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１.松山遺跡第４次発۷調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

森本地区ۀ部が実施する平成22年度府営経営ମҭ成基൫整備事࢈ճの調査は、京都府೶ྛਫࠓ

に൐い、京都府丹後土地վ良事຿所のґཔを受けて実施した。

松山遺跡は、京丹後市大宮町森本に所在する。竹໺川؛ࠨの௿Ґ段丘上にཱ地する縄文時代か

ら弥生時代の遺物散布地として、遺跡୆ாにొࡌされた周知の埋蔵文化財包蔵地である。当遺跡

では、ত࿨ॳ期に小ن໛な区ը整備が実施されており、ͦのࡍに縄文時代൩期の஫口土器が出土

している。これは、޻事に൐って表࠾された資料であり、ৄしい出土状況等はෆ明であるが、小

型ながらਫ਼៛な造࡞で、当֘期からの生活のࠟ跡をࣔす資料としてૣくから஫目された遺物であ

る。しかし、ͦの後、当遺跡においては、本格的な発۷調査が実施されたことはなく、ͦの実ଶ

についてৄしいことはෆ明であった。ͦのため、上記事ۀの実施に൐い、平成21年度に京都府ڭ

ҭҕһ会ฒͼに京丹後市ڭҭҕһ会によって、遺跡のൣғ・内༰を確認するための発۷調査が実

第１ਤ　調査地ٴͼ周辺遺跡Ґஔਤ（国土地ཧӃ 1/25,000 ๆ山・日ஔ・࢛௰・宮津）
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施された。

第１・２次調査は京丹後市ڭҭҕһ会により、第３次調査は京都府ڭҭҕһ会によりͦれͧれ

実施されている
ㅭ㉅１ㅮ

。第１次調査は松山遺跡の南ଆ、竹໺川൙ཞ原と想定される௿Ґ部において、第

２次調査は北ଆの丘陵੄部と第１次調査とಉ様に竹໺川に近઀する௿Ґ部において、ͦれͧれ調

査区を設定して行われた。調査の結果、௿Ґ部において遺跡のஹީは確認されなかったが、丘陵

੄部においては、1.0̼にٴͿ੝土層の下に、࡟平を受けながらも遺物包含層ٴͼ遺構面が࢒ଘ

することが確認されている。また、第３次調査は、遺跡のほ΅中ԝ部෇近において̓か所（第２

ਤ̜１～̑、̜̓・̔）にわたって۷ࢼ調査が行われ、竪穴式住居跡、流路跡等が検出され、縄

文時代から近世にٴͿ遺物が出土している。なお、このࡍには京都府ڭҭҕһ会により、Ϛンδϣ

΢寺遺跡においてもಉ様に遺跡のൣғ・内༰を確認するための発۷調査（第２ਤ̜６）が実施され

ている。

。ճの調査ର৅地のબ定は、上記の第１～３次調査の成果に基づいているࠓ

松山遺跡のཱ地する竹໺川上流域の森本ຍ地には、多くの埋蔵文化財包蔵地が所在する。南ଆ

に隣઀するϚンδϣ΢寺遺跡では、多くのミニチュア土器が表࠾されており、いͣれもがख፻Ͷ

のૈ製඼であると報告されている
ㅭ㉅２ㅮ

。竹໺川に面したཱ地をしており、ਫ辺でࣥり行われた祭祀に

関࿈する遺物とධՁされている。南ଆ丘陵上には宮ϊԞ古墳群が所在する。方墳３基が׬ଘして

いるが、これまでに発۷調査が実施されたことがなくৄࡉはෆ明である。また、大宮第三小ֶߍ

をはさんで北ଆに所在するԭ田遺跡では、平成12年度にࠓճとಉ様にほ場整備事ۀに൐って発۷

調査が実施されており、縄文時代から中世にかけての遺物が出土している。周辺部において、各

時期の集落が断続的ではありながら営まれていたことが判明した
ㅭ㉅３ㅮ

。ԭ田遺跡の北西ଆにはҴՙԬ

遺跡が所在する。当遺跡は、平成̕年度に大宮町ڭҭҕһ会（ݱ京丹後市ڭҭҕһ会）により実施

された、ԭ田遺跡のൣғ・内༰確認調査により新たに確認された埋蔵文化財包蔵地である
ㅭ㉅４ㅮ

。ͦの

調査のࡍには、弥生時代中期の遺物と、流路に൐う؛ޢ施設等が検出されている。また、北東1.0km

の地点にはԆ利遺跡が所在する。小ن໛なάリοドによる۷ࢼ調査が実施されているのみで、ݦ

著な遺構は検出されていないが、弥生時代前～後期、古墳時代後期の遺物が出土している。竹໺

川؛ࠨのඍ高地上には、当֘期の集落がଘ在するものとਪ定されている
ㅭ㉅̑ㅮ

。

ըされている地点のうち、ઌのൣғ・内༰確ܭが޻し੾土施ࡍにۀճの調査は、ほ場整備事ࠓ

認調査の結果、遺跡にӨڹがٴͿ地点において実施した。事ۀ地内に４か所の調査区を設定し、

南からͦれͧれ̖～̙地区とした。なお、ࠓճの調査は第４次となる。また、ಉ事ۀに関࿈して、

̘地区の北西に隣઀する地点において、京都府ڭҭҕһ会ฒͼに京丹後市ڭҭҕһ会が、ͦれͧ

れ発۷調査を実施しており、京都府ڭҭҕһ会が第̑次、京丹後市ڭҭҕһ会が第６次である。

調査成果に関しては、各調査実施機関のץ行する調査報告書をࢀরئいたい。

平成22年̕月23日には調査成果に係るݱ地આ明会を実施した。降Ӎの中、62名のࢀՃをಘた。

また、ಉ月28日には、京丹後市ཱ大宮第三小ֶߍのࣇಐにରし、京都府丹後޿域ৼہڵ地域づく

りਪਐ室とڞಉで遺跡発۷ମֶݧश会を実施した。当日は19名のࣇಐが೤心にֶशした。
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第２ਤ　調査地区഑ஔਤ
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本報告は奈良とࠇ௶一थがࣥචした。なお文੹は文຤に明記した。࢖用した国土࠲ඪは世界測

地系である。土層の஫記にはʰ新൛ඪ४土色஽ʱを用いた。

導・御ॿ言をいたࢦҭҕһ会の御ڭҭҕһ会ฒͼに京丹後市ڭ地調査に当たっては、京都府ݱ

だいた。また、地ݩ森ྛ૊߹、各࣏ࣗ会には御高഑をࣀった。記してँײします。

޾߂஍調査੹೚ऀɹ調査第２՝௕　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀɹ調査第２՝՝௕ิ݉ࠤ調査第１係௕ 　小஑　׮

ಉ　第２係௕　森　ਖ਼

ಉ　主೚調査һ　Ҿ原ໜ࣏・戸原࿨人

ಉ　調査һ　奈良߁ਖ਼

調 査 ৔ ॴ　京丹後市大宮町森本地内

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成22年̑月25日～ 10月28日

調 査 ໘ ੵ　1,850㎡

̎ɽ調査੒Ռ

̍ʣ̖ ஍۠

̖地区は、京都府ڭҭҕһ会の۷ࢼ調査̜１の調査成果に基づき設定した。府ڭҕの調査では、

遺構を２面にわたって確認しており、上層ではচ土直下で各時代の遺物を含Ή流路、土坑、柱穴

等を検出し、下層では古墳時代の竪穴式住居跡が確認されている。当֘ਫ田は全面にわたって0.92

̼の੾土施޻がܭըされているため、ච全ମをର৅として調査を実施することとされた。調査地

点のݱඪ高は91.12̼を測る。調査区は、設定にࡍしطଘのܣ൞に੍نされたため、มଇ的な五

֯形となった。なお、調査の࠷ऴ段֊では、隣઀する̗地区΁と遺構が続いていたため、֘当部

分のܣ൞をऔり෷って調査を実施した。調査面積は751㎡である。

調査ணखにઌཱち、まͣ、重機により࡞ߞ土のআڈを行った。ͦの後、土層を確認しつつ後世

の٬土の۷࡟を行った。調査区北ଆでは࡞ߞ土、চ土直下で᛽を多く含Ή明Φリーϒփ色࠭質土

となり、柱穴等の遺構を検出したため、この上面で重機による۷࡟をऴྃした。また、中ԝ෇近

では、人ྗによるਫ਼査を行った結果、溝̨̙01や土坑̨̭02を検出した。溝̨̙01は、京都府ڭ

ҭҕһ会が実施した発۷調査により、ͦの一部が確認されていたもので、ࠓճの調査によりͦの

全༰が判明した。溝の྆ݞ部には׊ࠇ色シルτがଯ積しており、ϕーε面とのڧいコンτϥετ

によって、明ྎに೺Ѳすることができた。෯はおよͦ9.0 ～ 15.0̼を測り、調査区内ではおよͦ

20̼にわたって検出した。東นࡍで行った断ちׂりにより、２৚の溝が੾り߹っていることが判

明したため、南ଆを̨̙01a、北ଆを̨̙01bとした。調査区の南൒部では、東୺で溝̨̙03を

検出した。南西部の平ୱ面では土坑、柱跡を検出した。

東୺で約5.0̼、西୺で約12.0̼の෯をͦれͧれ測る。底面のϨϕルは東୺で　�1̨̰̙ߔ

90.13̼、西୺で89.59̼となっていた。埋土は全ମ的に᛽を多く含み、北൒では׊փ色࠭質土の

ଯ積を基本としていたが、南൒ではઙԫ色・փԫ׊色・փΦリーϒ色࠭質土がଯ積しており、ݞ
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部には׊ࠇ色シルτがଯ積していた。また、埋土に含まれる᛽の中には1.0mを௒えるڊ᛽もଘ

在していた。ࠓճの調査地は、東ଆにଘ在する谷の։口部にҐஔしており、ݱ在でも๛෋な༙ਫ

がઈえることなく流れ下ってきている。この̨̙01aは、谷の上ଆで発生した土石流が竹໺川の

流れる௿Ґ部΁向かって流れ下りたࠟ跡であると考えられる。内部からは多量の᛽にڬみࠐまれ

るように、縄文時代から中世にかけての遺物が出土している。上・下層の別なく、新旧の時期の

遺物がࠞ在する状況であった。また、̖地区で遺構検出面となったϕーε面は安定しておらͣ、

໛なنいൣғにわたって᛽を多く含んでいることから、この谷ࣗମを埋຅させた古い時期の大޿

土石流によって形成されたと考えられる。

̨̙ߔ �1 ̱　南ଆを̨̙ 01 ̰に੾られているためن໛はෆ明であるが、検出ൣғでは東୺

で約 4.6 ̼、西୺で約 9.7 ̼の෯をͦれͧれ測る。底面のϨϕルは東୺で 90.40 ̼、西୺で 90.12

̼となっていた。埋土はփԫ色࠭質土がϕーεとなり、間にബくにͿいԫᒵ色࠭質土や׊ࠇ色࠭

第３ਤ　̖・̗地区遺構഑ஔਤ
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第４ਤ　̖地区東น土層断面ਤ
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1ɽ࡞ߞ土
2ɽにͿい赤׊色（5:35/4）࠭ 質土（ࡉ～中࠭）
3ɽփԫ׊色（10:34/2）࠭ 質土（シルτ～ૈ࠭）
4ɽにͿいԫ色（2.5:6/3）࠭ 質土（࠭ૈۃ～ࡉ）
5ɽփԫ色（2.5:6/2）࠭ 質土（ࡉ～中࠭）に׊ࠇ色（10:33/2）シルτմが50ˋఔ度ࠞ入
6ɽにͿいԫᒵ色（10:36/4）࠭ 質土（シルτ～࠭ࡉ）
7ɽ҉փԫ色（2.5:35/2）࠭ 質土（シルτ～中࠭）
8ɽփԫ色（2.5:7/2）࠭ 質土（࠭ࡉ）
9ɽ׊փ色（10:35/1）࠭ 質土（ࡉ～ૈ࠭）П1 ～ 2Dmఔの᛽をۇかに含Ή

10ɽ׊փ色（7.5:34/1）࠭ 質土（シルτ～中࠭）
11ɽԫփ色（2.5:35/1）࠭ 質土（ૈ࠭）П1 ～ 3Dmఔの᛽を多く含Ή
12ɽ׊փ色（7.5:35/1）࠭ 質土（中～ૈ࠭）П2 ～ 5Dmఔの᛽を含Ή
13ɽ׊փ色（7.5:34/1）࠭ 質土（中～ૈ࠭）
14ɽઙԫ色（2.5:7/4）࠭ 質土（ૈ࠭）
15ɽփԫ׊色（10:35/2）࠭ 質土（ࡉ～中࠭）
16ɽփΦリーϒ色（5:5/2）࠭ 質土（࠭ࡉ～ࡉۃ）
17ɽ׊ࠇ色（10:33/2）シルτ
18ɽ׊փ色（10:34/1）࠭ 質土（シルτ～࠭ࡉۃ）
19ɽ੨փ色（5(#6/1）࠭ 質土（シルτ～࠭ࡉۃ）
20ɽ҉փԫ色（2.5:5/2）࠭ 質土（シルτ～࠭ࡉ）に׊ࠇ色（7.5:33/1）シルτմが50ˋఔ度ࠞ入
21ɽにͿいԫᒵ色（10:36/3）࠭ 質土（ࡉ～ૈ࠭）
22ɽփԫ色（2.5:6/2）࠭ 質土（ࡉ～ૈ࠭）
23ɽ׊ࠇ色（10:32/2）࠭ 質土（シルτ）に੨փ色（5(#6/1）࠭ 質土（࠭ࡉ）が層状にଯ積
24ɽ22にಉじ
25ɽփԫ色（2.5:7/2）࠭ 質土（ࡉۃ～中࠭）に੨փ色（5(#6/1）࠭ 質土（࠭ࡉ）を層状に含Ή
26ɽ׊ࠇ色（10:33/2）シルτ、П5 ～ 7Dmఔの᛽を含Ή
27ɽઙԫ色（2.5:7/4）࠭ 質土（࠭ૈۃ～ࡉ）
28ɽԫ׊色（2.5:5/3）࠭ 質土（࠭ૈۃ～ࡉ）しまりなく、П0.5 ～ 1Dmఔの᛽を多く含Ή
29ɽ҉փԫ色（2.5:5/2）࠭ 質土（ࡉ～中࠭）に׊ࠇ色（10:33/2）シルτմが50ˋఔ度ࠞ入
30ɽԫ׊色（2.5:5/3）࠭ 質土（࠭ૈۃ～ࡉ）
31ɽ҉փԫ色（2.5:5/2）࠭ 質土（シルτ～ૈ࠭）
32ɽփ׊色（7.5:36/2）࠭ 質土（シルτ～中࠭のޓ層ଯ積）
33ɽԫփ色（2.5:5/1）࠭ 質土（࠭ૈۃ～ࡉۃ）
34ɽ明ԫ׊色（10:36/6）࠭ 質土（中～࠭ૈۃ）
35ɽփԫ׊色（10:36/2）࠭ 質土（ࡉ～中࠭）
36ɽփԫ色（2.5:6/2）࠭ 質土（シルτ～࠭ࡉ）
37ɽにͿいԫ色（2.5:6/3）࠭ 質土（ࡉ～中࠭）
38ɽにͿいԫᒵ色（10:36/4）࠭ 質土（シルτ～࠭ૈۃ）
39ɽփԫ色（2.5:6/2）࠭ 質土（シルτ～࠭ૈۃ）
40ɽփԫ׊色（10:35/2）࠭ 質土（シルτ～中࠭）に׊ࠇ色（7.5:33/1）シルτմが30ˋఔ度ࠞ入
41ɽփΦリーϒ色（5:6/2）࠭ 質土（シルτ～中࠭）
42ɽにͿいԫ色（2.5:6/3）࠭ 質土（シルτ～࠭ࡉ）に明赤׊色（5:35/8）࠭ 質土（࠭ࡉ）を層状に含Ή
43ɽ明赤׊色（5:35/8）࠭ 質土（࠭ૈۃ～ࡉ）
44ɽにͿいԫᒵ色（10:36/3）࠭ 質土（ࡉ～中࠭）ににͿい赤׊色（5:34/4）࠭ 質土（中࠭）を層状に含Ή
45ɽփ色（10:5/1）࠭ 質土（シルτ～࠭ૈۃ）
46ɽփԫ色（2.5:7/2）࠭ 質土（ࡉ～ૈ࠭）
47ɽ明赤׊色（5:35/8）࠭ 質土（ࡉ～中࠭）とにͿいԫᒵ色（10:36/3）࠭ 質土（中࠭）のޓ層ଯ積
48ɽ҉փԫ色（2.5:5/2）࠭ 質土（シルτ～ૈ࠭）
49ɽ明྘փ色（10(:7/1）࠭ 質土（࠭ૈۃ～ࡉ）
50ɽΦリーϒփ色（5(:6/1）࠭ 質土（࠭ૈۃ～ࡉ）П1 ～ 3Dmఔの᛽を多く含Ή
51ɽ੨ࠇ色（10(#2/1）シルτ
52ɽ明Φリーϒփ色（5(:7/1）࠭ 質土（ࡉ～ૈ࠭）にᒵ色ૈۃ （࠭7.5:36/8）を層状に含Ή
53ɽ明ԫ׊色（2.5:7/6）೪質土
54ɽΦリーϒԫ色（5:6/4）࠭ 質土（シルτ～࠭ૈۃ）
55ɽ明׊色（5:35/8）࠭ 質土（中～࠭ૈۃ）
56ɽ҉փԫ色（2.5:5/2）࠭ 質土（シルτ～中࠭）
57ɽփԫ׊色（10:34/2）࠭ 質土（࠭ૈۃ～ࡉ）
58ɽにͿいԫ色（2.5:6/3）࠭ 質土（ࡉ～中࠭）
59ɽ明赤׊色（5:35/8）࠭ 質土（シルτ～ૈ࠭）
60ɽ58にಉじ
61ɽ59にಉじ
62ɽ҉赤׊色（5:33/2）࠭ 質土（ࡉۃ～ૈ࠭）
63ɽ62にಉじ
64ɽԫ׊色（2.5:5/3）࠭ 質土（ࡉ～ૈ࠭）に׊ࠇ色（7.5:33/1）シルτմが10ˋఔ度ࠞ入
65ɽփԫ׊色（10:34/2）࠭ 質土（中～࠭ૈۃ）
66ɽにͿい׊色（7.5:35/4）࠭ 質土（中～ૈ࠭）
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1ɽ֧ ཚ
2ɽփԫ色（2.5:6/2）࠭ 質土（ࡉ～ૈ࠭）
3ɽ2にಉじ
4ɽԫփ色（2.5:4/1）࠭ 質土（ࡉۃ～中࠭）
5ɽփԫ׊色（10:36/2）࠭ 質土（࠭ࡉ）に׊色（7.5:34/4）࠭ 質土（࠭ࡉ、П0.1 ～ 1̼௒の᛽を多量に含Ή）

が40ˋఔ度ࠞ入
6ɽ׊ࠇ色（2.5:3/1）࠭ 質土（ࡉۃ～中࠭）
7ɽにͿいԫ色（2.5:6/3）࠭ 質土（࠭ࡉ～ૈ࠭）
8ɽ7とಉ一層
9ɽ7にಉじ

10ɽփ׊色（7.5:35/2）࠭ 質土（ࡉۃ～ૈ࠭）
11ɽփ׊色（7.5:35/2）࠭ 質土（シルτ～中࠭）に明׊色（7.5:35/8）࠭ 質土が全ମ的にࠞ入
12ɽ11にಉじ
13ɽփ色（5:6/1）࠭ 質土（࠭ૈۃ～ࡉۃ）に明ԫ׊色（2.5:6/8）࠭ 質土が全ମ的にۇかにࠞ入
14ɽփԫ׊色（10:34/2）࠭ 質土（シルτ～࠭ૈۃ）
15ɽ׊փ色（10:34/1）࠭ 質土（シルτ～中࠭）
16ɽにͿいԫᒵ色（10:36/4）࠭ 質土（࠭ࡉ～ࡉۃ）
17ɽԫփ色（2.5:5/1）࠭ 質土（࠭ૈۃ）下層はП0.5Dmఔのѥԁ᛽となる
18ɽ҉փԫ色（2.5:5/2）࠭ 質土（中～࠭ૈۃ）
19ɽ҉׊色（10:33/3）࠭ 質土（シルτ～中࠭）П0.5 ～ 1Dmఔの᛽をۇかに含Ή
20ɽ҉փԫ色（2.5:5/2）࠭ 質土（࠭ࡉ）П0.5Dmఔの᛽をۇかに含Ή
21ɽ׊ࠇ色（10:33/2）࠭ 質土（シルτ～࠭ࡉ）にࠇ色（10:32/1）࠭ 質土（シルτ～࠭ࡉۃ）が50ˋఔ度ࠞ入
22ɽ҉Φリーϒ׊色（2.5:3/3）࠭ 質土（ࡉ～中࠭）
23ɽ22にಉじ
24ɽփԫ׊色（10:34/2）࠭ 質土（ࡉۃ～ૈ࠭）
25ɽ24にಉじ
26ɽ׊ࠇ色（10:33/1）࠭ 質土（ࡉ～ૈ࠭）
27ɽփԫ׊色（10:35/2）࠭ 質土（シルτ～ૈ࠭）
28ɽઙԫ色（2.5:7/4）࠭ 質土（シルτ～ૈ࠭）
29ɽ҉փԫ色（2.5:5/2）࠭ 質土（シルτ～中࠭）
30ɽ҉փԫ色（2.5:4/2）࠭ 質土（ࡉ～ૈ࠭）
31ɽ׊փ色（7.5:35/1）࠭ 質土（シルτ～࠭ࡉۃ）
32ɽ׊փ色（10:35/1）࠭ 質土（ࡉۃ～中࠭）
33ɽ׊փ色（10:34/1）࠭ 質土（シルτ～࠭ࡉ）
34ɽ׊ࠇ色（10:33/1）࠭ 質土（ࡉ～ૈ࠭）
35ɽ҉փԫ色（2.5:4/2）࠭ 質土（中࠭）
36ɽփԫ色（2.5:6/2）࠭ 質土（ࡉ～中࠭）
37ɽࠇ色（10:32/1）࠭ 質土（シルτ～࠭ૈۃ）
38ɽ׊փ色（10:34/1）࠭ 質土（シルτ）にփ色（5:6/1）࠭ 質土（中࠭）を層状に含Ή
39ɽփΦリーϒ色（5:5/2）࠭ 質土（中࠭）П0.5 ～ 1Dmఔの᛽を含Ή
40ɽ׊ࠇ色（10:32/2）࠭ 質土（シルτ～࠭ࡉ）
41ɽにͿいԫ׊色（10:35/3）࠭ 質土（中～࠭ૈۃ）
42ɽࠇ色（10:32/1）࠭ 質土（シルτ～࠭ࡉ）
43ɽ҉փԫ色（2.5:5/2）࠭ 質土（中～࠭ૈۃ）П5 ～ 80Dmఔの᛽を多量に含Ή
44ɽ明赤׊色（5:35/6）࠭ 質土（࠭ૈۃ）П2 ～ 10Dmఔの᛽を多量に含Ή
45ɽ44にಉじ
46ɽփ色（5:5/1）࠭ 質土（࠭ૈۃ）П5 ～ 10Dmఔの᛽を多量に含Ή
47ɽ׊ࠇ色（2.5:3/1）࠭ 質土（シルτ）
48ɽփԫ色（2.5:6/2）࠭ 質土（中࠭）に明赤׊色（5:35/8）࠭ 質土と׊ࠇ色（2.5:3/1）࠭ 質土が30ˋఔ度ࠞ入
49ɽփ色（5:6/1）࠭ 質土（中～ૈ࠭）
50ɽ明赤׊色（5:35/8）࠭ 質土（中～࠭ૈۃ）П1Dmの᛽を多く含Ή
51ɽ҉փԫ色（2.5:5/2）࠭ 質土（シルτ～ૈ࠭）にࠇ色（2.5:2/1）࠭ 質土が30ˋఔ度ࠞ入
52ɽԫփ色（2.5:5/1）࠭ 質土（シルτ～࠭ૈۃ）にࠇ色（2.5:2/1）࠭ 質土が30ˋఔ度ࠞ入
53ɽにͿいԫ色（2.5:6/3）࠭ 質土（中～ૈ࠭）にփԫ色（2.5:7/2）࠭ 質土を層状に含Ή
54ɽԫփ色（2.5:4/1）࠭ 質土（ૈ࠭）
55ɽփ白色（2.5:7/1）～ԫփ色 	2.5:6/1）࠭ 質土（シルτ～中࠭）
56ɽփԫ色（2.5:6/2）࠭ 質土（シルτ～中࠭）にࠇ色（2.5:2/1）࠭ 質土が40ˋఔ度ࠞ入
57ɽփԫ色（2.5:6/2）࠭ 質土（࠭ࡉۃ）
58ɽ明赤׊色（5:35/8）࠭ 質土（࠭ૈۃ）ににͿいԫ色（2.5:6/3）࠭ 質土を層状に含Ή
59ɽ55にಉじ
60ɽ҉փԫ色（2.5:5/2）࠭ 質土（࠭ૈۃ）П1 ～ 5Dmఔの᛽を多く含Ή
61ɽ明赤׊色（5:5/8）࠭ 質土（ૈ～࠭ૈۃ）・փԫ色（2.5:7/2）࠭ 質土（中～ૈ࠭）・փ白色（2.5:7/1）࠭ 質土

の層状ଯ積（࠭ૈۃ～ૈ）
62ɽにͿいԫ色（2.5:6/3）࠭ 質土（࠭ૈۃ）
63ɽࠇ色（10:32/1）࠭ 質土（シルτ）
64ɽ҉փԫ色（2.5:4/2）࠭ 質土（ૈ～࠭ૈۃ）
65ɽԫ׊色（2.5:5/3）࠭ 質土（ૈ～࠭ૈۃ）П0.1 ～ 0.7̼ఔの᛽を多量に含Ή
66ɽにͿいԫ色（2.5:6/3）࠭ 質土（࠭ૈۃ～ࡉ）
67ɽ明赤׊色（5:5/8）࠭ 質土（ૈ～࠭ૈۃ）・ԫփ色（2.5:6/1）࠭ 質土（ૈ～࠭ૈۃ）・ԫփ色（2.5:5/1）࠭ 質

土（ૈ～࠭ૈۃ）の層状ଯ積
68ɽにͿいԫ色（2.5:6/3）࠭ 質土（ࡉ～ૈ࠭）
69ɽփԫ色（2.5:6/2）࠭ 質土（中～࠭ૈۃ）
70ɽփ白色（2.5:7/1）～ԫփ色（2.5:6/1）࠭ 質土（シルτ～࠭ࡉ）
71ɽにͿいԫ色（2.5:6/3）࠭ 質土（࠭ࡉۃ）に明׊色（7.5:35/8）࠭ 質土（࠭ૈۃ）を層状に含Ή
72ɽ69にಉじ
73ɽ70にಉじ
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質土がڬみࠐまれるよう

にଯ積している。また、

北ݞ部には׊ࠇ色シルτ

がްくଯ積していた。こ

のことから、北؛は؇や

かなࣼ܏となっており、

Ժやかな流れが想ىされ

る。この׊ࠇ色シルτと、

ͦの下層にଯ積したઙԫ

色࠭質土中から遺物が多

く出土した。遺物の出土

するൣғは̮ʹʵ 78,480

～ʵ 78,490 に֓Ͷ集中す

る܏向をࣔしており、ഁ

ଛ཰のগない弥生時代後

期後൒を中心とする時期

の土器である。また、北

東൒部には、溝の流れ؛

にԊうようにࣗવ木が２

本埋຅していた。上൒はすでにফࣦしていたが、埋຅した下൒は丸い輪ֲをཹめていた。なお、

部にଯ積した埋土の一部でݞ۷調査̜１で古墳時代の竪穴式住居跡と報告されていたのは、北ࢼ

あった。

౔̨̭޵��　調査区中ԝの西دりの地点で検出した。̨̙01̱が埋຅した後に۷࡟されてお

り、南北3.6̼、東西2.7̼を測るෆ整ԁ形をఄする土坑である。埋土は上層がΦリーϒࠇ色࠭質

土ににͿい赤׊色࠭質土がࠞ入しており、下層はփԫ色࠭質土となる２層のଯ積であった。上層

のΦリーϒࠇ色࠭質土には、層状に୸化物が多く含まれていた。੬ऑでऔり上͛ることは׎わな

かったが、Ճ޻を受けた൘状に見受けられ、埋຅に൐ってࠞ入したものと考えられる。底面には

段差があり、南ଆが北ଆにൺして0.1̼ఔ度ਂくなっていた。北୺から高杯の杯部（102）が出土し

ている。

、部の一部がかかるのみでݞ調査区の南東۱で検出した溝である。調査区内には西　��̨̙ߔ

全༰はෆ明である。検出ൣғでは東西෯が࠷大で約14̼を測り、南北18̼にわたって確認した。

西ݞ部は２段۷りの様相をఄしており、୺から３̼ほͲは検出面からのਂさが0.2̼ఔ下がる平

ୱ面となっており、ͦのઌはܹٸにਂくなっていた。αϒτϨンチを設け、検出面からʵ2.2̼

まで۷࡟したが、底面の検出には到らなかった。安全性を考ྀし、ͦ れ以上の۷࡟は実施しなかっ

た。۷࡟にࡍし、遺物等は出土しておらͣ、時期に関してはෆ明である。

第̔ਤ　"地区土坑̨̠15、ϐοτ̨̥16遺物出土状況ਤ
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ϐοτ̨̥1�　調査地区の北൒部西دりで検出した。直0.5̼ܘを測るԁ形のϐοτである。

ਂさは検出面から0.15̼を測る。埋土から中世の土師器（90）ࡼが１点出土した。

౔1̨̠޵�　調査区の南西۱෇近で検出した。北۱部がややಥ出した۱丸方形をఄする土坑

である。東西1.1̼、南北1.1̼、ਂさ0.3̼を測る。埋土は҉׊色࠭質土の୯७一層であった。東

辺ࣼ面に張り෇くように土師器甕２点（103・104）、須恵器杯֖２点（105・106）、杯身１点（107）

が出土した。

ϐοτ̨̥16　̨̠15の南西ଆで検出したϐοτである。北東۱で̨̠15と੾り߹い関係に

あったが、明確に۷࡟の前後を確認できなかった。東西0.8̼、南北0.4 ～ 0.6̼を測るෆ整ପԁ

形をఄし、さらに中ԝ部は東西0.6̼、南北0.4̼のن໛で２段に۷࡟されている。ਂさ0.3̼ఔを

測り、埋土は̨̠15とಉ様に҉׊色࠭質土の୯७一層であった。中ԝ部には、底から0.1̼ఔු

いたਂさから土師器の壺（108）が出土している。

̎ʣ̗ ஍۠

̗地区は、京都府ڭҭҕһ会の۷ࢼ調査̜２の調査成果に基づき設定した。このτϨンチにお

いても۷ࢼ調査の結果、遺構は２面にわたって確認されており、上層は۷ࢼτϨンチ̜１とಉ様

であるが、下層では弥生時代ऴ຤期の竪穴式住居跡が検出されている。当地点についても、当֘

ਫ田は東ଆ1/3が0.41̼の、西ଆ2/3が1.7̼の੾土施޻がܭըされているため、ච全ମをର৅とし

調査を実施することとされた。調査地点のݱඪ高は90.61̼を測る。調査面積は519㎡である。̖

地区での遺構面の検出状況を考ྀしつつ、重機により࡞ߞ土をআڈした後、下層の۷࡟を行った。

̖地区とಉ様に、চ土直下で᛽を多く含Ή明Φリーϒփ色࠭質土となったが、西΁۷ൣ࡟ғを޿

͛るとڞに᛽のࠞ入がなくなり、

調査区の1/4ఔから西ଆでは、క

まりのないにͿいԫ色࠭質土の

ଯ積となっていた。また、西୺

1/4の地点からは、およͦ0.5̼の

段差を༗して௿くなっており、

後世に੝土を行って࡞ߞ地を拡

張していたことが判明した。ਫ਼

査を行った結果、北൒部では遺

構の検出には到らͣ、南൒部で

は̖地区からのԆ௕部で溝̨̙

01̰・̱を、̨̙01̱の南ݞ部

෇近で土坑数基を検出した。

地区から北西̖　�1̨̰̙ߔ

方向΁Ԇͼてきた溝は、̗地区

とのڥ界෇近から、ހをඳいて 第̕ਤ　#地区土坑̨̭07・̨̠08平・断面ਤ
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ঃ々に西΁と܏いていく。調査区の南西۱部෇近では平ୱ面

が新たに೿生し、溝底のϨϕルも88.41̼とਂくなって調査

区֎΁と続いてΏく。

界から北西ଆでは、北ଆにわڥ地区との̖　�1̨̱̙ߔ

ͣかながら段差が࢒ଘしている。本དྷはこの溝が北ଆ΁拡

がって流れていたが、後世の࡟平によりফ໓した可能性をࣔ

すものであろう。底面のϨϕルは東୺で90.20̼、西୺で

89.26̼となっており、竹໺川がݱ流する௿Ґ部に向けࣼ܏

がڧまっている。̖地区の北؛にްくଯ積していた׊ࠇ色シ

ルτも、当地区ではബくなり、東൒部のみにしかଘ在しなく

なる。ͦのことにൺ例して、遺物の出土量も格段にগなくなる。なお、۷ࢼ調査̜２で弥生時代

ऴ຤期の竪穴式住居跡と報告されたものは、̨̙01̱の南ݞ部の一部を検出していたことが判明

した。

౔̨̭޵��　調査区の南東部で検出した。東西約1.9̼、南北約1.1̼を測るପԁ形をఄする土

坑である。̨̙01̰の南ݞ部と重ෳしており、̨̙01̰に੾りউっていた。内部を۷࡟した後、

底面の南ଆでϐοτ２基が検出された。また、北൒には石ࡐがかたまって埋຅していた。埋土は

３層に分かれ、１層の҉׊色࠭質土と３層の҉Φリーϒ׊色࠭質土の間は、୸化物のଯ積が̑～

６Dmにわたって確認された。また、１層もম土մ、୸化物をわͣかながら含んでいた。時期を

確定する遺物等は出土していない。

౔07̨̭　��̨̠޵の北東ଆで検出した土坑である。南ଆを̨̭07に、北西୺をϐοτに੾

られており、全༰はෆ明であるが、東西1.1̼、南北0.45̼以上を測る。埋土にはඍࡉな୸化物を

含んでいた。遺物は出土しておらͣ、時期等はෆ明である。

౔11̨̠޵　調査区の南୺中ԝ෇近で検出した。̨̙01̱と重ෳしていたが、̨̙01̱に੾

りউっていた。南北0.9̼、東西0.85̼を測るԁ形の土坑である。検出段֊で上層から銭՟が６点

（343 ～ 346）まとまって出土した。埋土は׊փ色࠭質土と׊ࠇ色࠭質土の２層のଯ積となってい

たが、銭՟以֎の遺物は出土しなかった。

̏ʣ̘ ஍۠

̘地区は、京都府ڭҭҕһ会の۷ࢼ調査̜̓の調査成果に基づき設定した。当地点では大型の

土坑から古墳時代前期後൒の土師器が出土したため、調査ର৅地とされた。調査地点のݱඪ高は

93.01̼を測る。当地点では0.3̼の੾土施޻がܭըされていたが、۷ࢼ調査の結果、西ଆの竹໺

川に向かって地形が大きくࣼ܏して下がっていることが確認されていた。ͦのため、当֘ਫ田の

東ଆのみを調査ର৅として、東西50.0̼、南北4.0̼の調査区を設定した。調査面積は200㎡である。

した後、人ྗによりਫ਼査を行い遺構の検出に౒めた。চ土直下にڈ土、চ土を重機によりআ࡞ߞ

はփԫ色࠭質土がଯ積しており、ͦの下層に׊ࠇ色࠭質土の遺物包含層が確認できた。この遺物

包含層は調査区の北୺෇近では࢒っていなかったが、ͦれ以֎の地点では良޷に࢒ଘし、古墳時

第10ਤ　̗地区土坑̨̠11平・断面ਤ
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第12ਤ　$地区北・南น、溝̨̙03土層断面ਤ

代から中世の遺物が出土している。北୺からおよͦ5.0̼のൣғでは、明ԫ׊色࠭質土をఄする

ϕーε面が検出された。これは東ଆからԆͼる丘陵の੄部と考えられる。後世に࡞ߞ地とされた

平を受けたと考えられる平ୱ面が෯0.5̼ఔ度、௕さ7.0̼にわたって調査区の北東۱部࡟、にࡍ

で検出された。西ଆに向かってܹٸにࣼ܏し、南ଆではこの張り出しは東΁と۶ۂして調査区֎

΁とԆͼていくことが確認された。この西ଆ΁のࣼ܏ٸ地点にࠇ色࠭質土の遺物包含層がଯ積し

ており、古墳時代前期後൒から中期を中心とする遺物が多量に出土した。調査は、ほ場整備事ۀ

の施޻による׬成ඪ高からอޢ層相当分を差しҾいた高さをݶ度に、包含層遺物をऔり上͛なが

ら۷り下͛を行った。̭ʹʵ45,480から南ଆでは、׊ࠇ色࠭質土の遺物包含層の下層にଯ積する

色࠭質土上面において、東西方向の溝１৚、土坑、柱穴等を50基あまり検出したが、南΁׊҉ۃ

行くほͲに遺構はرബとなっていた。

部は２段۷りݞ調査区の南ଆで検出した南東から北西方向に流れる溝である。北　��̨̙ߔ

状をఄし、෯0.3 ～ 0.6̼の平ୱ面がଘ在する。溝෯は1.8 ～ 2.3̼を測り、調査区内では4.0̼にわ

たって検出した。底面のϨϕルは東୺で92.03̼、西୺で92.02̼となっており、検出ൣғではほ

΅ਫ平となっていたが、本དྷ的には北西΁と流れ下っていたものと考えられる。遺物は土師器、

須恵器のࡉ片等が出土しているが、時期の特定には到っていない。

̐ʣ̙ ஍۠

̙地区は、京丹後市ڭҭҕһ会の۷ࢼ調査̜２ʵ１・２の調査成果に基づき設定した。京丹後



松山遺跡第４次発۷調査報告

-17-

第13ਤ　%地区遺構഑ஔਤ



京都府遺跡調査報告集　第 146 冊

-1ÿ-

第14ਤ　%地区北・南น土層断面ਤ



松山遺跡第４次発۷調査報告

-19-

市ڭҭҕһ会の調査では࡞ߞ

地΁のվมに൐う٬土がްく、

旧࡞ߞ土上に1.0̼以上の੝土

がなされていたことが確認さ

れたが、ͦの下層に遺物包含

層ٴͼ遺構を検出したため、

本調査を実施することとなっ

た。当֘ਫ田は北ଆが1.41̼、

南ଆが1.51̼の੾土施޻がܭը

されているため、ච全ମをର

৅とし調査を実施することと

された。また、調査区中ԝを

34号ࢧઢഉਫ路が横断するこ

とから、ͦの地点に関しては、

ほ場整備事ۀ施޻による׬成

ඪ高よりもਂく۷࡟を行うこ

ととされた。調査地点のݱඪ

高は94.22̼を測る。調査区は

南北47.5̼、東西8.0̼に設定

した。調査面積は380㎡である。

調査区は丘陵੄部に੝土を行って造成されたことが判明していたため、重機により࡞ߞ土をআ

による޻施ۀし、包含層遺物を人ྗによりճ収しつつ、ほ場整備事ڈした後、ͦの੝土層をআڈ

ઢഉਫ路ࢧを行うこととした。34号࡟度に、۷ݶ層相当分を差しҾいた高さをޢ成ඪ高からอ׬

の施޻地点については、ഉਫ路の۷ਂ࡟度からอޢ層相当分を差しҾいた高さまで調査を実施し

た。調査の結果、34号ࢧઢഉਫ路施޻地点の北ଆでは、੝土層の直下で、東ଆにଘ在する丘陵の

੄部と考えられるにͿいԫ׊色をఄするϕーε面を検出し、これが北西に向かってࣼ܏して下っ

ていくことを確認した。ͦのため、西൒ではࠓճの調査での۷ਂ࡟度が੝土層の中に収まること

となり、遺物包含層の۷࡟にまで到らなかった。南ଆでも、北دりの地点ではにͿいԫ׊色をఄ

するϕーε面を検出したが、̭ʹʵ45,460෇近で南東΁と۶ۂし、調査区֎΁Ԇͼていくことが

判明した。また、上層遺構として、̭ʹʵ45,450෇近で、表土、চ土直下のࠇ色࠭質土（遺物包

含層）上面で土坑４基、ϐοτ̓基を検出した。これらの遺構の記録を࡞成した後、遺物包含層

の۷࡟を行ったが、西ଆ1/3に関しては、ࠓճの調査での۷ਂ࡟度を௒えることから、ͦれ以上

の۷࡟は実施せͣ、調査をऴྃした。また、34号ࢧઢഉਫ路の施޻地点では、ଞの調査区よりも

ਂく遺物包含層の۷࡟を実施した。東ଆ丘陵からのࣼ܏は一୴؇やかとなり、ڱい平ୱ面を形成

していることが判明した。さらに、ͦの平ୱ面は、調査地点の西ଆ1/3で、࠶度ٸなࣼ܏で西ଆ

第15ਤ　%地区土坑̨̠01平・断面ਤ
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΁下っていくことを確認した。しかし、施ਂ޻度との関係から、ͦのઌでϕーε面を確認するに

は到らなかった。

౔�1̨̠޵　上層遺構である。調査区の中ԝ東دりの地点で検出した土坑である。後世の࡟

平を大きく受けており、0.1̼ఔのਂさを࢒すのみであった。௕࣠1.4̼、୹࣠0.8 ～ 1.0̼を測る

۱丸௕方形をఄし、南西۱を小土坑により੾られていた。埋土は３層に分かれ、࠷下層にଯ積し

た第２層には、୸化物、ম土մが多量に含まれていた。内部からはಉ一ن格の土師器３ࡼ点（313

～ 315）と、鉄釘４点（316 ～ 319）が出土している。以上のことから、この土坑は火葬墓と考えら

れる。

̏ɽग़౔遺෺

̍ʣ౔ث

。ճの調査では、整ཧശにして300ശ分の遺物が出土したࠓ

１～ 108は̖地区から出土したものである。１～ 50が̨̙01bから、51 ～ 89、91 ～ 101まで

が̨̙01aから、90は̨̥12、102は̨̭02、103 ～ 107は̨̠15、108は̨̥16からͦれͧれ出土

している。̨̙01aから出土している遺物に関しては、弥生時代後期後൒、古墳時代、古代、中世、

近代とͦの時間෯は޿く、東ଆ丘陵谷部において発生した土石流のӨڹによるものと考えられる。

しかし、̨̙01bからの出土資料は、土石流のӨڹをඃっていない北؛部分から出土しており、

弥生時代後期後൒を中心とするまとまった資料群となっている。

１～̔は甕である。１は器高17.4Dm、口16.6ܘDmを測り、口縁部֎面にٖԜઢ文を施している。

ମ部֎面はϋέ調整、内面はᰍ部までέズリ調整で࢓上͛られ、ମ部下൒には࢖用に൐うഗの෇

ணが観察される。２～̔に関してもほ΅ಉ様の調整により࢓上͛られているが、口17ܘ ～ 18Dm

前後の一群と、やや小ৼりの12Dm前後の一群に分別され、ͦれͧれに̓・̔の様に٭୆部を࡞

り෇けるものがある。口縁部に関しても、１・２・４・６・̓の様に直ཱするものと、３・̑・

̔の様に֎൓するものがଘ在し、̓の様にٖԜઢ文を施さないタイϓも散見される。また、ମ部

の形ଶに関して、̑・̓のようにᰍ部のࡥまりがऑいものも見受けられる。̕～ 18は޿口௷、

19は௕ᰍ௷である。̕はମ部のほ΅中ԝが࠷大ܘとなり、୹いᰍ部に直ཱする口縁を࣋ち、֎面

にはٖԜઢ文を施す。ᰍ部内֎面はミΨΩ、ମ部֎面はϋέ後ナσ、内面はέズリ調整により࢓

上͛ている。また、ݞ部に山形のઢࠁ（記号文）が認められる。10・11・12もಉ様の࢓上がりとな

るが、11・12は口縁部が֎൓し、11にはٖԜઢ文が認められない。12にはԁހと直ઢを૊み߹わ

せたઢࠁ（記号文）が施されていた。ԁހが直ઢを੾っていた。13は口縁部をڧく֎൓させٖԜઢ

文を施す。ମ部֎面、ᰍ部内面はミΨΩ調整により࢓上͛られ、ମ部内面はέズリ調整が認めら

れる。14・15は口縁部にٖԜઢ文を施すとともに୺面にΩβミを༗する。14ではΩβミの間ִが

く施された部分があり、ͦこからઌにはΩβミが認められͣ、全周はしないと考えられる。15ڱ

ではංްした口縁部下୺にもみられる。16 ～ 18は֎൓するᰍ部を۶ۂさせ、口縁୺面を下方に

ංްしٖԜઢ文を施す。さらに17・18では、ԁ形ු文をష෇している。また18はᰍ部とମ部のڥ
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界に１৚のಥଳを設けࢗಥ文をնらしている。19は内֎面ともにࡉかなミΨΩ調整により࢓上͛

られており、୺部֎面にはٖԜઢ文が施される。20 ～ 22は高杯である。20は࿶状の杯部から口

縁部が֎方に۶ۂし୺部は୹く直ཱする。٭柱部は直ઢ的にԆͼ、下部1/3ఔのҐஔに３か所の

ઠ޸が施され、ͦこから大きく֎方΁と։く。内֎面ともにࡉかなミΨΩ調整により࢓上͛られ

ている。21はઙい࿶状の杯部をఄし、口縁୺部をわͣかに֎上方につまみ上͛ている。٭部ཪ面

はϋέ、ͦのଞの内֎面はࡉかなミΨΩ調整により࢓上͛られており、杯部内面には҉文様に์

ࣹ状のミΨΩが認められる。ઠ޸は１か所のみである。22はઙいࡼ状の杯部をఄし、口縁部が֎

൓ؾຯにཱち上がる。内面はϋέ、֎面はミΨΩ調整で࢓上͛られている。23 ～ 26は器୆である。

23は受け部と٭部がʮくʯࣈ状に۶ۂする。内֎面ともϋέ調整で࢓上͛られており、口縁୺部

はナσにより丸くおさめている。受け部のൺ཰が٭部を྇կしている。24も23とಉ様に受け部と

࢓をҝす。内֎面ともϋέ調整によりހするが、ͦの۶ંは؇やかでԁۂ状に۶ࣈ部がʮくʯ٭

上͛られ、口縁୺部はやや内ኪしている。25は受け部をܽくが٭柱部以下、ஸೡにミΨΩ調整が

施されている。26は装০器୆である。受け部の上にさらに受け部を࡞り෇けており、上段の受け

部にはෆۉ等なਫణ型のಁかし޸が̑方向にઠたれている。受け部の口縁֎面にはͦれͧれٖԜ

ઢ文が施され、ஸೡなミΨΩ調整で࢓上͛られている。27 ～ 30はുである。平底で๒஄型をఄ

する。27は内֎面ϋέ調整の後、疎らにミΨΩ調整を施している。28・29は֎面ϋέ調整、内面

はέズリ調整である。28は小型で口縁部がやや֎൓する。30には٭୆が࡞り෇けられる。֎面ϋ

έ調整、内面はஸೡなミΨΩ調整である。27は調整がଞとはҟなる。31 ～ 35は༗ു޸である。

いͣれもが֎面はϋέ調整、内面はέズリ調整である。31は器高にൺして口ܘが大きく、33はମ

部下൒がࡥまり安定ײをܽく。また、34のみ平底とはならͣઑ底ؾຯである。36は底部にઠ޸を

༗する甕である。口縁部֎面にٖԜઢ文を施しており、ݞ部に೺खの剝཭ࠟ跡が確認できる。

31・33・35・36には底部ฒͼに֎面下൒に࢖用に൐うഗの෇ணが認められる。37 ～ 42は֖である。

表ཪともにϋέ調整が施されている。42には表ཪ面にઢࠁが確認される。表面は中ԝでަ差する

直ઢをૈࡶにඳき、ͦ れとともにやや่れたアルフΝϕοτのʮ̘ʯ形を࿈Ͷてඳきࠐんでいる。

ཪ面にはʮ̘ʯ形が３か所にඳきࠐまれている。43は小型ുである。ख፻Ͷにより成形されてお

り、内֎面はஸೡにミΨΩ調整されている。ମ部は底からࣼめ上方にԆͼた後、口縁部はएׯの

内ኪ܏向をఄする。上୺内面にはࢦ಄ѹࠟが࢒る。೺खが１つ෇けられていたものと考えられ、

剝཭ࠟ跡が確認できる。44 ～ 50はミニチュア土器である。44 ～ 48・50はു形をఄし、44は内ኪ

ຯに大きく։くମ部に高୆が෇く。45ؾ ～ 47は٭୆が࡞り෇けられ、45・46は全ମにࢦ಄ѹࠟ

が明ྎに࢒る。47はナσの後、ミΨΩ調整が施される。48・50は๒஄形をఄし、平底・丸底と底

の形状がͦれͧれҟなる࢓上͛となっている。49は口縁部を大きく֎൓させ、甕形としている。

51はുである。口ܘが48Dmを測る大型඼である。口縁部を大きく֎方に۶ۂさせた後、୺部を

上方に拡張している。口縁部֎面にٖԜઢ文は施されていない。ମ部֎面はϋέ調整の後、疎ら

にミΨΩ調整を施しており、ݞ部には೺खの剝཭ࠟ跡が認められる。ݱ状では１か所が確認でき

るのみであるが、ର面するҐஔに２ܭか所औり෇けられていたものと考えられる。52は௷ないし
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は甕の٭୆部、53は高杯の杯部である。54・55は小型丸底壺である。54は小さなମ部に大きく։

く口縁部を༗し、ମ部内面はέズリ調整、ମ部֎面・口縁部内֎面はஸೡなミΨΩ調整により࢓

上͛られている。器นもബく、ඇৗにણࡉな印৅を受けるݸମである。55にൺして古相の特色を

༗する。55はମ部のൺ཰が口縁部を྇կし、ͦの器นもްく֎面調整もϋέである。56・57は甕

である。内面をέズリ、֎面をϋέ調整で࢓上͛ている。57では口縁୺部を上΁つまみ上͛てい

る。֎面にはഗの෇ணが認められる。58 ～ 62は土師器杯である。60 ～ 62は下൒をέズリ、上൒

をナσにより࢓上͛ている。60・61は口縁୺部が内ኪする。62は口縁部を直ཱさせた後、୺部を

わͣかに֎൓させる。底部中ԝにࠇൗが認められ、見ࠐみをআく内面と、֎面上൒に赤色顔料が

第18ਤ　出土遺物実測ਤ（３）　̖地区：土器
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ଘする。63࢒ ～ 65は須恵器杯֖、66・67は杯身、68・69は高杯である。

69は大きくমけ࿪んでおり、近隣にະ確認の須恵器༼のଘ在がӐわれる。

70は甕の口縁部である。２৚１୯ҐのԜઢを２段にわたり施している。71

～ 73は￼の口縁部とମ部である。71は内面にࣗવᬵがްくかかる。72は

平底をఄし、張ったݞ部にઠ޸している。73は口縁઀߹部がଠく、やや

古相をఄする。74は甕である。75 ～ 80は須恵器杯̖である。81 ～ 86は

須恵器杯̗で、いͣれも高୆をషり෇けている。87は壺である。88 ～ 93

は土師器ࡼである。90は̨̥12から出土した。口8.3ܘDm、器高1.9Dmを

測る。ナσ調整により整形されている。13世紀代にଐすると考えられる。

94・95は須恵器࿶である。96・97は੨磁࿶である。96は࡟り出し高୆で、
第21ਤ　出土遺物実測
ਤ（６）　̖地区：鏡

第20ਤ　出土遺物実測ਤ（̑）　̖地区：土器
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見ࠐみにࠁՖ文を

༗ す る。98は 須 恵

器である。௕ᰍ壺

のᰍ部ಥଳ෇近と

考えられる。଻土

はਫ਼良で、ম成も

ඇৗにݎ៛である。

ϔϥඳきによる装

০が認められる。99

はӽ前মのᎬりു

である。片口で、੬

ऑではあるが̓৚

１୯ҐのᎬり目が

まれている。100ࠁ

は丹೾মの甕口縁

部である。101は小型ኲ製鏡である。̨̙01aの埋土中から出土した。縁辺部が1/3ఔ度࢒ଘする

のみで、֎区の۳ࣃ文を確認できるが、内区やඥは࢒ଘしていない。直ܘは7.0Dmに෮ݩ可能で

ある。102は̨̭02から出土した土師器高杯の杯部である。֎面はຎ໓がܹしく調整はෆ明であ

るが、内面はミΨΩ調整で࢓上͛られている。103 ～ 107は̨̠15から出土した。103・104は土

師器の甕である。いͣれも下൒は࢒ଘしていない。内֎面ϋέ調整、口縁部֎面はナσ調整で࢓

上͛ている。105・106は須恵器杯֖、107は須恵器杯身である。108は̨̥16から出土した土師器

の壺である。֎面ϋέ調整、内面ᰍ部以下はέズリ調整である。

109 ～ 140は̗地区から出土したものである。109・113・116 ～ 139は̨̙01a、110 ～ 112、

114・115・140は̨̙01bから出土している。

109 ～ 111はുである。109は口17.8ܘDm、器高9.2Dmを測り、平底をఄする。口縁部をਫ平に

させた後、ࣼめ上方΁拡張し、֎面にٖԜઢ文を施している。֎面調整はຎ໓がܹしくෆ明ۂ۶

であるが、内面は下൒がミΨΩ、上൒がέズリ調整で࢓上͛ている。110・111は٭୆を༗する。

110は、ϢϏΦαΤによって輪状に高୆を࡞り出しているが、111はԁ柱状にಥ出させ、ଆ面をϢ

ϏΦαΤにより整形している。平底である。また、口縁部は֎൓させた後、上方に۶ۂさせ面を

っているが、ͦの部分にٖԜઢ文を施すことはしていない。110・111ともに֎面にഗの෇ணが࡞

認められる。112は器୆である。大きく։く受け部と٭部の間に୹い柱状部がଘ在する。֎面上

൒にはϋέϝが࢒るが、下൒はきれいにナσ調整で࢓上͛られている。113は֖である。全ମを

ϋέ調整で࢓上͛ている。114はミニチュア土器である。ख፻Ͷのૈ製඼で口縁୺部をつまんで

わͣかに֎൓させている。٭部をܽଛする。115は小型の甕である。口縁部֎面にٖԜઢ文を༗

する。֎面は上൒がϋέ、下൒がέズリ、内面はᰍ部以下をέズリ調整により࢓上͛ている。

第22ਤ　出土遺物実測ਤ（̓）　̖地区：土器
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116はുである。内面はෆۉ一のナσ調整によりԜತがܹしく࢒っている。140は弥生土器の高杯

である。口ܘは26.9Dm、器高は23.6Dmを測る。ઙい࿶状の杯部から口縁部がਫ平に۶ۂした後、

୺部はࣼめ上方΁Ԇͼる。口縁部֎面にはٖԜઢ文が施される。٭柱部は直ઢ的にԆͼ、1/2ఔ

度から大きく֎方΁と։く。下部1/3ఔのҐஔに４か所のઠ޸が施される。内֎面ともにࡉかな

ミΨΩ調整によりஸೡに࢓上͛られている。以上が弥生時代にଐする遺物である。

117は土師器の杯である。口10.9ܘDm、器高5.2Dmを測る。口縁୺部をわͣかに֎൓させている。

118は土師器の壺である。ٿ形のମ部に֎方΁։く口縁部を༗する。֎面にࠇൗが認められる。

119・120は土師器の高杯である。119は࿶状の杯部をఄし、口縁୺部を֎൓させる。٭柱部はや

や୹く、੄部は大きく։く。120も࿶状の杯部をఄし、口縁୺部をڧくナσ、直ཱさせる。٭柱

部はଠく୹く、୺部に向かう۶ۂもややきつめである。121は土師器の壺である。୹いᰍ部に直

ཱする口縁を࣋つ。122 ～ 124は須恵器杯֖である。125 ～ 129は須恵器杯身である。130は須恵

器高杯である。三方に方形のಁかし޸をઠつ。131は須恵器器୆の٭部である。方形のಁかし޸

を༗し、ͦの下部にಥଳ２৚を設ける。以上が古墳時代にଐする遺物である。以下、古代から中

世にଐする遺物について記ड़する。

132は須恵器の壺である。下൒が࢒ଘするのみである。高୆は剝཭してܽଛする。133は須恵器

のࡼである。଻土はਫ਼良でম成もݎ៛である。134は྘ᬵの࿶である。଻土はਫ਼良でম成はߗ質

である。見ࠐみ部分が1/2ఔ度出土しているにաぎないが、高୆は࡟り出しており、৞෇きにも

ᬵが認められる。135は須恵器の࿶である。口ܘは15.6Dm、器高は5.1Dmを測る。ಥ出した平底

をଆ面を࡟ることにより成形している。底面には明ྎなճసࢳ੾りࠟが認められる。136は白磁

࿶である。口ܘは16.8Dm、器高は7.0Dmを測る。口縁୺部が玉縁状となり、高୆は࡟り出してい

るが、ಥ出はわͣかである。見ࠐみには一৚のݍઢがめ͙り、ମ部֎面には成形のࡍの޻具ࠟが

でࡼ33.8Dmを測る。138は古੉戸のܘる。֎面下൒は࿐଻である。137は丹೾মの甕である。口࢒

ある。口縁部が1/12ఔ度࢒ଘするのみであるが、口ܘは12.2Dmに෮ݩできる。ബくփᬵがֻけら

れ、୶い྘փ色をఄする。片口で、内面にお

ろし目をࠁんでいる。14世紀の所࢈である。

139はே઱Ԧே陶器のࡼである。見ࠐみ෇近が

1/3ఔ度࢒ଘしている。高୆は࡟り出しており、

見ࠐみには目ࠟが２か所確認できる。内֎面

にփ色のᬵༀが৞෇きを含めて全面に施ᬵڞ

されている。16世紀頃と考えられる。̨̙01

̰からは、弥生時代後期、古墳時代、古代～

中世に到るまで޿い時期の遺物が出土してい

る。

141～185は̘地区から出土したものである。

ઌड़したように遺物包含層からの出土である。 第24ਤ　出土遺物実測ਤ（̕）　#地区：土器
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141・142は甕である。口縁部はナσ、ମ部֎面はϋέ、ᰍ部以下の内面はέズリ調整により࢓

上͛ている。143は壺である。口縁部のみが࢒ଘしている。144 ～ 146は高杯である。147 ～ 149

は小型の壺である。147は器高12.4Dm、口6.2ܘDmを測る。୹く֎൓するᰍ部から口縁部を直ཱ

させている。口縁部はナσ調整、ମ部֎面はϋέ調整の後、下൒をナσによりຏりফしている。

平底をఄし、֎面下൒にࠇൗが認められる。148はࣼめ上方にԆͼたମ部がݞ部で内向きに۶ۂし、

口縁部を୹く直ཱさせる。149は下൒をܽଛするが、147とಉ様の形ଶである。150 ～ 157は小型

丸底壺である。152はମ部上൒の内ኪがऑく、口縁部が大きく֎΁։く。154・155はମ部のࡥま

りがऑく、口縁部が直ཱؾຯとなっている。156は׬形で出土しているが、器高7.1Dm、口6.9ܘDm

第26ਤ　出土遺物実測ਤ（11）　̘地区：土器
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を測り、ଞ例よりも小型である。157はઑ底である。小型丸底壺は׬形཰が高く、埋຅にࡍして、

あまりڑ཭をಈいていないものと考えられる。158 ～ 162はミニチュア土器である。ख፻Ͷのૈ

製඼で、158は成形のࡍのࢦ಄ѹࠟが֎面に明ྎに࢒る。159 ～ 161は、平底をఄし、内ኪするମ

部に୹く֎൓する口縁部をఄする。内֎面ڞにࢦ಄ѹࠟが明ྎに࢒る。162は൒ٿ形のମ部をఄ

するുである。口3.5ܘDm、器高2.0Dmを測り、器นもඇৗにബい小型඼である。163・164は甕

である。ᰍ部以下は࢒ଘしない。164は口縁部にڧいナσによるԜತが認められ、ʮ੨໺型甕ʯで

ある
ㅭ㉅６ㅮ

。165 ～ 168は土師器杯である。165は全ମの1/3ఔ度が࢒ଘしており、口12.6ܘDm、器高6.3Dm

を測る。֎面はຎ໓がܹしいが、内面には赤色顔料が塗布されている。166はްい器นをఄし、

֎面下൒はέズリ調整で࢓上͛ている。168は口14.2ܘDm、器高3.7Dmを測る。169 ～ 171は土師

器ࡼである。169は口8.0ܘDm、器高1.8Dmを測る。170は口17.8ܘDm、器高3.5Dmを測る。଻土は

ਫ਼良で、ম成も良޷である。171は口15.5ܘDm、器高2.9Dmを測る。172は須恵器甕である。ᰍ部

をಥଳで３段に区ըし、ͦれͧれに೾状文を施す。173・174は須恵器杯֖である。175は須恵器

杯身である。176は須恵器高杯の٭部である。177は￼である。口縁部をܽଛする。178は土師器

の壺である。口縁内面୺部をංްする。大型඼で、口26.2ܘDm、࠷大50.0ܘDmを測る。下൒部

はܽଛする。179は須恵器杯̗である。180は須恵器࿶である。高୆はܽଛする。181は瓦器࿶で

ある。口縁部෇近が1/10ఔ度࢒ଘする。ମ部が۶ۂしており、ͦの上部と内面はஸೡにミΨΩが

施される。෮ݩ口ܘは14.0Dmである。12世紀後൒の所࢈で、丹後地域での出土はك༗な例である。

182 ～ 184は੨磁࿶、185は੨磁൫である。いͣれもཾઘ༼࢈である。182は1/8ఔ࢒すのみであり、

下൒はܽଛする。口ܘは13.8Dmを測る。֎面に࿇ห文を施す。183・184はແ໲の࿶である。185は、

口縁୺部෇近が1/10ఔ࢒ଘするのみである。口ܘは27.2Dmに෮ݩ可能である。内面に࿇ห文を施

す。

186 ～ 319は̙地区から出土したものである。313 ～ 319は̨̠01から出土したが、ͦれ以֎は

調査区南൒において検出した遺物包含層から出土したものである。

186 ～ 198は甕である。基本的にٿ形のମ部をఄし、ᰍ部がʮくʯࣈ状に۶ۂして口縁部に到る。

֎面はϋέ調整、内面はᰍ部以下をέズリ調整により࢓上͛ている。186は口15.2ܘDmを測り、

198は口16.3ܘDmを測り、底部を一部ܽଛするが࢒ଘ器高は23.4Dmを測る。ݞ部の張りがなだら

かで、ମ部はややପԁ形をఄする。187は口17.8ܘDmを測り、192は口19.6ܘDm、194は口ܘ

18.4Dmを測る。以上３点に関しては、口縁部は֎൓するが、ͦのཱち上がりが୹く、ମ部࠷大ܘ

にൺして、ᰍ部のܘが大きいタイϓである。188は口15.4ܘDmを測る。189は口15.6ܘDmを測り、

191は口17.2ܘDm、底部を一部ܽଛするが࢒ଘ器高は30.8Dmを測る。口縁部はମ部から丸みを༗

してなだらかに઀続し、֎上方΁とԆͼる。190は口15.2ܘDm、195は口17.6ܘDm、197は口ܘ

18.3Dm、器高28.5Dmを測る。以上の３点は、口縁部の୺面内ଆをංްさせる布ཹ型の甕である。

196は、口縁部を֎൓させながらڧく۶ۂさせる。口19.3ܘDmを測り、内֎面ともにϋέ調整で

上͛ている。199࢓ ～ 211は壺である。199・200はೋ重口縁壺である。199はᰍ部から上ଆのみの

出土であるが、器นもްい大型඼である。200はݞ部にϔϥඳきによる؆ૉなӋ状文がࠁまれる。
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201は୹ᰍ壺である。なでݞで࠷大ܘがମ部下൒にある。ମ部֎面はϋέ、内面はᰍ部以下をέ

ズリ調整で࢓上͛ている。202 ～ 210は޿口壺である。203はݞが張る形となっている。下൒にࠇ

ൗを༗する。204 ～ 210は、ٿ形のମ部に֎上方に։く口縁部を༗する。ମ部֎面はϋέ、内面

はέズリ調整による࢓上͛を基本とする。205・209・210には、下൒にഗの෇ணが見られる。212

～ 233は小型丸底壺である。器高、口ڞܘに9.0Dm前後の製඼が多く、ن格性が想ىされる。211

は成形後、ᰍから差し入れた޻具がಧくൣғでମ部内面を࡟りऔっており、器นのްみはόϥつ

きが大きい。212 ～ 220・223・228・229はほ΅׬形で出土している。221は全ମの1/2ఔが࢒ଘす

るのみであるが、口7.4ܘDm、器高8.2Dmに෮ݩ可能である。ମ部は横ҐのミΨΩ調整で࢓上͛

ている。小ৼりなମ部に大きく։く口縁部をఄし、やや古相の特色を༗する。228 ～ 230は口縁

部が大きく֎൓せͣ直ཱؾຯにཱち上がる。230は口縁୺部がやや内ኪしている。231 ～ 233は口

縁部をܽଛする。232はମ部ܘは10.4Dmを測り、ମ部࠷大ܘやや上دりにম成前ઠ޸を施す。また、

このઠ޸のର面には、ଧちܽきによるとࢥしき小穴がઠたれているが、本དྷのઠ޸か、調査にࡍ

し後出的にできたものか判断が೉しい。ݞ部には竹管文が८る。2/5はԁ形となっているが、3/5

は൒ፊしたものをޓいにͣらして࿈結し施している。214・219・222はମ部下൒にഗの෇ணが認

められ、ଞのݸମに関しても、ಉ様の࢖用をਪ測できるのではないか。234 ～ 238は器୆である。

234・235はઙいࡼ状の受け部をఄし、٭部が大きく։く。234は受け部ઌ୺を۶ۂして直ཱさせ、

ମ部はԁ޸を؏通させている。237は受け部のܘが٭部のͦれを྇կしている。238は受け部がೋ

重に࡞られているが֎ଆの受け部は࢒ଘしていない。239・240はുである。239は口21.8ܘDm、

器高11.5Dmを測る。内֎面ڞにϋέ調整で࢓上͛られており、口縁部は֎൓する。ମ部下൒には

ഗが෇ணしている。240は口16.5ܘDm、器高11.3Dmを測る༗ു޸である。ମ部下൒にはഗが෇ண

している。241 ～ 269は高杯である。241 ～ 244はઙい杯部をఄし、杯部が大きく֎൓する。242

はほ΅׬形で出土しており、口16.9ܘDm、器高11.9Dmを測る。٭部は੄で大きく۶ۂする。245

～ 247はઙい杯部をఄし、杯部は֎൓せͣ直ઢ的にԆͼる。247は杯部内面を์ࣹ状のミΨΩ調

整でஸೡに࢓上͛ており、୺部のみをわͣかに֎൓させている。248 ～ 252はਂい杯部をఄし、

杯部は直ઢ的にԆͼる。248は口15.8ܘDm、器高11.0Dmとやや小型で、٭部の器นもബくなって

いる。253 ～ 257はਂい杯部をఄし、杯部がわͣかに֎൓する。258 ～ 262はਂい杯部をఄし、杯

部は直ઢ的にԆͼる。杯部の۶ۂが֯を成しておらͣ、ྏઢが明ྎではない。258は٭੄部が内

ኪして丸みをଳͼている。263 ～ 266も杯部の۶ۂが֯を成しておらͣ、ྏઢが明ྎではない。

杯部は内ኪ܏向をࣔしている。267は小型඼である。口ܘは10.4Dmを測る。٭部下൒をܽଛする。

268は杯部がਂい࿶型をఄする。口ܘも11.5Dmと小ৼりである。270 ～ 278はുである。270 ～

272は٭୆を༗する。270・271は内ኪする࿶状のମ部をఄしており、272は֎上方に直ઢ的にԆͼ

た後、୺部を֎൓させる。273は口13.8ܘDm、器高6.3Dmを測る。底面に木༿ࠟが認められ、ମ

部֎面にはࠇൗを༗する。274は273とಉ一形ଶをఄするがやや小型で、口10.3ܘDm、器高4.8Dm

を測る。275 ～ 278は内ኪする丸いମ部をఄする。275は下൒部をܽଛするが、口8.0ܘDmを測り、

口縁୺部֎面にࢗಥ列点文を施す。276はほ΅׬形で出土しており、口9.9ܘDm、器高8.9Dmを測る。
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口縁୺部を小さくఠみ、֎൓させている。赤色顔料の塗布が認められ、ମ部上൒にࠇൗが観察さ

れる。277は内ኪするମ部に、口縁部をわͣかに֎൓させている。279 ～ 285は杯である。282・

283には赤色顔料の塗布が認められる。284は׬形で出土している。口12.9ܘDm、器高5.9Dmを測り、

֎面にはࠇൗが見られる。286 ～ 299はミニチュア土器である。286は器高8.1Dm、口5.7ܘDmを

測る。平底をఄし、やや内ኪするମ部から口縁部を୹く直ཱさせている。ख፻Ͷのૈ製඼である。

287は小型丸底壺を໛して࡞られている。288 ～ 290はٿ形のମ部に֎൓する୹い口縁をఄする平

底のുである。289の底部は֎ଆからۼまされており、中ԝ部に޸が։いている。291 ～ 297は底

部から֎上方に։くମ部を༗するുである。291は֎面をέズリ調整で࢓上͛ており、ͦのଞは、

内֎面ڞにࢦ಄ѹࠟが明ྎに࢒されている。298・299はମ部が൒ٿ形をఄするുである。口ܘ、

器高ڞに3.0Dm前後を測る小型඼である。300・301は須恵器杯֖である。302は須恵器杯身である。

303・304は須恵器高杯である。303は༗֖高杯で方形のಁかし޸がઠたれている。304はແ֖高杯

で௕٭ೋ段ಁかし޸を༗する。305は須恵器壺である。口縁部のみの出土であるが、௜ઢで３段

第32ਤ　出土遺物実測ਤ（17）　̙地区：土器
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京都府遺跡調査報告集　第 146 冊

-40-

に区ըし、࠷上段にはೋ৚の、中段には一৚の೾状文を施す。306は須恵器壺̚である。1/2ఔが

出土している。口10.4ܘDm、器高5.8Dmを測る。307は土師器高杯である。٭柱部以֎はܽଛする。

多֯形に面औりされており、断面形はे֯形となっている。֎面には赤色顔料が塗布されている。

308・309は須恵器杯̖である。310は੨磁の壺である。ݞ部෇近が出土しており、ࣖの剝཭ࠟが

確認できる。鉄ᬵを流しֻけている。௕ࠫ༼࢈もしくはཾઘ༼࢈と考えられる。311・312は弥生

土器壺である。Ԝઢ文が施されており、ᶚ様式と考えられる。313は口10.3ܘDm、器高2.2Dmを

測る土師器ࡼである。314は口10.4ܘDm、器高2.2Dmを測る土師器ࡼである。315は口10.5ܘDm、

器高2.0Dmを測る土師器ࡼである。以上３点は̨̠01から出土しており、埋葬にࡍしڙえられた

と考えられる。316 ～ 319は鉄釘である。࢒ଘ௕は5.0 ～ 7.6Dmである。棺ࡐに࢖用されていたも

のと考えられる。

320 ～ 331は縄文土器である。326 ～ 334は̖地区̨̙01̰、320・324・325・335は̗地区、

321 ～ 323は̘地区からͦれͧれ出土している。320 ～ 323はૣ期のԡ型文土器である。ॎ方向を

主࣠とするϙδςΟϒなପԁ形文である。324 ～ 326は前期の縄文である。325は口縁部と考えら

れ、୺面にࠁみ目を༗する。328は後期ॳ಄の縁ଳ文土器である。口縁部は内ኪ܏向をࣔす。329

は中期຤の北白川̘式であると考えられる。327・330 ～ 335は後期にଐすると考えられる。ϔϥ

ඳき௜ઢが施されており、௜ઢの間ִにはૈ密があり、഑ஔにも୯७な平行ઢや、ෳࡶな文様を

構成するものがある。335では௜ઢの上下に横௕のࢗಥを࿈Ͷている。

̎ʣ౔੡඼ɾમ՟

336 ～ 342は土製඼である。336は̙地区、338 ～ 341は̖地区̨̙01̰、337・342は̗地区̨

̙01̰からͦれͧれ出土している。

336は鳥形土製඼である。ᰍ部から上ଆのみが出土している。ࠨଆ಄部を大きくܽଛするが、

第34ਤ　出土遺物実測ਤ（19）　縄文土器
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り出しているが、ઌ୺はܽଛする。ͦの形状からਫ࡞めている。ᅏをۼଘするӈ目は丸くԡし࢒

鳥を表ݱしているものと判断される。337 ～ 342は土錘である。337 ～ 339は須恵質、340 ～ 342

は土師質にম成されている。337は௕さ7.4Dm、1.8ܘDm、重量27.5Hを測る。上下୺面の中心に小

穴をઠっている。338は௕さ6.9Dm、1.8ܘDm、重量22.1Hを測る。上下୺面に੾り目を入れている。

341はܽଛ部分があり全༰はෆ明であるが、࢒ଘ௕4.8Dm、1.7ܘDm、重量13.1Hを測る。以上３点

は上下୺に横方向から޸をઠつタイϓである。339もܽଛ部分が大きく全༰はෆ明であるが、࢒

ଘ௕6.1Dm、2.6ܘDm、重量44.1Hを測る。340は௕さ6.8Dm、2.0ܘDm、0.8ܘ޸Dm、重量26.2Hを測る。

342は大൒をܽଛする。࢒ଘ௕3.5Dm、1.1ܘDm、0.4ܘ޸Dm、重量5.6Hを測る。これら３点は中心

に޸をઠつタイϓである。343 ～ 346は銭՟である。343・344はʮݩ๛通ሟʯ（1078年ॳர）である。

345はʮ੓࿨通ሟʯ（1111年ॳர）である。344と345はཪ面ಉ࢜が༊ணしている。これ以֎に２ຕ

が表面ಉ࢜を༊ணさせて出土している。このଞにਤをࣔすことができなかったが、̗地区の遺構

ਫ਼査中にʮᗁೡݩሟʯ（1068年ॳர）、ʮߖ૙通ሟʯ（1038年ॳர）が出土している。

̏ʣੴ੡඼

347 ～ 374は石製඼である。347・348・353・355 ～ 358・360・361・363 ～ 369・371・374は̖

地区から出土しており、355が̨̙01̱から、ͦれ以֎は̨̙01̰からの出土である。359は̗地

区の̨̙01̰から、351・352・370は̘地区から、349・350・362は̙地区から出土した。347は

Ԝ基ແܪの石鏃である。全௕2.9Dm、ްさ0.6Dmを測り、重量は2.2Hである。石ࡐはαψΧイτで

ある。348・349はತ基ແܪの石鏃である。348は全௕3.1Dm、ްさ0.5Dmを測り、重量は2.2H。349

はઌ୺部をわͣかにܽଛする。࢒ଘ௕2.9Dm、ްさ0.4Dmを測り、重量は1.3Hである。石ࡐは348

第35ਤ　出土遺物実測ਤ（20）　土製඼・銭՟



京都府遺跡調査報告集　第 146 冊

-4ù-

第36ਤ　出土遺物実測ਤ（21）　石製඼
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第37ਤ　出土遺物実測ਤ（22）　石製඼
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第38ਤ　出土遺物実測ਤ（23）　石製඼
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第39ਤ　出土遺物実測ਤ（24）　石製඼
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が玄෢349、ؠはチϟーτである。350は྘色ڽփؠ製の管玉である。୺部をわͣかにܽଛするが、

製の勾玉である。྆ଆؠ石製のӓ玉である。352はऄ໲׈0.65Dmを測る。351はܘ、ଘ௕2.4Dm࢒

からઠ޸されている。353・354・358は紡錘車である。いͣれも׈石製である。353は、௖部1.4ܘDm、

底部3.7ܘDm、高さ1.4Dmを測る。重量は17.9Hである。354は、௖部1.7ܘDm、底部3.9ܘDm、高さ

1.7Dmを測る。重量は32.4Hである。358は௖部2.0ܘDm、底部3.2ܘDm、高さ1.5Dmを測る。重量は

26.1Hである。355は೪൘ؠ製のຏ製石剣である。੾ઌをܽଛし、࢒ଘ௕11.2Dmを測る。ਕ部から

基部まで᭩を༗し、基部྆ଆに関をႡりࠐΉ。このαイズから、୹剣ຢは૦ઌの可能性もある。

356はຏ製石斧である。௕さ7.2Dm、ް さ1.8Dm、重量75.2Hを測る。357もຏ製石斧である。௕さ8.1Dm、

ްさ1.8Dm、重量97.2Hを測る。359はຏ製石斧である。ਕ部をܽଛする。࢒ଘ௕7.2Dm、෯5.8Dm、

第40ਤ　出土遺物実測ਤ（25）　石製඼
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ްさ3.3Dmを測る。重量は202.2Hである。以上の３点はώンؠ製で、いͣれも縄文時代にؼଐす

るであろう。360は砥石である。ᛠ質ทؠ製である。361はଧ製石剣である。ઌ୺部のみの出土で

ある。片面のみに᭩が確認できる。࢒ଘ௕は6.3Dm、෯3.5Dm、ްさ0.9Dmを測る。石ࡐは೪൘ؠ

である。362 ～ 365は石錘である。362は上୺部ٴͼ಑部上൒に੾りࠐみを༗する。重量は400H

を測る。山ӄ東部から丹後地域に特༗の石錘である。363は྆ଆからઠ޸されており、ཪ面では

場所をҧえてෳ数ճのઠ޸をࢼみたࠟ跡が確認できる。ઠ޸から上୺に向け੾りࠐみを༗する。

重量は209.7Hである。364・365はፏ平なପԁ形をఄする。上下྆୺に੾り目を༗する。重量は

364が46H、365は43.8Hである。362・363は安山ؠ製、364・365は࠭ؠ製である。縄文時代にଐす

ると考えられる。366は砥石である。全面において࢖用ࠟが確認できる。ᛠ質ทؠ製である。

367・370はຏ石である。367は一部をܽଛする。直9.0ܘDm前後のԁ形をఄし、ް みは5.6Dmを測る。

重量は700Hである。全周にࠟࡲが確認できる。安山ؠ製である。370の平面形はፏ平なପԁ形を

ఄし、௕࣠9.6Dm、୹࣠7.7Dm、ްさ3.5Dmを測る。重量は407Hである。ްみもബく、ݎ៛なՖቋ

まれていることから、石器等の調整に用いられていた可能性がࠐい࢖になるまで׈の全周が平ؠ

考えられる。368・369・371・372はᏏ石である。368はややፏ平なٿ形をఄするが、上部をܽଛ

する。重量は585Hである。安山ؠ製である。369は、ፊ಄形のԁਲ਼状をఄするが、୺部をܽଛする。

重量は710Hである。Ֆቋؠ製である。371はፏ平なପԁ形をఄし、上下୺部にᏏଧࠟが認められる。

重量は360Hである。ώンؠ製である。372はඨ型をఄする。重量は245Hである。上下྆୺面にᏏ

ଧࠟが認められ、಑部はଧܸによると考えられる剝཭ࠟが認められる。࠭ؠ製である。374は石

٩である。全௕17.5Dm、ްさ7.5Dmを測る。重量は1450Hである。࠭ؠ製である。　　（奈良߁ਖ਼）

373はްみのある᛽ૉࡐの石֩、または表ཪ面を入೦にՃ޻した྆面調整石器である。௕さ

7.6Dm、෯5.8Dm、ްさ3.5Dm、重さ164.3Hを測る。石ࡐは玉਷あるいは鉄石ӳである。相ରする

縁辺部のྏઢがଧܸにより௵れ、ͦれとともに表ཪ面に࿈続する剝཭面ٴͼଧ྾ࠟが形成されて

いる。これはٕ྆ۃ๏としてᑹ形石器にみられる形ଶと࢖用ࠟである。ڧ྽なଧܸにより縁辺部

に௵れࠟ、剝཭ࠟが、ͦして片ଆଆ面に特௃的なࡋ断面が形成されている。なお、本ૉࡐは所ଐ

時期を考えると、旧石器時代の石֩とするには、ॎ௕の剝片剝཭がみられないし、ᑹ形石器は旧

石器時代には一ൠ的なものとはいえない。ैって縁辺部の剝཭形状からみて、縄文時代における

石器製ٕ࡞๏が࢖ۦされたようで、石鏃なͲの小型石器のૉࡐをಘる目的で調整・成形されたも

のとཧղしておきたい。       　　（ࠇ௶一थ）

̐ɽ·ͱΊ

̖、ճの調査ではࠓ ・̗ 地区で弥生時代後期の溝１৚と古墳時代の土坑、土石流のࠟ跡等を、̘ ・

̙地区では古墳時代の良޷な遺物包含層を検出した。また、̙ 地区では中世の火葬墓を検出した。

̖・̗地区で検出した溝̨̙01bは、南ଆを土石流である溝̨̙01aにより੾られており、全

༰を明らかにすることはできなかった。しかし、北൒は良޷に࢒ଘしており、ͦの地点からは弥

生時代後期後൒を中心とする良޷な資料をಘることができた。遺物は、ࠇ色をఄするシルτ層の
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中に埋຅しており、ຎ໓もほとんͲみられͣ、׬形཰もൺֱ的に高いものであった。ͦの出土状

況から、北؛のཎんだ流れに土器を౤غしていた様子をӐい知ることができ、当֘期の集落がࠓ

ճの調査ൣғの東ଆに޿がる丘陵੄部にల։する可能性がۃめて高いと言えるだろう。これまで

遺跡の内༰に関してはৄしいことがෆ明で、散布地とされていた松山遺跡の性格を大きくมߋす

る成果と言えるであろう。また、溝̨̙01aから出土した遺物群は、縄文時代から中世に到るま

での޿い時期෯を༗することから、当地において、縄文時代からݱ代に到るまで、断続的に人々

の生活が営まれていたことが判明したのみならͣ、মけ࿪んだ須恵器が含まれていることからも、

須恵器༼等の生࢈遺跡のଘ在をもӐい知ることができる貴重な成果である。̙地区を中心に̘地

区の北୺部にまでٴͿ遺物包含層は、古墳時代前期～中期にかけての遺物を中心とする。ͦの内

༰は小型丸底壺、ミニチュア土器、高杯等の器種が数量的にѹ౗し、赤色顔料を塗布したもの、

２次的に火を受けたものもগなからͣ確認される。このことから、ۃめて祭祀的性格の濃い遺物

群であるとධՁできる。これらの遺物は大きくഁଛすることなく、׬形཰がൺֱ的高いことから、

埋຅にࡍし、大きくڑ཭をಈいたとは考えられない。西ଆで実施された京都府ڭҭҕһ会ฒͼに

京丹後市ڭҭҕһ会の調査では、古墳時代前期後൒から中期前൒の竪穴式住居跡が検出されてい

る。この集落の成һにより、東ଆにଘ在する丘陵੄部において、Կらかの祭祀を実施した場がଘ

在することが想定される。また、具ମ的な遺構に൐ってはいないが、྘ᬵ࿶、ཾઘ༼࢈੨磁、௕

が出ݛҭҕһ会が実施した発۷調査においても、ԁ面ڭ੨磁等が出土しており、京丹後市࢈༽ࠫ

土している
ㅭ㉅̓ㅮ

。古代ないし中世段֊に、この種の遺物が࣋ちࠐまれる施設のଘ在が想ىされる。

（奈良߁ਖ਼）

஫１　෱ౡ޹行ʮ府営೶ۀ೶村整備事ۀ関係遺跡平成20・21年度発۷調査報告ᶘ平成21年度の調査ʦ１ʧ

松山遺跡第３次・Ϛンδϣ΢寺遺跡ʯ（h 京都府埋蔵文化財調査報告書（平成21年度）ɦ 京都府ڭҭҕ

һ会）2010

஫２　安౻৴ࡦʮ丹後の祭祀遺跡ʯ（h 丹後ڷ土資料ؗ報ʱ第６号　京都府ཱ丹後ڷ土資料ؗ）1985

஫３　石尾੓৴ʮԭ田遺跡第２次ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第99冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター）2001

஫４　ڮ本উ行ʮԭ田（ҴՙԬ）遺跡発۷調査֓要ʯ（h 大宮町文化財調査報告ʱ第16集　大宮町ڭҭҕһ会）

1999

஫̑　ࡉ川߁੖ʮ府営೶ۀ基൫整備事ۀ関係遺跡平成̑年度発۷調査֓要ʦ３ʧԆ利遺跡ʯ（h 埋蔵文化財

調査֓報（1994）ɦ 京都府ڭҭҕһ会）1995

஫６　石࡚ળٱʮh ੨໺型甕ʱについてʯ（h 京都府埋蔵文化財࿦集ʱ第３集　（財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター）1996

஫̓　京丹後市ڭҭҕһ会ʮ松山遺跡第６次調査関係者આ明会資料ʯ2010.8.31
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２.柿谷古墳・美濃山遺跡発۷調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

຿に൐うもので、京都府山城北土木事຿所ۀճの発۷調査は、八幡インターઢ道路整備ଅਐࠓ

のґཔを受けて実施した。調査地は、八幡市の南ଆ丘陵地の縁辺部にҐஔする。柿谷古墳は美濃

山遺跡のൣғ内にあり、道路༧定地で遺跡のൣғにかかる部分については、古墳の周ғを含めて

調査することとなった。෇近には、ޅ谷横穴群、ঁ谷・ࡔߥ横穴群、Ԧ塚古墳、美濃山廃寺跡な

Ͳの遺跡が分布している。

柿谷古墳は八幡市ڭҭҕһ会により測量調査が行なわれており、直10̼ܘ前後のԁ墳と考えら

れていた。また、墳丘がࠊ高であることから、主ମ部が横穴式石室である可能性も考えられてい

た。美濃山遺跡は、弥生時代後期から奈良時代にかけての集落遺跡である。ࠓճの調査地の西ଆ

に隣઀する地点で、八幡市ڭҭҕһ会が発۷調査を行なっており、古墳時代の溝等が確認されて

いる。

平を受けているとਪ察さ࡟地表面の観察から、調査ର৅地の中ԝ部分は造成のために大きくݱ

れたため、ࠓճの調査では、ͦの北と南に̖・̗の２地区を設定して調査を行なうこととした。

調査にあたっては、京都府ڭҭҕһ会や八幡市ڭҭҕһ会、地ݩ内里・美濃山の࣏ࣗ会なͲに

ごྗڠいただいた。また、各大ֶのֶ生ॾ܅や地ݩ༗ࢤの方々のࢀՃがあった。ँײしたい。こ

の報文は、Ҿ原がࣥචした。なお、調査に係る経අは、す΂て京都府山城北土木事຿所がෛ୲し

た。

޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝௕　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝՝௕ิ݉ࠤ調査第１係௕　小஑　׮

ಉ　次੮૯ׅ調査һ　ҏ໺近෋

ಉ　主೚調査һ　Ҿ原ໜ࣏

ಉ　主査調査һ　ࣲ　ڿ඙

ಉ　調査һ　松尾史子

調 査 ৔ ॴ　八幡市内里柿谷、美濃山大塚

調 査 ظ ؒ　平成22年̓月26日～平成23年１月13日

調 査 ໘ ੵ　柿谷古墳１基

美濃山遺跡　400㎡

̎ɽҐஔͱڥ؀

柿谷古墳・美濃山遺跡の所在する八幡市は、京都府南部の山城ຍ地西部にҐஔする。市の西ଆ
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には、大ࡕ府とのڥとなるஉ山丘陵・美濃山丘陵が南北に横たわる。東およͼ北ଆには、木津川

が࿷ۂして流れる。この美濃山丘陵の北東ଆ縁辺部に、柿谷古墳、美濃山遺跡がҐஔしている。

八幡市における旧石器時代の遺跡としては、ナイフ形石器が出土したۚӴ໳垣内遺跡やࡔߥ遺

跡ٴͼ宮ϊഎ遺跡がある。縄文時代の遺跡としては、ۚӴ໳垣内遺跡や൩期の土器が出土した内

里八ஸ遺跡がある。弥生時代以降は、遺跡の確認例が૿える。弥生時代中期では、集落跡として

内里八ஸ遺跡、ۚ Ӵ໳垣内遺跡、方形周溝墓群が調査された޾ਫ遺跡がある。弥生時代後期では、

備前遺跡、西ϊ口遺跡、宮ϊഎ遺跡、美濃山廃寺下層遺跡なͲがある。これらの中には、ʮઓཚʯ

にରԠするため高所に営まれたʮ高地性集落ʯにྨする遺跡もある。

古墳時代前期から中期にかけては、உ山丘陵周辺に、石ෆಈ古墳、஡ӓ山古墳、西車塚古墳、

東車塚古墳なͲの前方後ԁ墳・前方後方墳が築造される。Ԧ塚古墳は、古墳時代前期຤から中期

ॳ಄頃に築造された前方後ԁ墳と考えられている。また、ώル塚古墳は、೪土ᒛを主ମ部とし、

方格ۣن鏡や෢器ྨを副葬する大形の方墳である。後期には、美濃山丘陵を中心にঁ谷・ࡔߥ横

穴群やޅ谷横穴群なͲの横穴墓が多数営まれる。ಉ時期の集落跡としては、木津川Տচ遺跡や内

第１ਤ　調査地ٴͼ周辺遺跡分布ਤ
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里八ஸ遺跡なͲの、௿地にҐஔする遺跡が

ある。

༽ਫ廃寺、西山廃寺では、ಊ塔跡や瓦ࢤ

跡が確認され、̓世紀後൒から຤頃の創建

と考えられている。美濃山廃寺では、建物

跡や溝なͲが検出され、奈良三࠼壺片なͲ

が出土している。集落跡としては、内里八

ஸ遺跡、上奈良遺跡、ঁ࿠Ֆ遺跡、ࡔߥ遺

跡なͲがある。内里八ஸ遺跡では、瓦や๽

書土器なͲが出土しており、஫目される。

また、中国౜時代のߜ଻陶ປ片なͲも出土

しており、遺跡の性格を考える上でࣔࠦ的

である。上奈良遺跡は、h Ԇت式ʱに記ࡌ

されているʮ奈良Ԃʯのީิ地とみられて

おり、ଇఱ文ࣈなͲを記した๽書土器が出

土している。生࢈遺跡としては、࢛ఱԦ寺

の創建瓦をম成した平໺山瓦༼がある。ま

た、平安時代には、木津川に面したஉ山丘

陵北ଆの௖部に、石ਗ਼ਫ八幡宮がק੥され

る。中世の遺跡としては、内里八ஸ遺跡、

上奈良遺跡、上津屋遺跡なͲがある。上奈

良遺跡では、中世の井戸跡から木造෹૾࠲

のක部が出土している。

̏ɽ調査ܦա

ճの調査は、平成22年̓月26日から։ࠓ

した。調査地は、南東から北西に৳ͼる࢝

丘陵の北東ଆࣼ面にҐஔしており、一ଳは

竹ྛおよͼߥ෥地となっている。柿谷古墳

の調査を行うためには竹ྛをൣ޿ғにെ࠾

するඞ要があったので、まͣ、െ࠾のඞ要

のない美濃山遺跡̗地区から調査を։࢝し

た。この地区では古墳時代から中世にかけ

ての土坑・溝等の遺構を検出した。ͦの後、

美濃山遺跡̖地区でも、竹のແい部分につ 第２ਤ　調査区഑ஔਤ
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第４ਤ　柿谷古墳地形ਤ

第３ਤ　柿谷古墳調査前地形ਤ
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第̑ਤ　柿谷古墳断面ਤ

いて人ྗで۷࡟を։࢝した。

െ࠾のऴྃを଴って、柿谷古墳と美濃山遺跡̖地区を一ମ化して重機۷࡟を։࢝した。柿谷古

墳の墳丘については、す΂て人ྗで۷࡟・ਫ਼査を行なった。ͦの結果、柿谷古墳は古墳時代後期

の方墳であることが判明した。また、埋葬施設として木棺直葬の主ମ部２基と甕棺墓壙１基を検

出した。࠷ऴ段֊で、墳丘下部から古墳築造時の祭祀に関係すると考えられる小墳丘を確認した。

ಉ時に美濃山遺跡̗地区の埋め໭しを行ない、平成23年１月13日にݱ地調査をྃ׬した。この間、

平成22年12月23日にݱ地આ明会を実施した。73名の方々がࢀՃされた。

̐ɽ֟୩ݹ෿ͷ調査

調査前の古墳の墳௖部には、中世後期頃以降のものとみられる石造五輪塔のਫ輪部や一石五輪

塔のਫ・地輪部があり、下部に中世の墓壙なͲがあることも༧想された。調査の結果、ͦのよう

な遺構は確認できͣ、෇近にあった石塔が、古墳上に集められて祀られていたものとਪ測される。

この古墳は、後世の։ࠖなͲで周ғを࡟りऔられている。特に、北ଆでは著しい。ݩの状ଶが

ൺֱ的良く࢒っている西ଆでは、墳丘の੄が直ઢ的にԆͼており、一辺約12̼の方墳と考えられ

る。西ٴͼ南ଆでは、３～̼̑の周溝が࢒ଘしている。この古墳では、埋葬施設として、墳௖部

で木棺直葬の埋葬主ମ部を２基、墳丘東੄部から甕棺墓壙１基を検出した。第１主ମ部の調査段

֊で都出ൺ࿊ࢤཧ事にݱ地ࢦ導をしていただいた。

̍ʣ૚ং

古墳築造前の旧地形は、西ଆから東ଆに向かって下降するࣼ面地である。このࣼ面地にʮコʯ
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、んで、一辺６̼の方形区ըを設ける。੝土１が部分的に੝られࠐ状の溝を旧表土上から۷りࣈ

小墳丘状をఄする。この小墳丘に൐う埋葬施設はなく、ͦの性格はෆ明である。旧表土上から須

恵器が出土しており、墳丘築造時の祭祀なͲに係るものである可能性も考えられる。この小墳丘

については、ʮ下層墳丘ʯとして、後に記ड़する。

小墳丘上に੝土２をஔいて、上面をほ΅ਫ平にする。この੝土は、東ଆでは１̼以上にٴͿ。

この平面上のほ΅中ԝに、੝土３を山形に੝る。ཻ子のࡉかいシルτ状のよくకった੝土で、੝

土の୯Ґはࡉかい。さらにͦの周辺に੝土４を੝って、上面をほ΅ਫ平にする。この平面上に੝

土̑をஔき、ͦの上面から第２主ମ部の墓壙を۷りࠐんでいる。

第２主ମ部の埋葬後に、੝土６を੝って墳௖部を整える。ཻ子のࡉかいシルτ状の੝土である。

௥葬の第２主ମ部の墓壙は、この੝土上面から۷りࠐまれる。第２主ମ部の埋葬後に、੝土̓で

墳௖部を෴っているものと考えられる。ͦの上を、෗৯土系の表土が෴っている。

̎ʣ第̍ओମ෦

墓壙は、௕さ４̼、෯２̼を測る。主࣠方向は、̣ʵ87.5°ɻ ̬で、ほ΅東西方向である。墳

丘全ମから見れば、やや北ଆدりにҐஔする。この墓壙内に、௕さ2.9̼、෯１̼のʮ̝ʯࣈ形

の૊߹せ式木棺を埋葬する。木棺の木口൘を೪土մでԡえる。

棺内西ଆから、須恵器壺６点や高杯２点、鉄製അ具の轡、鉄地ۚಔష胡籙の一部や鉄鏃なͲが

出土した。須恵器は、୹ᰍ壺を৐せた高杯を中心に、̑ݸମの壺がऔり巻くように഑ஔされる。

ͦの北西ଆに高杯１ݸମが഑される。୹ᰍ壺上からさらに１ݸମの高杯がׂれた状ଶで出土して

いる。あるいは、୹ᰍ壺の֖にస用されたものとも考えられる。鉄地ۚಔష胡籙は、これらの須

恵器の間に落ちࠐんでおり、棺上にஔかれたものが棺の෗ٺに൐ってస落した可能性もある。棺

中ԝ部෇近では、人ࠎの一部が࢒ଘしていた。良޷な࢒ଘ状況とは言い೉いが、大଼ࠎやࠎ൫の

一部かと考えられるࠎもある。遺ଘ状況がѱく、確実なことはわからないが、人ࠎの഑ஔにやや

ཚれが認められ、࠶埋葬された可能性も考えられる。棺東ଆ木口෇近からは、鉄剣１ৼ、須恵器

小壺２点、砥石２点等が出土した。剣は、木口にԊってஔかれていた。全ମ的にみると、西ଆの

方に副葬඼が集中しており、遺ମの಄Ґは西ଆの可能性もある。

また、棺西ଆ木口֎ଆで、木口൘ԡえの೪質土の上面෇近から須恵器高杯１点や杯֖２点、杯

身３点が出土しており、棺埋ೲ後にஔかれたものとみられる。この主ମ部から出土した須恵器は、

陶༢編年の̩̠43型式期ฒ行期のものとみられ、６世紀後൒頃と考えられる。

̏ʣ第̎ओମ෦

第１主ମ部の下から検出しており、ͦれより古い主ମ部と考えられる。墓壙の主࣠方向は、

̣- ̔°-̬で、ほ΅東西方向である。௕さ4.8̼、෯1.8 ～ 2.2̼を測る。墳丘全ମから見れば、ほ

΅中ԝにҐஔする。この墓壙内に、௕さ2.8̼、෯１̼のശ式木棺を埋葬する。木棺の西ଆ木口

൘を᛽ࠞじりの土でԡえる。棺内西ଆから須恵器壺１点が出土した。棺底部からの出土ではない

ので、棺上にஔかれていたものがస落したものと考えられる。

̐ʣ第̏ओମ෦
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墓壙は、墳丘の東ଆ੄部෇近に設けられている。後世の࡟平によって東൒部をܽくが、直1.3ܘ

̼の土壙に、須恵器甕を埋ೲしていたものと考えられる。須恵器甕は、底部のഁ片がなく、人ҝ

的にଧちܽかれたものとみられる。このような状況から、須恵器甕は甕棺として࢖用されたもの

と考えられる。甕内部から、須恵器୹ᰍ壺２点、高杯１点が出土した。

第６ਤ　柿谷古墳第１主ମ部実測ਤ
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̑ʣԼ૚෿ٰ

墳丘の断ちׂりで、古墳

築造以前の旧表土と考えら

れる層上から、須恵器୹ᰍ

壺１点と杯֖・杯身ͦれͧ

れ１点がஔかれたような状

ଶで出土した。ͦのため、

墳丘੝土をআڈして調査し

たところ、෯1.6̼、ਂさ0.3

̼の周溝を८らせた一辺６

̼の小墳丘を検出した。こ

の墳丘に൐う埋葬施設はແ

く、古墳築造に関係する祭

祀遺構の可能性が考えられ

る。須恵器は、陶༢編年の

̩̠10型式期ฒ行期のもの

とみられ、６世紀中頃のも

のと考えられる。この古墳

およͼ第２主ମ部の築造時

期をࣔすと考えられる。

̑ɽඒೱࢁ遺跡ͷ調査

ճの調査地は、美濃山ࠓ

遺跡のなかでも東ଆの縁辺

部にあたる。調査ର৅地に

２か所の調査区を設定した。

̖地区は、柿谷古墳調査地

の南西ଆにあたるので、古

墳の調査地と一ମ化してほ

΅ಉ時に調査を行なった。

̗地区は、̖地区から小さ

い谷状地形をִてて南ଆの

平ୱ地に設定した。

̍ʣ̖ ஍۠

この地区の調査では、須
第̓ਤ　柿谷古墳第２主ମ部実測ਤ
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恵器や中国製白磁、石ਲ਼や剝片等の遺物が出土したが、ݦ著な遺構はなかった。

΅調査地南東ଆで検出した。෯1.4̼、ਂさ0.8̼を測る断面形ശ形の溝である。ほ　̨̙̐ߔ

南北方向にԆͼる。柿谷古墳の周溝が埋まってから۷࡟された溝である。ෆ明鉄製඼なͲが出土

したが、明確に時期をࣔす遺物は出土していない。周辺に࢒る地ڥ溝と方向がほ΅ଗっており、

あるいは近世以降の遺構の可能性も考えられる。

̎ʣ̗ ஍۠

当ॳ、遺構面はઙいҐஔにあると想定していたが、近年の੝土やόϥεによるްい整地層があ

り、遺構面までの۷ਂ࡟度は１̼以上にٴんだ。また、調査区中ԝ෇近では、大きく᎟ཚされた

部分もあった。この地区では、古墳時代から中世頃の遺構を検出したが、遺構密度は疎である。

౔ᆮ̨̠̓　調査区中ԝ西دりで検出した。直0.4̼ܘのෆ整ԁ形土坑で、ਂ さは0.23̼である。

土師器大型壺の಑部片が出土した。遺構の性格はෆ明であるが、古墳時代前期頃の遺構とみられ

る。

第̔ਤ　柿谷古墳第３主ମ部実測ਤ
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南西から北東にかけてԆͼる溝で、෯１̼、ਂさ0.15̼を測る。土師器小片なͲが　�1̨̙ߔ

出土したが、時期等はෆ明である。溝̨̙17は、南西から北東にかけてԆͼる溝で、෯1.8̼、

ਂさ0.24̼を測る。ࢳ੾高୆の須恵器小壺や布目瓦片なͲが出土した。̕世紀頃の遺構か。

南西から北東にかけてԆͼる溝で、෯0.5̼、ਂさ0.2̼を測る。南西部がཷり状に　�1̨̙ߔ

なる。瓦器小片が出土しており、中世の遺構とみられる。෇近の溝̨̙13・14もほ΅ಉ時期の遺

構とみられる。

近年の᎟ཚと方向がଗっており、新しい時期のものと考えられる。ͦのଞ、小ϐο　�1̨̙ߔ

τ等を検出しているが、建物等としてまとまるものはなく、時期も、中世以降と考えられる。

̒ɽग़౔遺෺

ճの調査では、須恵器や鉄製඼をはじめ、様々な遺物が出土した。ここでは柿谷古墳の出土ࠓ

遺物を中心に、美濃山遺跡出土遺物や古墳墳௖部にஔかれていた石塔ܽ࢒も含めて報告したい。

なお、ࠓճの調査で出土した遺物は、整ཧശ15ശである。

̍ʣ第̍ओମ෦

ʢ1ʣ౔６～１　ثは、棺西ଆ木口֎ଆから出土した。１・２は須恵器杯֖で、ఱ井部が丸ຯを

第̕ਤ　柿谷古墳下層墳丘平面ਤ
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第10ਤ　美濃山遺跡̗地区実測ਤ
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第11ਤ　出土遺物実測ਤ（１）　柿谷古墳主ମ部：土器　
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もち、୺部は丸くऴわる。ఱ井部と口縁部のڥにྏをもたない。１は口14.8ܘDm、器高4.6Dm、

２は口14.7ܘDm、器高4.5Dmを測る。３～̑は須恵器杯身で、口縁部はࣼめ上方に直ઢ的にཱち

上がる。口縁୺部には段をもたない。３は口12.6ܘDm、器高４Dm、４は口13.3ܘDm、器高4.4Dm、

̑は口13ܘDm、器高4.3Dmを測る。以上の杯身・杯֖は、陶༢編年の̩̠43型式期ฒ行とみられ

る。６は須恵器ແ֖高杯で、٭は୺部෇近で内࿷ؾຯに۶ۂしྏをなす。٭部にεΧシはない。

口9.4ܘDm、器高9.1Dm、̕ܘ٭Dmを測る。

̓～ 15は、棺内西ଆ木口෇近から出土した。̓は須恵器ແ֖高杯で、杯部は࿶形である。杯

部の口縁部と底部のڥにྏを८らし、ͦの下部に２৚の௜ઢを८らす。ྏと௜ઢの間に೾状文を

施す。٭部には３方向に௕方形のεΧシを施す。٭୺部෇近にྏをもつ。口17.3ܘDm、器高

13.4Dm、11.6ܘ٭Dmを測る。̔は須恵器ແ֖高杯で、杯部の口縁部と底部のڥにྏをもち、口

縁୺部にわͣかな段がある。٭部には３方向に௕方形のεΧシをもつ。口9.4ܘDm、器高10.3Dm、

ೋ段εΧシである。௕方形のεΧシを３方向に٭8.8Dmを測る。̕は須恵器ແ֖高杯で、௕ܘ٭

施す。٭部上൒部はΧΩ目調整である。杯部は、口縁部と底部のڥにྏをもち、ͦの下部に௜ઢ

を८らす。ྏと௜ઢの間にࢗಥ列点文を施す。口12.5ܘDm、器高18Dm、11ܘ٭Dmを測る。10は

須恵器୹ᰍ壺で、ややፏ平ؾຯの器形である。ݞ部からࠊ部にかけてΧΩ目調整である。口ܘ

8.1Dm、器高8.2Dmを測る。11は須恵器޿口壺で、口縁୺部は۶ۂして֎൓しさらにࣼめ上方に

୹く۶ۂして受口状になる。ݞ部に２৚の௜ઢが८り、௜ઢ以下はࡉかい平行タタΩのちナσ調

整である。内面はタタΩ目をஸೡにナσফす。口14.7ܘDm、器高20.2Dmを測る。12は須恵器޿

口壺で、器形・調整は11とほ΅ಉ様である。֎面಑部のナσ調整はஸೡで、タタΩ目がほとんͲ

ফえている。口13ܘDm、器高16.2Dmを測る。13は須恵器޿口壺で、ᰍ部およͼݞ部にΧΩ目調

整がみられる。口11.8ܘDm、器高14.7Dmを測る。14は須恵器直口壺で、口縁୺部は丸くऴわる。

9.6Dm、器高13.6Dmを測る。15はܘい１৚の௜ઢ、಑上部にଠめの௜ઢ２৚が८る。口ࡉ部にݞ

須恵器޿口壺で、口縁୺部が玉縁状になる。口13.7ܘDm、器高15.8Dmを測る。

16・17は、棺内東木口෇近から出土した。16は須恵器小形୹ᰍ壺で、器଻はް目である。ম成

はೈである。口4.6ܘDm、器高5.1Dmを測る。17は須恵器小形޿口壺で、口縁୺部は受口状になる。

。5.5Dm、器高4.2Dmを測るܘ൫玉形のややፏ平な器形であり、底部は平底である。口ࢉ

ʢ�ʣమ੡඼　31 ～ 33は、出土状況から一࿈の胡籙ۚ具とみられる。棺内西ଆ木口の須恵器群

の間から出土した。31は胡籙本ମと௻ఏ͛用ϕルτを࿈結するための⇓具とみられる。௕さ̑

Dm、෯2.5Dmを測る。32はමをଧったۚ具である。෯2.6Dmを測る。33は鉄地ۚಔషの০ۚ具で

ある。胡籙本ମの木部が෇ணして࢒ଘする。ۚഩషಔ൛と鉄൘を重Ͷ、さらに布をڬんで、胡籙

本ମに２列のමでଧ෇けている。මは32よりも小ৼりである。ઢூはない。ۚ具の֎ଆにۉ等に

はみ出した布が部分的に࢒る。ۚ具は࢒ଘ௕34Dm、෯2.4Dm、ްさ0.15Dmを測る。

34は௎ፘをもつ平ࠜ式の鏃である。࢒ଘ௕4.05Dm、෯2.25Dm、ްさ0.4Dmを測る。35 ～ 49は

௕ܪ鏃で、胡籙ۚ具෇近から出土した。࢒ଘ状況が良޷な36は、௕さ19.6Dm、ްさ0.3Dmを測る。

。ଘしている࢒部に木質が෇ணしてܪ
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第12ਤ　出土遺物実測ਤ（２）　柿谷古墳墳丘ほか：土器

50はૉ؀鏡൘෇轡で、᭕ணのため、෮ݩల։ਤをࡌܝした。棺内西ଆ木口の須恵器群のす͙東

ଆから出土した。鏡൘は、直0.8ܘ ～１Dmの鉄๮をପԁ形に成形する。ࠨଆの鏡൘は௕8.4ܘDm、

୹7.1ܘDmを測る。ӈଆの鏡൘は௕8.8ܘDm、୹7.5ܘDmを測る。᭏はೋ࿈᭏で、ࠨଆが9.4Dm、

ӈଆが10.2Dmを測る。Ҿखは、ࠨଆが17.2Dm、ӈଆが17.8Dmを測る。ฌ࠯ݿが෇ଐする。51は

剣で、棺内東ଆ木口から出土した。全௕65.2Dm、ਕ部௕53.7Dm、ܪ部௕11.5Dmを測る。ਕ部෯3.2

～ 3.4Dm、ܪ部෯2.2Dm、ਕ部ް0.6 ～ 0.8Dm、ܪ部ް0.45Dmである。

52 ～ 59は௕ܪ鏃で、棺内に西൒部に散ཚして出土した。࢒ଘ状ଶが良޷な52は、௕さ17.8Dm、

ްさ0.2 ～ 0.3Dmを測る。55・56のように、ંれۂがったものもある。60は鎌と考えられ、棺内

東ଆ木口から出土した。୺部をંり͛ۂる。࢒ଘ௕6.5Dm、෯2.7Dm、ްさ0.2Dmを測る。61は刀

子で、棺内西൒部から出土した。௕さ14.2Dm以上、෯1.15Dm、ްさ0.25 ～ 0.35Dmである。

ʢ�ʣੴ੡඼　64・65は砥石で、棺内東ଆ木口から鉄剣や須恵器小壺なͲとともに出土した。64

は௕さ6.3Dm、࠷大෯3.4Dm、ްさ2.2Dm、重さ79.8̶を測る。65は௕さ10.2Dm、࠷大෯4.6Dm、ް

さ1.1Dm、重さ101.7̶を測る。石ࡐは、࠭ؠ系である。

̎ʣ第̎ओମ෦

第２主ମ部からは、棺内南西ଆから須恵器１点が出土したのみである。18は須恵器޿口壺で、

಑部֎面下൒には平行のタタΩ目が、上൒部からᰍ部にかけてはΧΩ目調整がみられる。内面下

൒部にはಉ心ԁ状のタタΩ目が࢒る。

̏ʣ第̏ओମ෦

甕棺を埋ೲした主ମ部である。22は須恵器甕で、棺として࢖用されたものとみられる。底部は、

。ଘしていない。口縁部は֎൓し、୺部は丸くऴわる࢒、用時に人ҝ的にܽいたものとみられ࢖

಑部֎面には平行のタタΩ目がみられる。内面は、ナσ調整によりタタΩ目をফしている。口ܘ

22Dm、࢒ଘ高50.5Dmを測る。19 ～ 20は、須恵器甕に入れられていたものである。19は須恵器ແ

֖高杯で、杯部は底部から口縁部が֎൓してཱち上がり、ڥがྏになる。٭部にはԁ形のεΧシ

を３方向に施す。口10.8ܘDm、器高8.2Dm、7.3ܘ٭Dmを測る。20は須恵器୹ᰍ壺で、ݞ部と಑

部のڥがやや֯張りؾຯになる。口8.6ܘDm、器高8.4Dmを測る。21は須恵器୹ᰍ壺で、ややፏ
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第13ਤ　出土遺物実測ਤ（３）　柿谷古墳主ମ部：鉄製඼
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第14ਤ　出土遺物実測ਤ（４）　柿谷古墳主ମ部ほか：鉄製඼
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平ؾຯの器形である。口7.6ܘDm、器高7.5Dmを測る。

̐ʣԼ૚෿ٰ

下層墳丘築造前に、旧表土の上にஔかれたと考えられる土器である。23は須恵器杯֖で、ఱ井

部と口縁部のڥに形֚化したྏをもち、口縁୺部は段状になる。ఱ井部に三֯形状のϔϥඳきが

ある。口13.7ܘDm、器高4.5Dmである。24は須恵器杯身で、口縁部がࣼめ上方に直ઢ的にཱち上

がる。口縁୺部内面にごくઙい௜ઢが८る。口12ܘDm、器高4.5Dmを測る。以上の杯 ・֖杯身は、

陶༢編年の̩̠10型式期ฒ行と考えられる。25は須恵器୹ᰍ壺で、ややፏ平ؾຯの器形である。

ᰍ部からݞ部෇近にΧΩ目調整を施す。口縁୺部に段をもつ。

̑ʣ෿ٰ

墳丘੝土・墳௖部およͼ墳丘ࣼ面なͲから遺物が出土している。26は須恵器小形୹ᰍ壺で、内

面にࣗવᬵが෇ணする。口3.9ܘDm、器高3.8Dmを測る。墳丘੝土からの出土であるが、旧表土

に近い層Ґから出土しており、下層墳丘に関࿈するものの可能性も考えられる。27は須恵器高杯

の一部で、口縁୺部は֎൓する。֎面に೾状文・ࢗಥ列点文・ΧΩ目なͲを施す。଻土は҉ࢵ色

で、ম成は良޷である。陶༢༼の製඼か。̩̠208期ฒ行と考えられ、ࠓճ出土した須恵器では

。部に方形のεΧシをもつ٭、古である。南ଆ周溝埋土から出土した。28は須恵器高杯の一部で࠷

଻土・ম成が27とྨࣅしており、出土地点も近い。あるいは、ಉ一ݻମか。29は須恵器杯身片で、

墳丘東ଆから出土した。ややፏ平ؾຯの器形である。30は須恵器器୆の٭部で、墳௖部から出土

した。中ԝに２৚の௜ઢを८らし上下２段に分け、ͦれͧれに೾状文を८らす。εΧシはない。

ଘ௕4.05Dm、෯࢒。ଘ高15.5Dmを測る。62は鉄鏃で、௎ፘのある平ࠜの鏃である࢒、19Dmܘ٭

2.25Dm、ްさ0.4Dmを測る。墳丘東ଆの表土۷࡟中に出土した。

̒ʣඒೱࢁ遺跡

ʢ1ʣ౔ثɾಃ࣓66　ثは土師器壺の಑部で、෮࠷ݩ大಑ܘは57Dmであり、大型の壺である。古

墳時代前期頃のものと考えられる。̗地区の土壙̨̠̓から出土した。67は須恵器杯身で、̗地

区から出土した。口13ܘDmを測る。陶༢編年の̩̠43型式期平行か。68は須恵器高杯で、٭部

にεΧシをもつ。̖地区出土である。69は須恵器高杯٭部で、εΧシをもつ。̗地区出土である。

70は須恵器壺底部で、張෇高୆をもつ。高୆６ܘDmを測る。̔世紀頃の製඼か。̗地区出土で

ある。71は須恵器小形壺で、಑部がཛ形をఄする。高୆はࢳ੾で、高୆3.6ܘDmを測る。̕世紀

頃の製඼か。̗地区溝̨̙17から出土した。72は須恵器֖で、ፏ平な宝चつまみを෇す。̖地区

から出土した。73は須恵器ළのݞ部で、ݞ部にඥ状のࣖを෇す。̗地区から出土した。74は土師

器ࡼで、口縁୺部が段状になる。口18ܘDm、器高３Dmを測る。̔～̕世紀頃の製඼か。̗地区

出土である。75は土師器高杯٭部で、̖ 地区出土である。76は中国製白磁ുで、口18ܘDmを測る。

̖地区出土である。77は平瓦で、上面に布目、下面にૈい平行タタΩࠟが࢒る。̗地区溝̨̙17

から出土した。78は平瓦で、上面に布目、下面に縄タタΩのࠟ跡が࢒る。̗地区溝̨̙17出土で

ある。79は丸瓦で、下面に布目ࠟが࢒る。̗地区溝̨̙17出土である。

ʢ�ʣੴثɾమ੡඼　80はॎ௕剝片の周縁を調整して࡞られたྦణ形のଧ製石ਲ਼である。όルϒ
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第15ਤ　出土遺物実測ਤ（̑）　美濃山遺跡

を಄部に用い、剝片ઌ୺をਲ਼部としてこしらえている。಄௖部に剝片剝औ時のଧ面、̱面に主要

剝཭面が࢒る。全௕3.4Dm、಄部෯1.85Dm、ਲ਼部෯0.3Dm、ްさ0.75Dm、重さ3.6̶を測る。αψ

Χイτ製である。製࡞時期はෆ明である。̖地区出土である。81は剝片で、全௕3.5Dm、෯1.8Dm、

ްさ0.5Dm、重さ３̶を測る。αψΧイτ製である。̖地区出土である。82は剝片で、全௕2.9Dm、

෯3.9Dm、ް さ0.3Dm、重さ3.6̶を測る。̖地区出土である。63はෆ明鉄製඼で、断面の形状から、

刀子の可能性もある。෯１Dm、ްさ0.25Dmを測る。̖地区溝̨̙４出土である。

̓ʣੴ଄ྠޒౝ

柿谷古墳墳௖部に２点の石塔ܽ࢒がஔかれていた。83は一石五輪塔の地・ਫ輪部で、Ֆቋؠ製

である。断面௕方形の石ࡐを用いており、ややፏ平な石塔である。ਖ਼面およͼࠨӈ面は平׈に調

整されているが、എ面はૈく࢓上͛るのみである。地輪ਖ਼面中ԝ上部にはᑓࣈのʮアʯがࠁまれ

る。ᑓࣈの下には３行のࠁ໏があるものとみられる。中ԝ部分のࠁ໏はෆ明である。ӈଆには年

号が、ࠨଆには月日がࠁまれているとみられるが、判ಡできない。地輪ࠨӈ面ではͦれͧれの中

ԝ上部にᑓࣈがあり、ࠨ面はʮアンʯとみられる。ਫ輪ਖ਼面にもᑓࣈのʮόʯがࠁまれている。

になってお׈まれている。地輪の下部６Dmは平ࠁ面にはʮόンʯがࠨ、がありࣈӈ面にもᑓࠨ
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第16ਤ　出土遺物実測ਤ（６）　石造五輪塔

らͣ、地中に埋めࠐまれる部分と考えられる。࢒ଘ高28.8Dm、෯14.8Dm、ްさ11.2Dmを測る。

中世຤期から近世ॳ಄頃のものとみられる。84は別石五輪塔のਫ輪で、Ֆቋؠ製である。上下྆

面に௿いᢌがある。表面がややߥれており、ᑓࣈ等の༗ແはෆ明である。直24.8ܘDm、高さ

20Dmを測る。中世後期以降のものと考えられる。

̓ɽ·ͱΊ

ճの調査で、柿谷古墳は、古墳時代後期の６世紀中頃に築造された古墳であることが判明しࠓ
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た。この古墳は、木棺を直葬する方墳で、横穴式石室を導入していない点でอक的な様相がみら

れる。ただ、鉄製അ具や鉄地ۚಔష胡 なͲを副葬しており、当時のこの地域の༗ྗ者の墓と考

えられる。

第１主ମ部では、棺内西ଆ木口に高杯上に୹ᰍ壺を৐せたものを中心に̑ݸମの壺を഑する土

器഑ஔがみられた。古墳におけるݙڙの形ଶをࣔすものとして、ڵຯਂい。また、墳丘下層で、

小墳丘のଘ在を確認した。古墳築造に൐う祭祀に関係する遺構の可能性もあり、古墳築造のաఔ

を考えるうえで、ڵຯਂい遺構と言えよう。

この古墳の周辺には古墳の分布がগない。周辺地域は、横穴の密集地域であり、この古墳に௥

葬が行なわれた６世紀後൒期には、ঁ谷・ࡔߥ横穴群で横穴の築造が࢝まる。ͦの後、̓世紀前

൒頃にかけて横穴の築造が੝んになるのに൓して、この時期以降に築造された古墳はݱ状では確

認されていない。എܠには、古墳を࡞る෩शをもった集ஂの੎ྗがਰୀし、ସって、横穴を࡞る

෩शをもつ集ஂが新たに୆಄して੎ྗൣғを拡大していった、というようなことがあった可能性

もある。古墳時代後期に、この地域にԿらかのม化があったのではないか、というようなことを

想ىさせる。このように考えると、柿谷古墳は、この地域で࠷後に造られた古墳とも考えられる。

八幡地域における数গない後期古墳の調査例であり、この地域の古墳時代を考える上で、重要な

資料と言えよう。

美濃山遺跡では、古墳時代から中世にかけての遺構を確認した。遺構密度は疎らであるが、ͦ

れは、調査地点が集落遺跡の縁辺部であることも関係しているものと考えられる。調査ൣғもݶ

られており、ࠓ後、また調査がൣ޿ғに行なわれることがあれば、さらに多くのことがղ明され

よう。ࠓ後の調査に期଴したい。

ݙจߟࢀ

八幡市ڭҭҕһ会ʰώル塚古墳発۷調査֓報ʱ1990

八ेౡ๛成ʮ美濃山遺跡（第２次）発۷調査報告ʯ（h 八幡市埋蔵文化財発۷調査報告ʱ第50集　八幡市

ҭҕһ会）2008ڭ

大ಎਅ白ʮԦ塚古墳ൣғ確認発۷調査（第１～３次）報告書ʯ（h 八幡市埋蔵文化財発۷調査報告書ʱ第

54集　八幡市ڭҭҕһ会）2010

横穴群ʯ（hࡔߥ・松อほかʮঁ谷ؠ 京都府遺跡調査報告書ʱ第34冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究

センター）2004
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３.上狛北遺跡第１次・柳田遺跡発۷調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

この発۷調査は、主要地方道上狛城ཅઢの建設޻事に൐い、京都府建設ަ通部のґཔを受けて

実施したものである。上狛北遺跡・柳田遺跡とも木津川ӈ؛のԭ積地にҐஔし、調査前のݱ況は

ਫ田であった。྆遺跡とも土師器や須恵器、瓦なͲが表࠾されており、遺物散布地として周知さ

れていた。

ったもࢸըされたことから調査にܭճ、྆遺跡を南北にॎ断して、主要地方道上狛城ཅઢがࠓ

ので、྆遺跡ともはじめての調査である。

をಘた。記ྗڠ導・ごࢦҭҕһ会のごڭҭҕһ会、木津川市ڭ地調査にあたっては、京都府ݱ

してँײしたい。当報告は౵井がࣥචした。なお、本報告記ࡌの国土࠲ඪ値については、日本測

地系を用いた。調査にかかる経අは、全ֹ、京都府建設ަ通部がෛ୲した。本報告は౵井がࣥච

した。

޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝௕　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝主װ調査第３係௕事຿औѻ　石井ਗ਼࢘

ಉ　ઐ໳調査һ　竹井࣏༤

ಉ　調査һ 　౵井ਸ史

調 査 ৔ ॴ　上狛北遺跡　木津川市山城町上狛宝本・西浦代ほか

柳田遺跡　　木津川市

山城町椿井柳田

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒɹ平成21年10月27日～平

成22年２月25日

調 査 ໘ ੵ　1,000㎡

̎ɽҐஔͱڥ؀

上狛北遺跡・柳田遺跡の所在する木津川

市山城町は京都府南部、木津川のӈ؛にҐ

ஔする。྆遺跡の周辺は、木津川によって

形成されたԭ積平໺が޿がっており、ݱ在

ਫ田が営まれている。

木津川市山城町には南山城地域を代表す

る遺跡が多数所在する。以下、྆遺跡の周
第１ਤ　上狛北遺跡周辺主要遺跡分布ਤ

（国土地理院 1/50,000 奈良）
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辺の山城町域における代表的な遺跡について֓観する（第１ਤ）。

山城町域では旧石器時代・縄文時代にଐする遺跡はͦれほͲ多くない。しかし、弥生時代にな

ると、中期の༙出宮遺跡、後期のಊϊ上遺跡・椿井遺跡・上狛西遺跡なͲがある。いͣれも竪穴

式住居跡が確認されている。

古墳時代になると、三֯縁ਆ्鏡が30面以上出土した椿井大塚山古墳（前方後ԁ墳、全௕175̼）

が築造される。しかし、椿井大塚山古墳を築造したと考えられる集ஂの集落はࠓのところະ確認

である。また、椿井大塚山古墳にҾき続き平尾城山古墳（前方後ԁ墳、全௕110̼）が築造される

ものの、ͦの後は全௕100̼をӽえるような大型前方後ԁ墳は築造されなくなる。中期຤には上

狛北遺跡の北東の丘陵上に小ن໛ながら前方後ԁ墳であるఱࣟಊ１号墳（全௕27̼）が営まれる。

山城地域では、埋葬施設として横穴式石室を࠾用したもっとも古い古墳の１つとされる。このほ

か、後期群集墳として車谷古墳群（૯数40基以上）なͲがある。これにରして、古墳時代の集落は

あまり知られておらͣ、上狛東遺跡では古墳時代前期の土器がまとまって出土しているものの竪

穴式住居跡なͲはະ確認である。

飛鳥時代になると、古代寺Ӄの１つである高ྷ寺が造営される。また、高ྷ寺Հཟ整備期の瓦

をমいた高ྷ寺瓦༼跡なͲも確認されている。しかし、この時期の集落はະ確認である。なお、

高ྷ寺は中世前期までଘ続した可能性が高い。

奈良時代になると、上狛北遺跡周辺は、具ମ的な遺構はະ確認であるが、ګਔ京ӈ京ਪ定地と

されている。Ҿき続く平安時代・中世も遺物の出土はみられるものの、具ମ的な遺構が検出され

た遺跡はগない。

̏ɽ調査ܦա

上狛北・柳田྆遺跡は、これまで発۷調査が行われたことはなく、調査ର৅地周辺でも具ମ的

な調査成果がগなく、木津川の旧Տ道なͲのଘ在が༧想された。このため、遺跡の全༰がे分に

明らかになっていないため、まͣ、遺構・遺物の状況を೺Ѳするための確認調査を実施した。

調査は平成21年10月27日から調査地周辺の整備・τϨンチ設定にணखし、11月２日から重機に

よる調査区の۷࡟を行った。

調査は、ର৅地の南୺にҐஔする第１τϨンチから։࢝し、ॱ次、北に調査区をҠಈしていく

こととした。調査区は周辺のਫ田の状況やܣ൞なͲを考ྀして、ن໛がまちまちであるが、߹ܭ

10か所のτϨンチを設定した（第２ਤ）。このうち第１～６τϨンチが上狛北遺跡、第̓～ 10τ

Ϩンチが柳田遺跡に֘当する。

第１τϨンチでは調査։ૣ࢝々、中世の遺物が多数出土し、溝や柱穴なͲの遺構のଘ在を確認

するにࢸった。一方、第２・３τϨンチでも中世の࡞ߞ溝を多数確認するとともに、ͦの下層で

南北方向にԆͼる奈良時代の溝を確認した。

第４～ 10τϨンチは、おおΉͶಉじような土層がଯ積をしている。࡞ߞ土・চ土をআڈすると、

࠭質土・࠭ 層がްくଯ積しており、安定した遺構面を確認することはできなかった。この࠭質土・
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࠭層からはগ量ながらも弥生時代から中世

にかけての遺物が出土した。࠭層より下層

の状況を確認するため、重機による断ちׂ

りを行ったが、೪土層がްくଯ積している

ことを確認したにとͲまり、遺構面を確認

するにはࢸらなかった。この೪土層からの

遺物の出土は認められなかった。

第４～ 10τϨンチについては、以上のよ

うな状況のため、重機による۷࡟後、人ྗ

によるਫ਼査、出土遺物の࠾集、重機による

断ちׂり、全ܠのࣸਅࡱӨを行い、す΂て

のۀ࡞のऴྃ後、安全に഑ྀして、埋め໭

しを行った。

第１～３τϨンチは、下層の調査後の平

成22年２月̕日にϥδコンϔリコϓターに

よるۭ中ࣸਅࡱӨを行った。ͦの後、遺物

のऔり上͛、ਤ面࡞成等を行い、２月25日

にはす΂てのτϨンチの埋め໭しをऴྃし

た。さらにτϨンチの周ғにਐ入๷ࢭ等の

ための安全ରࡦと、एׯの遺物整ཧۀ࡞を

行った後、機ࡐや事຿所をఫ収し、３月１

日にす΂てのۀ࡞をऴྃした。

ճの調査で出土した遺物の૯量は整ཧࠓ

ശにして、15ശである。このうち、第４～

10τϨンチで出土した遺物は２ശにとͲま

る。

̐ɽ調査੒Ռ

10か所の調査区を設定して調査を行った

ところ、第１～３τϨンチについてはݦ著

な遺構・遺物とも確認できたため、平成22

年度にର৅地全ମの調査を行うことになっ

た。以下では、第１～３τϨンチについて

はུ֓をड़΂るにとͲめ、ৄࡉは平成22年

度の調査成果とซせて行う。第４～ 10τϨ 第２ਤ　調査区഑ஔਤ
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ンチについては調査成果をड़΂ることにする。

第̍τϨϯν（第３ਤ）　調査ର৅地のもっとも南にҐஔする調査区である。平面形はෆ整形な

五֯形をఄし、北辺で10̼を測る。調査面積は80㎡である。ݱ地表下約0.5mで遺構面（上層遺構面）

を検出した。検出した遺構としては、柱穴30基以上、溝15৚、土坑３基なͲがある。調査区の北

辺では、ݱ在のਫ田ܣ൞にほ΅平行する෯２̼以上の溝̨̙01がある。̨̙01の南ଆには෯15

～ 30Dm、ਂさ̑～ 10Dmの溝と直20ܘ ～ 30Dmఔ度の多数の柱穴を検出した。これらの遺構は

大きく２時期に分けることができる（上層遺構第１・２面）。第１面は東西方向の溝が多数۷࡟さ

れる段֊で、柱穴がほとんͲみられない。第１面の溝群をআڈすると（̑～ 10Dm۷り下͛ると）、

第２面の柱穴や土坑を検出することができた。第２面の柱穴は列状にฒͿものも認められるが、

調査ൣғがڱいため、建物跡に෮原できるかͲうかは明らかでない。しかし、柱穴が多数認めら

れることから集落の一ըの可能性がある。

以上の上層遺構群は西น土層断面ਤの̔層上面に相当し、̑ ～̓層の遺構がଘ在する。また、̔ ・

̕層にはগ量の遺物を含Ήことから下層遺構のଘ在が༧想される。

これらの遺構から土師器・瓦器・陶磁器なͲが出土した（第̑ਤ１～ 10）。１～̑は土師器、

６～ 10は瓦器である。１は、いわΏるʮてʯࣈ状口縁をఄするࡼである。２・３・̑は、口縁

第３ਤ　第１τϨンチ上層遺構഑ஔ・土層断面ਤ
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部֎面に２段のϤコナσ調整を施すࡼである。２は小型඼、３・̑は大型඼である。４は口縁部

֎面にϤコナσを施すࡼである。６～ 10は瓦器࿶である。６はややްखのݸମで、口縁部が内

࿷ؾຯにཱち上がる。口縁୺部内面に௜ઢを１৚施す。内֎面とも密にミΨΩ調整を施すが、見

みに҉文は認められない。֎面のミΨΩ調整にઌ行して器表面にέズリ調整を施している。高ࠐ

୆は断面ٯ୆形をఄする。̓～̕は底部から内࿷ؾຯにཱち上がった後、口縁部がわͣかに֎൓

する。内面に密にミΨΩ調整を施し、֎面にૈいミΨΩを施す。これにઌ行して成形時のϢϏΦ

αΤのࠟ跡がみられる。口縁୺部内面に௜ઢを１৚施す。̔・̕は底部をܽଛするが、̓の高୆

は断面三֯形をఄする。10は底部のഁ片で、高୆の断面形は୆形をఄする。内面にミΨΩ調整を

密に施し、見ࠐみにはճస数の多い࿈結輪状の҉文を施す。

各土器の出土遺構は、１・６が溝̨̙05、２・４・̑・̓・̔・10が溝̨̙24、３が溝̨̙

23、̕が柱穴̨̥22である。

第̎τϨϯν（第４ਤ）　第１τϨンチの北東45̼Ґஔし、௕辺17̼、୹辺６mを測る。遺構の

地表下約0.6ݱ。がりを確認するための௥ՃτϨンチをՃえて、調査面積は115㎡である޿ ～ 0.8m

で遺構面を検出した（上層遺構面）。遺構としては、࡞ߞに൐うとࢥわれる溝11৚を確認した。上

層遺構面から10 ～ 15Dm下͛て、下層遺構面を検出した。検出遺構としては、主࣠をほ΅南北方

向とする溝を１৚を検出した（̨̙21）。溝̨̙21からは、須恵器や土師器、瓦なͲが多数出土し

た。

各遺構面を北น土層断面ਤで確認すると、上層遺構面は̔層上面に相当し、各溝は４層を埋土

とする。̑～̓・10層の遺構も̔層上面から۷りࠐまれている。下層遺構面は14層上面に相当す

る。下層遺構包含層は̔・̕層に相当するが、奈良時代の土器なͲとともに瓦器࿶のഁ片の出土

もみられる。また、14層からは、下層の状況を確認するための断ちׂりのࡍに、古墳時代の土器

が出土した。

溝̨̙21は土師器・須恵器・瓦なͲが多数出土した。ここでは代表的な遺物を報告する（第̑

ਤ11 ～ 24）。11 ～ 18は土師器、19 ～ 24は須恵器である
ㅭ㉅１ㅮ

。11は杯̗֖である。֎面を４分ׂした

ミΨΩ調整を密に施す。12は杯̖である。13・14は̖ࡼである。14は内面にࣼ์ࣹ状の҉文を施

す。15・16は壺̗である。口縁部にϤコナσ調整、ମ部֎面にϢϏΦαΤ、ナσ調整を施す。15

の内面はナσ調整、16の内面にはϋέ調整を施す。17は高杯の٭部である。٭部֎面は面औりを

行う。18は甕である。口縁୺部内面はつまみ上͛ؾຯにංްする。ମ部֎面にϋέ調整、ମ部内

面にナσ調整を施す。19・20は杯̖である。21は杯̗である。22は杯̡で、底部から内࿷ؾຯに

ཱち上がって、口縁部が大きく֎൓する。ମ部下൒から底部にかけての֎面に、ճసϔϥέズリ

調整を施した後に高୆をషり෇ける。23は̗ࡼである。高୆の୺面は֎܏しており、֎୺部が઀

地する。24は壺̚である。22とಉ様にମ部下൒から底部にかけての֎面に、ճసϔϥέズリ調整

を施した後に高୆をషり෇ける。

第̏τϨϯν（第４ਤ）　第２τϨンチの北45̼にҐஔし、௕辺20̼、୹辺のうち南辺は4.5̼、

北辺は２mを測る。遺構の޿がりを確認するための௥ՃτϨンチをՃえて、調査面積は80㎡であ
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る。調査区の状況は第２τϨンチにྨࣅしており、ݱ地表下約0.5 ～ 0.6̼で遺構面を検出した。

遺構としては、࡞ߞに൐うとࢥわれる溝12৚を確認した（上層遺構面）。これらの溝からはগ量な

がらも瓦器・土師器なͲの土器片が出土した。上層遺構面から約10 ～ 15Dm下͛て、下層遺構面

を検出した。検出遺構としては、第２τϨンチとಉ様に、主࣠をほ΅南北方向に࣋つ溝を１৚（溝

̨̙21）を検出した。この溝は、第２τϨンチで検出した溝̨̙21の中心࠲ඪ値:�-16,663.35に

ରして、ほ΅ಉじ:�-16,663.50が中心࠲ඪ値であることから、北΁のԆ௕上に当たり、一࿈のも

のと考えられる。Ծに࿈続する１৚の溝であるとすれば、গなくとも૯௕80mにୡすると考えら

第４ਤ　第２・３τϨンチ下層遺構഑ஔ・土層断面ਤ
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れる。

溝̨̙21からは奈良時代の土師器・須恵器なͲが出土したが、実測ਤのࡌܝは平成22年度の調

査成果とซせて行うので、ࠓճはׂѪした。第２τϨンチの溝̨̙21出土の土器ྨとほ΅ಉじ時

期、ಉじ内༰である。

第２・３τϨンチで検出した溝̨̙21は、奈良時代において南北方向に直ઢ状にԆͼる溝であ

ることから、ެڞ性のڧい施設に൐う区ը溝やഉਫ路なͲの可能性が考えられる。このほか、下

層遺構面よりも下層から古墳時代の土器が出土した。

第̐τϨϯν（第６ਤ）　第３τϨンチの北24̼にҐஔし、௕辺25̼、୹辺６m、調査面積150

第̑ਤ　第１・２τϨンチ出土遺物実測ਤ
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㎡を測る。ݱ地表下約1.8mまで۷࡟し、࠭層のଯ積を確認した。࠭層を人ྗで۷࡟したが、ݦ

著な遺構は検出されなかった。また、調査区の一部でਂ۷りを実施し、࠭層の下には೪土層がް

くଯ積している状況を確認した。第４τϨンチのଯ積状況は、࡞ߞ土・চ土（１層）、中世～近代

のଯ積層（２層）、奈良時代の遺物を含Ή࠭層（３層）、遺物を含まない೪土層（４～̓層）となる。

࠭層・೪土層ともにϥミナなͲ、ਫの流れたようなࠟ跡は認められなかったことから、஑状の地

形がଘ在したと考えられる
ㅭ㉅２ㅮ

。

第６ਤ　第４～６τϨンチ平・断面ਤ
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出土遺物としては、࠭層から土師器・須恵器・瓦器・瓦なͲが出土した。25 ～ 30は土師器、

31は須恵器、32はփᬵ陶器である。25 ～ 27は小ഁ片であるが奈良時代の杯̖である。28 ～ 30は

口ܘの෮原のࠔ೉な甕である。いͣれも時期は奈良時代とࢥわれる。31は杯̗֖である。32は࿶

の底部である。

࠭層からは奈良時代の遺物の出土が多いが、瓦器࿶のഁ片も含Ήことから、中世（12・13世紀頃）

のߑਫに൐うଯ積である可能性が高いと考えられる。

第̑τϨϯν（第６ਤ）　第４τϨンチの北29̼にҐஔし、௕辺20̼、୹辺６m、調査面積120

㎡を測る。ݱ地表下約2.0mまで۷࡟し、土層のଯ積状況、遺構の༗ແの確認を行った。第４τ

Ϩンチಉ様、࠭層を確認後、人ྗで۷࡟したが、ݦ著な遺構は検出されなかった。また、調査区

の一部でਂ۷りを実施し、࠭層の下に೪土層のଯ積を確認した。土層のଯ積状況は第４τϨンチ

とおおΉͶಉじである。

遺物はগないが、࠭層から土師器・須恵器・瓦器なͲが出土した。33は土師器のുもしくは࿶

である。大きく内࿷する器形をఄするが、ৄしい時期はෆ明である。34は須恵器杯̖で、奈良時

代のものである。なお、೪土層からの出土遺物はない。

第̒τϨϯν（第６ਤ）　第̑τϨンチの北23̼にҐஔし、௕辺25̼、୹辺６m、調査面積150

㎡を測る。ݱ地表下約2.0mまで۷࡟し、土層のଯ積状況、遺構の༗ແの確認を行った。第４・̑

τϨンチಉ様࠭層を確認後、人ྗで۷࡟したが、ݦ著な遺構は検出されなかった。ただし、調査

区の北นならͼに西น北൒部で、調査区の北西ଆに޿がる落ちࠐみを確認した（ਤ中のഁઢのൣ

ғに޿がるとਪ定）。落ちࠐみの上୺のඪ高は27.5m前後である。また、調査区の一部でਂ۷り

を実施し、࠭層の下に೪土層のଯ積を確認した。土層のଯ積状況は、上記落ちࠐみをআけば、第

４τϨンチとおおΉͶಉじである。

出土遺物としては、࠭層から土師器・須恵器・瓦器なͲが出土した。35・36・41は須恵器、37

～ 39・42・44は土師器、40は瓦質土器、43は瓦器である。35は杯̗֖、36は杯̖である。37は

杯̖、38は杯̖もしくは࿶̖である。39は甕で、ମ部内֎面にϋέ調整を施す。35 ～ 39は奈良

時代とࢥわれる。41は古墳時代の杯֖のഁ片である。40はすりുである。内面に੆目が̑৚確認

できる。42は࿶もしくは杯である。形ଶ的に瓦器࿶にྨࣅするが、ࢎ化ম成でᒵ׊色をఄする。

43は࿶の底部である。44は小型のࡼである。40・43・44は中世のものである。42は奈良時代のも

のか中世のものか判断がつかない。

第̓τϨϯν（第̓ਤ）　第６τϨンチの北50̼にҐஔし、௕辺10̼、୹辺4.5m、調査面積45

㎡を測る。ݱ地表下約1.7mまで۷࡟し、土層のଯ積状況、遺構の༗ແの確認を行った。第４～

６τϨンチಉ様、࠭層を確認後、人ྗで۷࡟したが、ݦ著な遺構は検出されなかった。また、調

査区の一部でਂ۷りを実施し、࠭層の下に೪土層のଯ積を確認した。

遺物はগないが、࠭層から土師器・須恵器・瓦器なͲが出土した。46 ～ 48は土師器杯̖、49

は土師器甕で、いͣれも奈良時代の土器である。46・48は内面にࣼ์ࣹ状の҉文を施す。

第̔τϨϯν（第̓ਤ）　第̓τϨンチの北15̼にҐஔし、௕辺10̼、୹辺４m、調査面積40㎡
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を測る。ݱ地表下約1.8mまで۷࡟し、土層のଯ積状況、遺構の༗ແの確認を行った。第４～̓

τϨンチಉ様、࠭層を確認後、人ྗで۷࡟したが、ݦ著な遺構は検出されなかった。また、調査

区の一部でਂ۷りを実施し、࠭ 層の下に೪土層のଯ積を確認した。土層のଯ積状況は、࡞ߞ土（１

層）、চ土（２層）、中世～近代のଯ積層（３～６層）、遺物を含Ή࠭層（̓～̕層）、遺物を含まな

い೪土層（10 ～ 14層）である（第̓ਤࠨ下）。

遺物はগないものの、弥生土器片がややまとまって出土したほか、土師器・須恵器・瓦器なͲ

もある。50は土師器甕で、奈良時代のものである。51は޿口壺で、弥生時代後期ないし古墳時代

ॳ಄ものと考えられる。口縁部はຏ໓ؾຯで、特に୺部はຏ໓が著しい。ମ部は下൒に࠷大ܘを

もつ玉ೢ形をఄする。ᰍ部のཱち上がり部からݞ部にかけて、上から直ઢ文・ࢗಥ文・೾状文を

施す。なお、実測ਤは各部のഁ片からਤ面上で෮原したもので、ܘや܏きについてはඞͣしもਖ਼

確でない部分がある。

第̕τϨϯν（第̓ਤ）　第̔τϨンチの北83̼にҐஔし、௕辺20̼、୹辺̑m、調査面積100

㎡を測る。ݱ地表下約2.0mまで۷࡟し、土層のଯ積状況、遺構の༗ແの確認を行った。第４～

第̓ਤ　第̓～ 10τϨンチ平・断面ਤ
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̔τϨンチಉ様、࠭層を確認後、人ྗで۷࡟したが、ݦ著な遺構は検出されなかった。また、調

査区の一部でਂ۷りを実施し、࠭層の下に೪土層のଯ積を確認した。

出土遺物はඇৗにগなく、土師器や須恵器のഁ片が出土したにすぎない。52はやや大型の土師

器甕のഁ片である。口縁部内面とମ部֎面にϋέ調整を施す。奈良時代のものであろう。

第1�τϨϯν（第̓ਤ）　第̕τϨンチの北26̼にҐஔし、௕辺20̼、୹辺６m、調査面積120

㎡を測る。ݱ地表下約2.0mまで۷࡟し、土層のଯ積状況、遺構の༗ແの確認を行った。第４～

̕τϨンチಉ様、࠭層を確認後、人ྗで۷࡟したが、ݦ著な遺構は検出されなかった。また、調

査区の一部でਂ۷りを実施し、࠭層の下に೪土層のଯ積を確認した。土層のଯ積状況は、࡞ߞ土

第̔ਤ　第４～ 10τϨンチ出土遺物実測ਤ
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（１層）、চ土（２・３層）、中世～近代のଯ積層（４～̓層）、遺物を含Ή࠭層（̔～ 10層）、遺物

を含まない೪土層（11・12層）である（第̓ਤӈ下）。

出土遺物は第̕τϨンチಉ様、ඇৗにগなく、土師器や須恵器のഁ片が出土したにすぎない。

45は土師器ࡼである。中世のものであろう。

̑ɽ·ͱΊ

調査の結果、第１～第３τϨンチでは古墳時代・奈良時代・中世の各時期の遺構・遺物を検出

した。これらについては、関係機関とٞڠの上、平成22年度に調査区を拡張して全面的な調査を

実施することになった。平成21年度の調査成果のৄࡉについては、平成22年度調査の成果と߹わ

せてվめて報告することにしたい。なお、第１～３τϨンチは上狛北遺跡のൣғ内に収まる。

一方、第４～ 10τϨンチにかけては、࡞ߞ土・চ土の下層で、ްい࠭層（0.5 ～ 0.8̼）・೪土

層（1.5̼以上）のଯ積を確認するとともに、࠭層からগ量の遺物が出土した。この࠭層のଯ積は、

われることから、出土遺物もಉ様と考えらࢥんだものとࠐਫ等によって調査地の周辺から流れߑ

れる。また、安定した遺構面も確認できなかった。以上のような調査成果から、第４～ 10τϨ

ンチにかけては、木津川なͲの旧Տ道もしくは஑状の地形をఄしていたと考えられるが、遺物の

出土から調査地周辺に遺構・遺物の޿がりが༧想される。

஫１　奈良時代の土器の器種分ྨについては、奈良文化財研究所の分ྨを用いた。

　　　奈良文化財研究所編ʰ平城宮発۷調査報告ᶠᶜ （ɦh 奈良文化財研究所ֶ報ʱ第70冊）2005ほか

஫２　第４・̑τϨンチのଯ積状況については、当調査研究センターཧ事૿田෋࢜༤ࢯよりごࣔڭをಘた。

当֘調査区周辺が、Տ川の旧流路なͲではなく、஑状の地形であったことは૿田ཧ事のࢦఠによる。
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４.椿井遺跡第３・４次発۷調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

山城２期地区に係る埋蔵文化財ۀ೶道整備事װͼಉ22年度府営基ٴճの調査は、平成21年度ࠓ

発۷調査に൐い、京都府೶ྛਫ࢈部のґཔを受けて実施したものである。

椿井遺跡は、木津川市山城町椿井に所在する縄文時代から近世にかけてのෳ߹遺跡である。こ

れまで当֘事ۀに൐いա２ڈճの発۷調査が実施されており、ࠓճの調査は第３・４次調査とな

る。第１・２次調査では、縄文時代後期の墓と考えられる土坑や弥生時代後期の竪穴式住居跡、

土坑なͲが確認されており、弥生時代後期の高地性集落として஫目されている。

調査の結果、第３次調査では弥生時代の土坑、飛鳥時代の溝・建物・柵列のほか中世以降のϐ

οτや土坑を、第４次調査では弥生時代の方形周溝墓・土坑・溝、古墳２基、中世の柵列や土坑

を検出した。

調査に係る経අは、全ֹ೶ྛਫ࢈部がෛ୲した。報告に࢖用した࠲ඪ系は、日本測地系の第ᶜ

系である。調査にあたっては、京都府ڭҭҕһ会、木津川市ڭҭҕһ会、地࣏ࣗݩ会をはじめ多

くの方々にごࢦ導・ごྗڠをいただいた。記して、ँҙを表します。

各年度の調査ମ੍等は以下のとおりである。本報告は松尾・ࠇ௶がࣥචした。

޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝௕　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　第３次調査　調査第２՝主װ調査第３係௕事຿औѻ　石井ਗ਼࢘

ಉ調査һ　松尾史子

第４次調査　調査第２՝՝௕ิ݉ࠤ調査第１係௕　小஑　׮

ಉ調査һ　松尾史子

調 査 ৔ ॴ　第３次調査　木津川市山城町椿井松尾

第４次調査　木津川市山城町椿井御霊後

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　第３次調査　平成21年10月28日～平成22年２月18日

第４次調査　平成22年̔月10日～ 11月21日

調 査 ໘ ੵ　第３次調査　1,200㎡

第４次調査　1,050㎡

̎ɽҐஔͱڥ؀

椿井遺跡は、木津川市山城町の南東部の丘陵およͼՏ؛段丘上にཱ地する。周辺の遺跡を見て

みると、縄文時代૲創期のઑ಄器がઍ྆ؠ遺跡から出土している。ಉ遺跡からは縄文時代ૣ期の

ԡ型文土器も出土している。前期には༙出宮遺跡で集落が形成され、後・൩期の土器がಊϊ上遺
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跡や椿井大塚山古墳の੝土内から出土している。弥生時代の遺跡には中期の༙出宮遺跡、後期の

上狛西遺跡、៉田ദ谷遺跡、ֈຬ寺ڥ内がある。

古墳時代前期には椿井大塚山古墳、平尾城山古墳、椿井ఱ上山古墳、北Տ原Ҵՙ山古墳、椿井

御霊山古墳なͲの大型の前方後ԁ墳が築造されるが、中期には古墳築造がこの地域では見られな

くなる。古墳時代後期には横穴式石室を埋葬施設とする群集墳が造られる。南山城でいちૣく横

穴式石室を導入したと考えられている椿井ఱࣟಊ古墳をはじめ、上狛ઍ྆１ؠ号墳（T,47）、៉

田山１ࡍ号墳・車谷２号墳（.T15）はـ内系横穴式石室導入期の古墳である。松尾古墳群、ޫפ

๥古墳群、宮城谷古墳群なͲの群集墳が数多く分布する。ಉ時期の集落については旧山城町内で

はこれまでະ確認であったが、上狛北遺跡で古墳時代中期から後期の集落が見つかった。白鳳期

には狛ࢯにより高ྷ寺が造営され、奈良時代には山城国府やګਔ京がஔかれたと考えられている。

第１ਤ　調査地ٴͼ周辺遺跡Ґஔਤ（国土地ཧӃ 1/25,000 田辺）
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中世には山城国一ᎋの෣୆となったことで༗名であるが、ࠓ城跡、椿井城跡なͲの山城が築か

れている。また、近世まで大里߼؀集落としてӫえていた。

̏ɽ第̏࣍調査

̍ʣ͸͡Ίʹ

第３次調査地は椿井遺跡の南西部の丘陵上にҐஔする。弥生時代後期の竪穴式住居跡なͲが検

出された椿井遺跡第１・２次調査地点の南方約300̼の地点にあたる。平໺ଆには椿井ఱ上山古墳、

南西の谷には松尾古墳群が所在し、東ଆには松尾廃寺と松尾ਆ社が隣઀する。松尾ਆ社のڥ内は

京都府文化財ڥ؀อ全地区となっており、平成̓年度の表໳のղମमཧに൐う発۷調査で、土ญ

が鎌૔時代に૎ることが明らかになった。ほ΅ಉじ場所にあったと考えられている松尾廃寺は古

代の寺Ӄ跡で、松尾ਆ社の土ญ中から古代（白鳳期～平安時代ॳ期）の瓦が出土している。平成11

年度の調査では、鎌૔期の寺域西辺の築地Ӎ落ち溝が確認された。近世には松尾ਆ社のਆ宮寺で

ある松尾山֯೭๥఻ڵ寺があったと఻えられている。また、平成13年度の山城町ڭҭҕһ会の椿

井ఱ上山古墳の発۷調査では、弥生時代後期のʮ̫ʯࣈの区ը溝や土坑が見つかっており、ࠓճ

の調査地はͦの区ը溝の内ଆになることから弥生時代の集落跡が見つかることが༧想された。

調査にあたっては、道路の路ઢ内に３か所の調査区を設定し、ͦれͧれ北から１～３τϨンチ

とした。なお、２τϨンチには平成11年度の山城町ڭҭҕһ会の調査区（̢-103・̢-104tr）が含

まれ、̢-102trで確認された松尾廃寺の西辺溝より西ଆにҐஔする。また、３τϨンチの南ଆࣼ

第２ਤ　第３次調査τϨンチ഑ஔਤ
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面には松尾古墳群が分布する。調査の結果、弥生時代の土坑１基、飛鳥時代の溝２৚、建物２౩、

柵列１৚、中世の柱穴や土坑を確認した。

̎ʣݕग़遺ߏ

ʢ1ʣ̍ τϨϯν　調査地は南から北ଆの谷に向かってࣼ܏する地形である。表土である᝔࠿ഓ

に൐うஔ土を50DmほͲআڈするとす͙にԫ׊色の地山にୡした。᝔࠿ഓによる۷࡟が全ମにٴ

んでおり遺構はօແであった。出土遺物としては、֧ཚから弥生土器とࢥわれる小ഁ片がগ量出

第３ਤ　第３次調査１～３τϨンチ平面ਤ
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溝̨̙44や۷ཱ柱建物跡̨̗01・02、柵列̨̖01のほか、中世以降のϐοτや土坑を確認した。

τϨンチ南部では近世以降の࡟平によりݦ著な遺構は確認されなかった。

౔46̨̠޵　௕࣠１̼、୹࣠0.7̼、ਂさ̑Dmのෆ整形な土坑である。୸と多量のݓ大のԁ᛽

により埋まっていた。中世の瓦が出土した。

౔̨̠޵��　௕࣠４̼、୹࣠３̼、ਂさ10D̼のෆ整形な土坑である。τϨンチ中ԝ南西部で

検出した。埋土はԫփ色࠭質೪土ࠞ୶փ׊色土で、鎌૔時代の瓦（第10ਤ33）や土師器なͲが出土

した。

τϨンチ北部で検出した東西方向の溝である。෯0.6　44̨̙ߔ ～ 1.6̼、ਂさ40Dmで、断面

はઙいʮ6ʯࣈ形である。̼̕分を検出した。東西とも調査地֎に続く。埋土は୶փ׊色土ٴͼ

҉փ׊色土で、̓世紀前൒の須恵器や土師器が出土した。須恵器には杯や甕がある。杯には杯̜

の身は見られない。土師器はࠋや甕なͲࣽਬ具が目につく。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1（第̓ਤ）　̨̙44の南ଆで検出した東西౩の۷ཱ柱建物跡である。ྊ間

２間（3.6̼）、ܻ行２間（4.2̼）以上で、東ଆは調査地֎に続く。建物の主࣠は西で北に15°܏く。

柱間はෆଗいである。建物の柱穴は、直30ܘ ～ 50Dmのෆ整ԁ形で、ਂさは20 ～ 40Dmと一定で

ない。出土遺物は時期ෆ明の土師器片のみである。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第̓ਤ）　̨̗01の南で検出した東西౩の۷ཱ柱建物跡である。ྊ間２

間（4.7̼）、ܻ行３間（6.2̼）以上で、建物の東ଆは調査地֎に続く。建物の主࣠は西で北に10°܏

く。柱間はෆଗいである。建物の柱穴は、直30ܘ ～ 50Dmのෆ整ԁ形で、ਂさは10 ～ 60Dmと一

第４ਤ　１τϨンチ土層ਤ

土しただけである。

ʢ�ʣ̎ τϨϯν　調査前は柿

の木ാであった。表土直下で遺

構面となるԫ׊色೪土にୡし

た。τϨンチ北部で土坑̨̭43

や柱穴群、中ԝ部で飛鳥時代の

第̑ਤ　土坑̨̭43実測ਤ
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第６ਤ　溝̨̙44、土坑̨̠46実測ਤ

定でない。出土遺物は時期ෆ明の土師器片のみである。

܏02の南西で検出した南北方向の柵列である。主࣠は北で西に３°̨̗　（第̓ਤ）�1̨̖ྻࡤ

く。２間分（5.3̼）を確認した。柱間は1.5 ～２̼とෆଗいである。出土遺物は弥生土器片およͼ

時期ෆ明の土師器片である。

౔4̨̭޵�（第̑ਤ）　̑ʷ̼̓、ਂさ約0.2mの௕方形の土坑である。調査地北୺で検出した。
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調査地内では北西およͼ南西のコー

ナーを確認しており、東ଆは調査地

֎΁続く。なお、土坑の上層では弥

生土器がまとまって出土した。弥生

土器の出土したϨϕルで、部分的で

はあるがߗ化面もみられ、一部ඃ೤

による赤มが認められた。赤ม部分

は࿍跡である可能性が高い。このこ

とから竪穴式住居であった可能性が

ある。

ʢ�ʣ̏ τϨϯν（第３ਤ）　表土直

下で遺構面となるԫ׊色೪土とな

る。調査前はാで、τϨンチ北൒で

はാ࡞に൐う溝が多く見られた。τ

Ϩンチ中ԝ部西ଆで飛鳥時代の溝̨

̙18を検出したほか中世以降のϐο

τや土坑を確認した。ϐοτ群はほ

とんͲが直15ܘ ～ 20Dmのԁ形で、

埋土は୶ԫ色土である。遺物が出土

していないため時期はෆ明である。

ਂ、෯1.2̼　（第̔ਤ）�1̨̙ߔ

さ25D̼、断面ࡼ状の溝で、̼̑分

を検出した。埋土は上層が୶ԫփ׊

色೪土で、下層が白փ׊色೪土であ

る。上層から須恵器୹ᰍ壺（第10ਤ

30）が出土した。時期は飛鳥時代と

考えられる。

τϨンチ南西۱で検　�4̨̙ߔ

出した෯10Dm、ਂさ10Dmのʮ̡ʯ

がる溝である。この溝の南西ۂにࣈ

部分から弥生土器が数点出土してい

ることから竪穴式住居の周น溝の可

能性もある。

̏ʣग़౔遺෺（第̕・10ਤ・ਤ൛17

～ 19）

第̓ਤ　۷ཱ柱建物跡̨̗01・02、柵列̨̖01実測ਤ
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出土遺物には弥生土器、土師器、須恵器や瓦ٴͼ石鏃がある。

これらの遺物の時期は、弥生時代・飛鳥時代ͦして中・近世であ

る。瓦は鎌૔時代と近世のものが中心である。出土した遺物は、

整ཧശにして૯数̔ശである。

以下主な出土遺物について報告する。

౔4̨̭޵�（第̕ਤ１～ 12）　̨̭43の上層からは弥生土器が

まとまって出土した。１は޿口壺の口縁部である。口11.0ܘDm、

系の甕またはുである。口縁部はߐଘ高4.0Dmである。２は近࢒

ܽଛしている。ݞ部には列点文を施し、ᰍ部の۳ඳ直ઢ文は４৚

を数える。３～６は甕である。̑が中型で、ଞは小型である。３

は口13.8ܘDm、器高12.1Dmである。口縁部は؇く֎方に࿷ۂし、

୺部は丸くೲまる。内֎面ともϋέ調整をする。４は口ܘ

14.0Dm、器高12.5Dmである。口縁部はʮくʯࣈに۶ۂし、୺部

は丸くೲまる。内֎面ともϋέ調整をする。̑は口15.1ܘDm、器

高17.0Dmである。口縁部はʮくʯࣈに۶ۂし、୺部は受け口状で

ある。֎面はϋέ調整をする。内面はຎ໓が著しくෆ明である。

６は口13.3ܘDm、࢒ଘ高9.6Dmである。口縁部はʮくʯࣈに۶ۂし、

୺部は丸くೲまる。内֎面ともϋέ調整をする。̓～̕は小型ുである。いͣれも直口口縁で、

底部を上͛底ふうに࢓上͛る。甕の分ׂ成形下൒を基ૅに製࡞された可能性がある。̓は口ܘ

10.6Dm、器高5.6Dm、̔は口10.8ܘDm、器高6.7Dmである。10は高杯の٭部である。底14.6ܘDm、

。が施される。֎面はஸೡにຏかれ、内面はϋέ調整をする޸ଘ高8.7Dmである。３方向にಁかし࢒

11・12は器୆である。11は口20.6ܘDm、࢒ଘ高5.3Dmで、内֎面ともにミΨΩで調整する。12は

底14.6ܘDm、࢒ଘ高8.7Dmである。֎面はミΨΩ、内面はϋέで調整する。྆者はほ΅ಉじ地点

で出土していること、଻土や調整がඇৗに良くࣅていることからಉ一ݸମと考えられる。これら

の土器は第ᶛ様式の後൒にଐすると考えられる。

第̕ਤ13）44̨̙ߔ ～ 26）　13 ～ 18は土師器である。13は土師器の杯̘である。口22.6ܘDm、

器高7.8Dmである。口縁部は底部から࿷ۂしながらཱち上がり、口縁୺部は内ଆに面をもつ。口

縁部֎面はミΨΩ、底部֎面はෆ定方向のέズリを施す。内面には҉文を施す。口縁部は์ࣹ状

15は甕の೺खであ、ࠋͼ格子状の҉文である。飛鳥ᶗもしくはᶘにซ行するものである。14はٴ

る。16は甕である。口縁部は受け口状にཱち上がる。内֎面ともϋέで調整する。17はࠋの底部

である。底ܘは10.5Dmで、穴は２つである。18は௕಑甕の下൒部である。内֎面ともにࡉかいϋ

έで調整する。19 ～ 26は須恵器である。19は杯̝の֖で、口11.8ܘDm、器高3.9Dmである。20

～ 23は杯̝の身で、ਂखのもの（20・23）とઙखのもの（21・22）がある。底部は丸みがなく平底

に近い。20は口10.6ܘDm、器高4.0Dm、21は口11.6ܘDm、器高2.3Dm、22は口12.0ܘDm、器高

2.9Dm、23は口12.0ܘDm、器高3.4Dmである。これらは、口縁部の形ଶٴͼ๏量から̓世紀前൒

第̔ਤ　溝̨̙18実測ਤ
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第̕ਤ　第３次調査出土遺物実測ਤ（１）
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第10ਤ　第３次調査出土遺物実測ਤ（２）

のものと考えられる。21はฦりがۃ୺に小さく、杯̜の֖の可能性がある。24は方形２段ಁかし

をもつ高杯の٭部である。25は୹ᰍ壺のମ部である。26は甕である。֎面には平行タタΩ、内面

にはಉ心ԁのタタΩが見られる。これらの土器は、土師器杯ٴͼ須恵器杯の時期から飛鳥時代前

൒のものと考えられる。

27は石鏃である。２τϨンチの֧ཚ

から出土した。28は弥生土器の甕の底

部である。小土坑から出土した。29は

須恵器杯の֖である。２τϨンチの֧

ཚの一つから出土した。30は須恵器୹

ᰍ壺である。３τϨンチの̨̙18から

出土した。口8.0ܘDm、器高9.8Dmで׬

形඼である。ݞの張りはऑくなでݞで

ある。31は近世の৴ָমの൫である。

包含層から出土した。32は近世の土師

器ುである。２τϨンチ南部のۼみよ

り 出 土 し た。 口 、33.2Dmܘ ࢒ ଘ 高

5.05Dmである。଻土はਫ਼良で֎面はೕ

白色であるが、断面はᒵ色である。内

面はࡉかいϋέで調整する。33は鎌૔

時代の瓦である。２τϨンチの̨̠09

から出土した。平瓦のഁ片であろう。

ްみは2.2Dmと分ްく、֎面には格子目

（]ʷ]）のタタΩのࠟが見られる。

̐ʣখ݁

第３次調査では、弥生時代・飛鳥時

代ͦして中・近世の遺構や遺物が見つ

かった。弥生時代については、ൺֱ的第11ਤ　第４次調査τϨンチ഑ஔਤ
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りの良い土器がまとまって出土したものの、竪穴࢒

式住居跡がෳ数分布するような状況は確認できなか

った。後ड़の飛鳥時代ごろに大部分が࡟平されたた

めと考えられる。̨̗01・02ٴͼ̨̖01からは遺物

が出土していないが、̨̙18・44なͲとಉ時期の飛

鳥時代の遺構と考えたい。飛鳥時代の溝や建物につ

いては、椿井遺跡でಉ時期の遺構が確認されたのは

ճがはじめてである。白鳳期に創建されたとされࠓ

る松尾廃寺よりも古い遺構であることから、寺の造

営とԿらかの関係があると考えられる。また、中近

世の遺構や遺物については、松尾廃寺や఻ڵ寺に൐

うものと考えられる。建物等は確認されͣ、寺の建

物がある区ըの֎ଆであった可能性がある。

̐ɽ第̐࣍調査

̍ʣ͸͡Ίʹ

第４次調査地点は、椿井遺跡の南東۱、第３次調

査地の南方100̼෇近にҐஔする。木津川の௿Ґ段

丘上にཱ地しており、平地とのඪ高差は約20̼であ

る。地形は北に向かって高くなる。調査ର৅地のݱ

況はਫ田や᝔ാであった。調査地南୺の西ଆには前

期の前方後ԁ墳である御霊山古墳が隣઀し、東ଆの

丘陵上にはޫפ๥古墳群や੾ϲෑ古墳群、高築山古

墳群なͲの後期古墳が多く分布している。南東には

後期の前方後ԁ墳を含Ή上狛ఱࣟಊ古墳群がある。

ճの調査では、集落の縁辺部の様子や隣઀するࠓ

椿井御霊山古墳の周溝の༗ແ、ޫפ๥古墳群に࿈な

る丘陵ઌ୺部における古墳の༗ແの確認を目的とし

て調査を実施した。

調査にあたっては、事ۀ༧定地内に̑か所の調査

区を設定し、南からॱに１～̑τϨンチとした。調

査の結果、弥生時代の方形周溝墓状の遺構、土坑、

新発見の古墳２基、中世の柵列と土坑を確認した。

̎ʣݕग़遺ߏ

ʢ1ʣ̍ τϨϯν（第11ਤ・ਤ൛第̕・10）　御霊山 第12ਤ　１～３τϨンチ平面ਤ
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古墳の東ଆのਫ田に設定したτϨン

チである。ಉ古墳の周溝の༗ແٴͼ

集落の縁辺部の様子をを確認するこ

とを調査の目的とした。表土直下で

遺構面であるԫ׊色೪土ٴͼԫփ色

೪土にୡした。検出遺構には、弥生

時代後期の方形周溝墓や流路・溝・

土坑のほか、中世以降の࡞ߞ溝なͲ

がある。なお、御霊山古墳の周溝と

考えられる溝は検出されなかった。

また、τϨンチ中ԝ部は周辺よりए

んでおり、փ白色࠭質土がઙくۼׯ

ଯ積していた。このփ白色࠭質土よ

り旧石器時代のナイフ型石器（第18

ਤ１）が出土したため、３ʷ̼̕の

ൣғで１̼άリοドを設定して（第

12ਤ໢ֻけ部分）石器の調査を行っ

た。ͦの結果上層̑～ 10Dmのԫ白

色࠭質土から縄文時代の石器が૯数

18点出土した。ͦれより下Ґからは

遺物は出土しなかった。

１辺６̼、෯0.4　�4̨̭ߏঢ়遺ุߔपܗํ ～ 0.8̼、ਂさ0.1mのʮコʯࣈ状に८る溝である。

τϨンチ南東部で検出した。主࣠は北から15°東に܏く。埋土は、҉փ色೪性࠭質土である。埋

土から弥生土器片がわͣかに出土したこと、溝の内ଆにϐοτ等が見られないことなͲから方形

第14ਤ　土坑̨̠53・55実測ਤ

第13ਤ　方形周溝墓状遺構̨̭49実測ਤ
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周溝墓の可能性が考えられる。

౔̨̠޵��　௕࣠1.2̼、୹࣠0.7 ～１̼、ਂさ0.2

̼のପԁ形土坑である。τϨンチ中ԝ部南دりで検出

した。埋土は୶ԫփ色࠭質土で、弥生土器の甕（第17

ਤ37）が出土した。

౔̨̠޵��　௕࣠1.6̼、୹࣠１̼、ਂさ0.1̼のପ

ԁ形土坑である。埋土は୶ԫփ色࠭質೪土で、弥生土

器の甕が出土したが、ਤ化できなかった。

౔6̨̠޵�　௕࣠1.3̼、୹࣠１̼、ਂさ0.1̼のପ

ԁ形土坑である。埋土は୶ԫփ色࠭質೪土で、弥生土

器の甕（第17ਤ36）が出土した。

౔�1̨̠޵　௕࣠1.6̼、୹࣠１̼、ਂさ0.1̼のପ

ԁ形土坑である。埋土は୶ԫփ色࠭質೪土で、弥生土

器の甕（第17ਤ34）が出土した。

ྲྀ࿏̨̧�6　௕さ̼̔、࠷大෯6̼、ਂさ0.1 ～ 0.5

̼の流路である。τϨンチ中ԝ北よりで検出した。流路の底は、東から西に向かってࣼ܏する。

埋土はփ׊色࠭質土ٴͼԫփ色࠭質土で、弥生土器のほか縄文時代の石鏃や剝片が出土した。弥

生土器は遺ଘ状ଶは良くなかった。

෯0.7̼、ਂさ0.15　��̨̙ߔ ～ 0.2̼の東西方向の溝で、１̼分を検出した。埋土は҉փ׊色

࠭質土で、ほ΅׬形の弥生時代後期の甕（第17ਤ38）が１点横Ґで出土した。

ʢ�ʣ̎ τϨϯν（第12ਤ・ਤ൛第11）　１τϨンチの北ଆの１段高いਫ田に設定したτϨンチで

ある。表土下0.5̼まで҉փ色೪質土、փ色࠭ࠞԫᒵ色࠭質土、ᒵ色࠭質土のॱにଯ積しており、

ͦの下の明ԫᒵ色࠭質土上面で、上層

遺構である室町時代以降の࡞ߞ溝を

検出した。ͦの下層にはփ׊色系の࠭

質土がଯ積しており、表土下1.2̼で

地山であるԫ׊色೪質土にୡする。下

層遺構である中世前期の遺構は地山

面で検出した。検出遺構は中世の柵列

３৚と土坑や溝である。

τϨンチ中ԝで検出　�1̨̖ྻࡤ

した柵列である。主࣠は北から32°西

に܏く。３間分（5.4̼）を検出した。

柱穴は直0.25̼ܘのԁ形で、ਂさは0.4

̼である。柱間は1.8̼等間である。

第15ਤ　溝̨̙80実測ਤ

第16ਤ　柵列̨̖03実測ਤ
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第17ਤ　第４次調査出土遺物実測ਤ（１）　１～３τϨンチ：土器

く。３間分（5.4̼）܏τϨンチ西୺で検出した柵列である。主࣠は北から33°西に　��̨̖ྻࡤ

を検出した。柱穴は直0.2̼ܘのԁ形で、ਂさは0.2̼である。柱間は1.8̼等間である。

。く܏がる柵列である。主࣠は北から38°西にۂにࣈτϨンチ南部で検出したʮ̡ʯ　��̨̖ྻࡤ

東西１間分（２̼）、南北１間分（3.4̼）を検出した。柱穴は直40ܘDm前後のԁ形ないし۱丸方形

で、ਂさは0.4̼前後である。柱間はෆଗいである。

౔̨̠޵��　τϨンチ西北นࡍで検出した土坑である。検出௕0.4̼、検出෯0.7̼でਂさは0.2

̼である。埋土から土師器のӋז（第17ਤ45）が出土した。

ʢ�ʣ̏ τϨϯν　２τϨンチの北西に隣઀するਫ田に設定したτϨンチである。地表下で地山

であるԫ׊色೪土層にୡした。近世以降の土औり穴以֎にݦ著な遺構は検出されなかった。土औ

り穴からは中世の土師器や瓦器࿶、近世陶磁器が出土した。

ʢ4ʣ̐ τϨϯν　３τϨンチの北東ଆの１段高い平場に設定したτϨンチである。表土下２̼

まで۷࡟したが、安定した遺構面はなく、ݦ著な遺構・遺物は確認されなかった。

̏ʣग़౔遺෺（１～３τϨンチ）（第17・18ਤ、ਤ൛第19・22）

出土遺物には弥生土器、古墳時代の須恵器、中世の土師器、瓦器、陶磁器、近世陶磁器なͲが

ある。出土した遺物は、整ཧശにして૯数６ശである。

34 ～ 38は弥生土器である。34 ～ 36は甕の底部である。34は̨̠71から出土した。ຎ໓がͻͲ

く、調整はෆ明である。35は̨̧76から出土した。内֎面ڞにϋέで調整されており、底部֎面
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第18ਤ　第４次調査出土遺物実測ਤ（２）　１τϨンチ：石器
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はわͣかにۼΉ。36は̨̠67から出土した。ຎ໓がͻͲく、調整はෆ明である。底部֎面は大き

くۼΉ。37は̨̠53で出土した小型の甕である。口12.8ܘDm、器高16.4Dmである。֎面はݞ部

から底部までタタΩによる調整のࠟ跡が࢒る。38は̨̙80で出土した甕である。口19.0ܘDm、器

高27.0Dmである。内֎面ともຎ໓がͻͲく底部にタタΩのࠟ跡がわͣかに認められる。39は高杯

である。τϨンチ中ԝ部の包含層から出土した。٭部と杯部は೪土ԁ൫をॆరして઀߹する。٭

部には３方向のಁかしが施される。ຎ໓がͻͲく調整はෆ明である。

40 ～ 42は土師器ࡼである。40は３τϨンチの土औり穴より出土した。口9.0ܘDm、器高1.3Dm

である。13世紀ごろのものである。41・42は２τϨンチのഉਫ溝۷࡟時に出土した。41は口縁部

が֎上方に։く。ബखで଻土は白っΆい。口11.0ܘDm、器高1.6Dmである。౮明ࠟが２か所認め

られる。42は口縁部が内࿷する。口11.8ܘDm、器高2.4Dmである。43は大࿨型瓦器࿶である。３

τϨンチの土औり穴から出土した。口12.7ܘDm、࢒ଘ高3.5Dmで、高୆は剝཭している。見ࠐみ

にはཐટ状҉文が施される。֎面にはࢦѹࠟが見られるのみである。13世紀後൒のものである。

44は白磁࿶である。横田・森田分ྨのᶚྨ࿶の口縁部で、୺部は玉縁状をఄする。12世紀のもの

である。２τϨンチのน面整形時に出土した。口16.0ܘDm、࢒ଘ高2.7Dmである。45は土師器Ӌ

ଘ高5.6Dmである。଻土はਫ਼良で࢒、20.6Dmܘである。２τϨンチの̨̠58から出土した。口ז

୶ԫ׊色をఄする。大࿨̞型Ӌזの古खのもので、15世紀の所࢈である。46は土師器Ӌזである。

口29.4ܘDm、࢒ଘ高5.3Dmである。２τϨンチ西ଆഉਫ溝۷࡟時に出土した。 　　（松尾史子）

石器はগ量ながら、後期旧石器時代のナイフ形石器をはじめ、縄文時代の石鏃、࡟器がある。

石ࡐはす΂てαψΧイτでೋ上山࢈とみられる。剝片や石֩の出土もみられ、एׯの石器製࡞が

行われていた形跡がある。なお、旧石器時代のナイフ形石器は南山城地域で断片的ながら出土が

知られている。八幡市美濃山丘陵のۚӈӴ໳垣内遺跡、西ϊ口遺跡、城ཅ市ࣳϲ原遺跡なͲ、ཱ

地上のڞ通性が認められる。平໺部を見౉せる段丘上や௿い୆地状の丘陵なͲ、ԭ積面よりͻと

きわ高く、等高ઢの෯がばらけるように޿がる丘陵௖部はこうした旧石器資料のଘ在に஫ҙがඞ

要である。

47はナイフ形石器である。１τϨンチ中ԝ東ଆから出土した。௕さ4.35Dm、෯0.9Dm、ްさ

0.75Dm、重さ4.3̶を測る。ෲ面ଆの௕辺中間部をՃܸしてಘられた横௕剝片をૉࡐに、２ଆ縁

に入೦なϒϥンςΟンάՃ޻を施している。എ面は௕辺に直ަする数面のωΨ面となっている。

ઌ୺部はઑらͣ、Ӷ利にബくなった部分をະՃ޻のまま࢒し、ͦこをਕ部としている。48はްみ

のある横௕剝片である。１τϨンチから出土。௕さ３Dm、෯4.25Dm、ްさ0.85Dm、重さ13.1̶

である。Ճ޻や形状の特௃からではなく、ଞの縄文時代の石器とൺֱして෩化度が著しくਐんで

いる点から後期旧石器時代とした。

49から55は縄文時代の石器ྨ、剝片、石֩である。いͣれも１τϨンチ中ԝ部のփ白色࠭質土

、ͼԫ白色࠭質土から出土した。49は基部にਂいえ͙りをもつԜ基式石鏃である。௕さ２Dmٴ

෯1.35Dm、ްさ0.25Dm、重さ0.1̶である。基部片ଆはܽଛしているが、ઌ୺、基部ともඇৗに

Ӷ利にઑり、表ཪの調整剝཭はࡉかく入೦である。50もԜ基式石鏃である。௕さ２Dm、෯
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1.8Dm、ްさ0.3Dm、重さ0.7̶を測る。49とൺֱして෯޿で基部のえ͙りはઙい。ઌ୺はܽଛす

るが、基部の྆୺部はӶ利に࢓上͛られている。表ཪの剝཭はඇৗにஸೡである。51は、基部が

平らな平基式石鏃である。௕さ3.6Dm、෯1.7Dm、ްさ0.45Dm、重さ2.1̶。ଆ縁およͼ基部のࡉ

かくஸೡな調整剝཭とൺֱし、ઌ୺部のՃ޻はӶ利さをܽいている。基部を機能部とする小型の

。器とみることもできる。52は片面の周縁部から中ԝ部全ମをஸೡに調整・整形した石器である࡟

௕さ３Dm、෯2.5Dm、ްさ0.45Dm、重さ3.8̶を測る。石鏃のະ成඼か࡟器と考えられる。53は、

෯޿の横௕剝片をૉࡐとする࡟器である。௕さ3.3Dm、෯5.4Dm、ްさ0.6Dm、重さ10.4̶である。

下୺の௕辺にࡉかな調整によるεΫϨーϐンάΤοδが形成されている。54はଆ縁部にࣗવの᛽

表を࢒す෯޿剝片である。௕さ4.8Dm、෯４Dm、ްさ１Dm、重さ14.2̶を測る。55はްみのある

剝片ૉࡐの石֩である。෯̓Dm、高さ5.6Dm、ްさ3.3Dm、重さ78.3̶を測る。上面のଆ縁部を

調整してଧ面とし、ਖ਼面のϙδςΟϒ面で横௕剝片を剝཭している。࡟器なͲのૉࡐをಘたもの

といえる。   　　     　　　　　（ࠇ௶一थ）

̐ʣ̑ τϨϯν（第19ਤ・ਤ൛第12）

松尾ਆ社の谷をڬんで南ଆの丘陵ઌ୺に設定した調査区で、ඪ高54 ～ 59̼である。新たに古

墳２基を確認した。調査地は、埋蔵文化財包蔵地に含まれていないが、ಉ丘陵の௖部にޫפ๥古

墳群が分布していることから古墳の༗ແを確認することを目的として調査を実施した。調査地は、

᝔࠿ഓ等により地形が大きくվมされており、古墳状ོى等は認められなかった。調査にあたっ

ては、まͣ、丘陵の尾ࠜےにԊって෯２̼の۷ࢼτϨンチをʮΩʯࣈ状に設定して۷࡟した。ͦ

第19ਤ　̑τϨンチ平面ਤ
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の結果、古墳の埋葬施設（古墳１の石室）と溝状落ち（古墳２の周溝）が検出されたため、京都府山

城北土木事຿所とٞڠの上、面的な調査を実施することとなった。なお、古墳の名শについては、

木津川市ڭҭҕһ会で検౼中である。̑τϨンチの基本層ংは、地表から0.5 ～ 0.6̼まで表土ٴ

ͼ近世以降の᝔࠿ഓに൐うஔ土であるփԫ色土がଯ積しており、ͦの直下で古墳の埋葬施設や周

溝を確認した。

ʢ1ʣݹ෿ （̍第20ਤ・ਤ൛第12 ～ 14）　墳丘は後世の࡟平によりほとんͲࣦわれており、わͣ

かな地形のม化から直16̼ܘのԁ墳と考えられる。৥輪や෪石は出土していない。

ᶃຒ૴ࢪઃ　埋葬施設は１基で、北西に入り口を設ける竪穴系横口式石室である。主࣠は西か

ら17°北に܏く。玄室は෯0.8̼、௕さ2.7̼で、চ面には਌ࢦ大の᛽がෑかれている。石ࡐはՖቋ

はほとんͲൈきऔられており、基底部のԞนとӈଆࡐれるものである。石࠾の੾石で、෇近でؠ

นの一部が࢒ଘしていた。また、Ԟนのख前に௕さ30ʷ15Dmの方形の石が１点出土した。᛽চ

の直上で平らな面を上にして出土していることから棺୆やປ石の可能性が考えられる。

石室のচ面からは、刀子１点、鉄鏃̑点以上とป玉製の管玉が̔点出土した。刀子はԞน෇近

のࠨଆนدりで出土した。鉄鏃は、ӈଆนの第２石の࿬で出土した。চ面からएුׯいているこ

と、向きにばらつきがあることから原Ґஔはอっていないと考えられる。管玉は、Ԟน෇近で散

ཚして出土した。また、石室চ面のগし上で須恵器杯 （֖第21ਤ60）１点が内面を上にして出土し

た。ͦのଞ石室の埋土から須恵

器の杯身が１点と土師器甕の口

縁部片が出土した。石ࡐのൈき

औりࠟからも土師器の甕（第21

ਤ56・ਤ൛第22̰））が出土して

いる。

ᶄग़౔遺෺（第21ਤ・ਤ൛第

20）

56は土師器甕の口縁部であ

る。石室の埋土から出土した。

57 ～ 62は須恵器である。58と

60は石室から、ଞは墳丘から出

土した。57 ～ 60は杯֖である。

57は口10.8ܘDm、器高4.25Dm、

58は口10.6ܘDm、器高4.2Dmで

ある。いͣれも色調は濃փ色で、

୺部の段が明ྎである。57は口

縁部とମ部とのڥの陵が明ྎで

古い様相を࣋つ。T,47型式と第20ਤ　古墳１石室実測ਤ
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第21ਤ　第４次調査出土遺物実測ਤ（３）　古墳１

ซ行か。59は口14.3ܘDm、器高4.6Dm、60は口14.8ܘDm、器高4.65Dmと大型である。口縁部はや

や֎ଆに։き、口縁୺部のॲཧやମ部とのڥの陵が؁くなっている。.T15 ～ T,10型式とซ行

するものである。61・62は杯身である。61は口12.6ܘDm、器高4.7Dm、62は口12.8ܘDm、器高

5.2Dmである。いͣれも口縁୺部の段が؁くなっており、底部内面にはಉ心ԁのタタΩࠟが見ら

れる。.T15型式とซ行するものである。63 ～ 67は鉄鏃である。63・64・67はઑࠜ系の鏃で64

はほ΅׬形である。63はਕ部௕2.1Dm、ਕ部࠷大෯1.1Dm、࢒ଘ௕10.4Dm、64はਕ部௕3.0Dm、ਕ

部࠷大෯1.3Dm、௕さ16.0Dm、67はਕ部௕3.0Dm、ਕ部࠷大෯1.2Dm、࢒ଘ௕5.0Dmである。65・

66は平ࠜ系の鏃で、ほ΅׬形である。65はਕ部࢒ଘ௕5.8Dm、ਕ部࠷大෯2.8Dm、௕さ14.7Dmで

ある。66はਕ部௕6.8Dm、ਕ部࠷大෯2.9Dm、௕さ14.2Dmである。68は刀子である。身෯1.0Dm、

部෯0.7ܪ、部௕2.4Dmܪ、ଘ௕6.0Dm࢒ ～ 0.8Dmである。69 ～ 76はป玉製管玉である。直0.7ܘ

～ 0.95Dm、௕さ1.9 ～ 2.65Dmのଠいもので、大きく３つのαイズに分けられるようである。穴は

片面ઠ޸で、ઠ޸の入口のܘは２mm、出口のܘは１mmである。72や75には出口ଆにઠ޸時の

剝཭が見られる。これらの遺物の時期は、６世紀前൒と考えられる。
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ʢ�ʣݹ෿ （̎第22・23ਤ・ਤ൛12・15・16）　墳丘は࡟平により多くがࣦわれているが、周溝の

一部が࢒っており、直13̼ܘのԁ墳に෮ݩできる。周溝は෯２̼、ਂさ0.6̼である。溝底中ԝ

෇近で須恵器がまとまって出土した。৥輪や෪石は出土していない。

ᶃຒ૴ࢪઃ　埋葬施設は１基で、南西に։口する横穴式石室である。主࣠は北から20°東に܏く。

玄室は෯0.8̼、௕さ2.2̼分を検出した。চ面には子ڙのݓ大の᛽のܺ間を埋めるように਌ࢦ大

の᛽がෑかれている。墓壙およͼ᛽চのن໛から古墳１の石室とほ΅ಉن໛に෮ݩできる。石ࡐ

はす΂てൈきऔられており、構造はෆ明である。։口部෇近に基底石とࢥわれる石ࡐが数点ฒͿ

がৄࡉはෆ明である。石室চ面からの出土遺物はなく、埋土から須恵器の甕片が１点出土したの

みである。また、Ԟน近くのচ面でࠎ片がわͣかに出土した。

ᶄग़౔遺෺（第24ਤ・ਤ൛第21・22）

77 ～ 88は須恵器で、す΂て周溝から出土した。77 ～ 81は杯֖である。77は口10.9ܘDm、器高

4.35Dm、78は口11.7ܘDm、器高4.4Dm、79は口11.9ܘDm、器高4.1Dm、80は口12.4ܘDm、器高

4.15Dmである。口縁部は直ઢ的で、口縁部とମ部のڥの陵や口縁୺部の段は明ྎである。81は口

の陵や୺部の段ڥ14.1Dm、器高4.1Dmとଞよりも一ճり大きい。口縁部は直ઢ的で、ମ部とのܘ

は明ྎである。82 ～ 85は杯身である。82は口9.7ܘDm、器高4.7Dm、83は口10.1ܘDm、器高

4.65Dm、84は口10.2ܘDm、器高4.7Dmである。82・83は口縁୺部の段が明ྎであるが、84には段

第22ਤ　古墳２周溝遺物出土状況実測ਤ
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が認められない。85は口12.35ܘDm、器高4.9Dmで、ଞの身より一ճり大きい。口縁୺部の段は

ෆ明ྎとなっている。86は￼である。口縁部֎面にはࡉかい೾状文を、ମ部にはࢗಥ文を施す。

口縁୺部はܽଛしており、ଧちܽ

いて࢖用していたようである。色

調は֎面が濃փ色で、断面はࢵփ

色である。.T15型式ซ行期のも

のである。87は୹٭の高杯である。

口 、13.5Dmܘ 器 高10.2Dmで あ る。

部には３方向にಁかしが施され٭

る。88は ༗ ֖ 高 杯 で あ る。 口 ܘ

14.2Dm、器高15.4Dmである。٭部

には３方向のಁかしが施される。

֖は出土しなかった。

ʢ�ʣখ݁

第４次調査では、新たに古墳２

基のଘ在が明らかになった。古墳

の築造時期は古墳１が６世紀前൒、

古墳２が６世紀ॳ಄であると考え

られる。調査地の南東約500̼にあ

る後期の前方後ԁ墳上狛ఱࣟಊ古

墳では̑世紀後൒に横穴式石室が

導入されており、南山城ではもっ

とも古いものと考えられている。

ճ確認した石室は、ͦれに続くࠓ

第24ਤ　第４次調査出土遺物実測ਤ（４）　古墳２

第23ਤ　古墳２石室実測ਤ
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時期のものであり、山城地域の横穴式石室導入աఔを考える上で貴重な事例となる。

�ɽ·ͱΊ

椿井遺跡の第３・４次調査では、ͦれͧれ大きな成果をಘることができた。

第３次調査では、これまで遺構が検出されていなかった飛鳥時代の溝や建物が見つかり、白鳳

期に松尾廃寺が創建される契機となるような土地利用の状況が想定される。࢒೦ながら奈良時代

の遺物が出土しておらͣ、まだਪ測の域は出ない。

第４次調査では、新たに古墳が２基見つかり、ଞにも丘陵の尾ࠜےに後期古墳が分布する可能

性が想定される。周辺の古墳群でも横穴式石室が確認されており、この地域では城ཅのٱ津川車

塚古墳群とҟなりૣくから新しい墓੍である横穴式石室を積ۃ的に࠾用した地域であることがよ

りいっͦう明らかとなった。特に古墳１の石室は、小型で、羨道部と玄室とに段差がある竪穴系

横口式石室であり、導入期の石室の一つのόリΤーシϣンであると考えられることから、南山城

地域の導入期の石室の様相を考える上で貴重な資料といえよう。南山城の竪穴系横口式石室につ

いては、木津川市相ָのԻ৐谷古墳やಉు師の白山古墳・๥谷古墳、ಉՃໜ町の૲が山１号墳、

࿨ଋ町の２・৲１ࡔ号墳等の例があり、相ָ܊に分布がݶられているようである。平良ହࢯٱは、

竪穴系横口式石室の分布と౉དྷ系ࢯ଒の居住という点で相ָ܊と近ߐのބ東地域とのڞ通点をࢦ

ఠし、࿨ଋ道を通して竪穴系横口式石室が఻೻したのではないかと考えている。

では見つか؛年度、椿井遺跡の南西にҐஔする上狛北遺跡の発۷調査で、これまで木津川ӈࠓ

っていなかった古墳時代中期から後期の集落が見つかった。ࠓճ見つかった古墳の造墓集ஂの集

落である可能性がある。また、ป玉製管玉は、製ٕ࡞๏から出Ӣのس部による製࡞の可能性が高

いと考えられ、ඃ葬者૾を考える上でڵຯਂい資料である。

また、ࠓճ見つかった石器には１点ではあるが旧石器時代のナイフ形石器が含まれていた。南

山城における旧石器の出土点数はগなく、木津川市内では本例で２例目である。縄文時代の石器

についても遺構に൐うものではないが、当時の人々の生活の一୺がӐえる貴重な資料といえる。

（松尾史子）
ݙจߟࢀ

高໺ཅ子・ࣲڿ඙ ň椿井遺跡第１・２次発۷調査֓要ŉ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第117冊　（財）京都府

埋蔵文化財調査研究センター）2006

上田ਅ一࿠ʮᶗ椿井ఱ上山古墳第１次調査ᶘ松尾廃寺第１次調査山城町内遺跡発۷調査֓報ᶟʯ（h 京

都府山城町埋蔵文化財報告書ʱ第22集　山城町ڭҭҕһ会）2000

ౡݢຬʮ椿井ఱ上山古墳ʵ第２次調査ʵ山城町内遺跡発۷調査֓報ᶠʯ（h 京都府山城町埋蔵文化財報

告書ʱ第26集　山城町ڭҭҕһ会）2001

ʰ京都府ొ録༗形文化財（建造物）松尾ਆ社表໳मཧ޻事報告書ʱ松尾ਆ社　1997

中ౡਖ਼ʮ車谷古墳群ʯ（h 京都府山城町埋蔵文化財報告書ʱ第31集　山城町ڭҭҕһ会）2003

ླ木重࣏ʮ山城出土の旧石器ʯ（h 考古ֶδϟーナルʱ167　ニューαイΤンε社）

平良ହٱʮਫ਼՚の古墳時代ʯ（h ਫ਼՚町史本文รʱਫ਼՚町）1996

内田ਅ༤ʮ山城の横穴式石室ʯ（h 研究集会近ـの横穴式石室ʱ横穴式石室研究会）2007
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（1）̖ ・̗地区全ܠ（北東から）

（2）̖ ・̗地区全ܠ（上が南東）
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（1）̖ 地区溝̨̙01۷׬状況（北西から）

（2）̖ 地区溝̨̙01۷׬状況（東から）
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（3）

（1）̖ 地区溝̨̙01ࣗવ木出土状況
　（東から）

（2）̖ 地区土坑̨̭02۷׬状況
 （南から）

（3）̖ 地区溝̨̙03۷׬状況
　（北東から）
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（2）

（3）

（1）̖ 地区溝̨̙03南น土層断面
　（北東から）

（2）̖ 地区土坑̨̠15遺物出土状況
　（北から）

（3）̖ 地区土坑̨̠15۷׬状況
　（北東から）
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（2）

（3）

（1）̖ 地区ϐοτ̨̥16遺物
 出土状況（南西から）

（2）̖ 地区ϐοτ̨̥16۷׬状況
　（北西から）

（3）̖ 地区南西部検出遺構۷׬状況
（南西から）
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（1）

（2）

（3）

（1）̗ 地区東น土層断面（北西から）

（2）̗ 地区溝̨̙01a土層断面
　（北西から）

（3）̗ 地区溝̨̙01b土層断面
　（北西から）



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 �

（1）

（2）

（3）

（1）̗ 地区土坑̨̭07・̨̠08
۷状況（北東から）׬ 

（2）̗ 地区土坑̨̭07・̨̠08
۷状況（北西から）׬ 

（3）̗ 地区土坑̨̠11۷׬状況
　（北西から）



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 �

（1）

（2）

（3）

（1）̘ 地区全ܠ（北東から）

（2）̘ 地区全ܠ（南西から）

（3）̘ 地区南น土層断面（北東から）



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 1�

（1）

（2）

（3）

（1）̘ 地区溝4̙03۷׬状況
　（北西から）

（2）̙ 地区全ܠ（北東から）

（3）̙ 地区全ܠ（南西から）



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 11

（1）

（2）

（3）

（1）̙ 地区南น土層断面（北東から）

（2）̙ 地区土坑̨̠01۷׬状況
　（南西から）

（3）̙ 地区土坑̨̠01遺物出土状況
　（東から）



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 1�

（1）

（2）

（3）

（1）̙ 地区上層遺構۷׬状況
　（北西から）

（2）̙ 地区34号ࢧઢഉਫ路地点全ܠ
（北西から）

（3）̙ 地区34号ࢧઢഉਫ路地点
　南น土層断面（北東から）



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 1�

出土遺物１
20 27

26

21

5

9



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 14

出土遺物２
35 42

42

42

38

33

34



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 1�

出土遺物３
110 177

169

140

130

39

40

69



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 16

出土遺物４
197 239

208

205
191

193



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 1�

出土遺物̑
216 228

219

218

217151

154

212



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 1�

出土遺物６
276 101

313

314

315

285

284

302

242

273

264



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 1�

（1）出土遺物̓

（2）出土遺物̔

223 225 226 227 229
211 213 214 220
154 155 156
151 153

150

147 148 286

49 159 160
45 48 294
50 162 299 298

161 289 290 291



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 ��

（1）出土遺物̕

（2）出土遺物10

138
139

97

181

98

182

134

183

320

322

321

323

328

329

331

330

325

324

326

327

334

332

333

335

184
185

310



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 �1

出土遺物11

336

348 349

347

350

351

352

353

354
358

355 355

343 344 345 346

337 338
339

340

341

342

154

212



দࢁ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 ��

（1）出土遺物12

（2）出土遺物13

356

357

359 363

362

367

366

372

374

373

368 369

364
365

370



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 1

（1）柿谷古墳・美濃山遺跡̖地区調査前全ܠ（西から）

（2）柿谷古墳・美濃山遺跡̖地区調査前全ܠ（北西から）



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 �

（1）柿谷古墳調査前全ܠ（南西から）

（2）柿谷古墳全ܠ（西から）



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 �

（1）柿谷古墳墳௖部石造物
　（北東から）

（2）柿谷古墳墳丘南断面（西から）

（3）柿谷古墳墳丘北断面（東から）



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 4

柿谷古墳第１主ମ部（西から）



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 �

（1）柿谷古墳第１主ମ部（北から）

（2）柿谷古墳第１主ମ部西ଆ遺物出土状況（東から）



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 6

（1）柿谷古墳第２主ମ部（西から）

（2）柿谷古墳主ମ部۷׬状況（南西から）



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 �

（1）柿谷古墳第３主ମ部（東から）

（2）柿谷古墳第３主ମ部甕棺内部（東から）



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 �

（1）柿谷古墳・美濃山遺跡̖地区（北西から）

（2）柿谷古墳・美濃山遺跡̖地区（南西から）



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 �

（1）柿谷古墳第１主ମ部鉄製඼出土
状況（南から）

（2）柿谷古墳旧表土上土器出土状況
（東から）

（3）柿谷古墳下層墳丘（西から）



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）柿谷古墳下層墳丘（南西から）

（2）柿谷古墳下層墳丘（北西から）

（3）美濃山遺跡̗地区調査前全ܠ
（北西から）



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 11

（1）美濃山遺跡̗地区（北東から）

（2）美濃山遺跡̗地区土壙̨̠̓
（北から）

（3）美濃山遺跡̗地区溝̨̙17
　（南西から）



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 1�

出土遺物１（第１主ମ部：土器）
16 17

5

98

6

3

1

2

4



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 1�

出土遺物２（第１主ମ部：土器）
13 11

12

14

15

7

10



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 14

出土遺物３（第２・３主ମ部、墳丘内：土器）
25 26

20

24

23

19

22

21

18



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 1�

出土遺物４（鉄・石製඼）

82

8180

51
33

32

31

50

61

60

50



֟୩ݹ෿ɾඒೱࢁ遺跡ɹਤ൛第 16

出土遺物 （̑鉄・石製඼）

64

45

47

44

34

56 55

36
35

37 52

38

53

54

42

62
41

58

48
40

59

574943

39 46

65



ɾ༄ా遺跡ɹਤ൛第࣍๺遺跡第̍ࠏ্ 1

（1）調査地全ܠ（南から）

（2）第１～３τϨンチ全ܠ（ਅ上から：上が西）



ɾ༄ా遺跡ɹਤ൛第࣍๺遺跡第̍ࠏ্ �

（1）第１τϨンチ上層遺構全ܠ
　（東から）

（2）第１τϨンチ土層断面（東から）

（3）第１τϨンチ上層溝̨̙24
　遺物出土状況



ɾ༄ా遺跡ɹਤ൛第࣍๺遺跡第̍ࠏ্ �

（1）第１τϨンチۀ࡞෩ܠ（東から）

（2）第２τϨンチ上層遺構全ܠ
　（北から）

（3）第２τϨンチۀ࡞෩ܠ（北から）



ɾ༄ా遺跡ɹਤ൛第࣍๺遺跡第̍ࠏ্ 4

（1）第２τϨンチ下層遺構全ܠ
　（北から）

（2）第２τϨンチ下層溝̨̙21
　遺物出土状況（東から）

（3）第２τϨンチ下層溝̨̙21
　遺物出土状況（東から）



ɾ༄ా遺跡ɹਤ൛第࣍๺遺跡第̍ࠏ্ �

（1）第２τϨンチ下層溝̨̙21
　土層断面（北から）

（2）第３τϨンチ上層遺構全ܠ
　（南東から）

（3）第３τϨンチۀ࡞෩ܠ（南から）



ɾ༄ా遺跡ɹਤ൛第࣍๺遺跡第̍ࠏ্ 6

（1）第３τϨンチ下層遺構全ܠ
　（西から）

（2）第３τϨンチ下層溝̨̙21
　遺物出土状況

（3）第４τϨンチ調査前状況
 （北から）



ɾ༄ా遺跡ɹਤ൛第࣍๺遺跡第̍ࠏ্ �

（1）第４τϨンチ全ܠ（北から）

（2）第４τϨンチ西น土層断面

（3）第̑τϨンチ全ܠ（北から）



ɾ༄ా遺跡ɹਤ൛第࣍๺遺跡第̍ࠏ্ �

（1）第̑τϨンチ南୺西น土層断面
（東から）

（2）第６τϨンチ重機۷ۀ࡞࡟
　（北東から）

（3）第６τϨンチ北น土層断面
　（南から）



ɾ༄ా遺跡ɹਤ൛第࣍๺遺跡第̍ࠏ্ �

（1）第̓τϨンチ全ܠ（北から）

（2）第̓τϨンチ南น土層断面
　（北から）

（3）第̔τϨンチ全ܠ（南から）



ɾ༄ా遺跡ɹਤ൛第࣍๺遺跡第̍ࠏ্ 1�

（1）第̔τϨンチ断ちׂりۀ࡞
　（南西から）

（2）第̕τϨンチ全ܠ（南から）

（3）第̕τϨンチ北น土層断面
　（南から）



ɾ༄ా遺跡ɹਤ൛第࣍๺遺跡第̍ࠏ্ 11

（1）第̕τϨンチۀ࡞෩ܠ（西から）

（2）第10τϨンチ全ܠ（南から）

（3）第10τϨンチ北土層断面
 （南から）



ɾ༄ా遺跡ɹਤ൛第࣍๺遺跡第̍ࠏ্ 1�

（1）出土遺物１（̨̙21出土土器）

（2）出土遺物２

1

8

10 51

32

35

26
31

48

36

34

52



௴Ҫ遺跡第̏࣍ɹਤ൛第 1

調査地近ܠ（北東から）



௴Ҫ遺跡第̏࣍ɹਤ൛第 �

（1）調査地近ܠ（西から：Ԟは松尾ਆ社）

（2）１τϨンチ全ܠ（南から） （3）２τϨンチ全ܠ（南から）



௴Ҫ遺跡第̏࣍ɹਤ൛第 �

（1）２τϨンチ中ԝ部（上ۭから）

（2）۷ཱ柱建物跡̨̗01・02（南東から）



௴Ҫ遺跡第̏࣍ɹਤ൛第 4

（1）溝̨̙49全ܠ（東から）

（3）溝̨̙49断面１（北から）

（2）溝̨̙49۷׬状況（東から）

（4）溝̨̙49断面２（北から）



௴Ҫ遺跡第̏࣍ɹਤ൛第 �

（1）࿍跡̨̭43上層柱穴群（北東から）

（2）࿍跡̨̭43۷׬状況（南東から）



௴Ҫ遺跡第̏࣍ɹਤ൛第 6

（1）࿍跡̨̭43上層遺物出土状況
　（北西から）

（2）࿍跡̨̭43（北から）

（3）土坑̨̠46（北東から）



௴Ҫ遺跡第̏࣍ɹਤ൛第 �

（1）３τϨンチ全ܠ（北から）

（2）溝̨̙18全ܠ（北東から）



௴Ҫ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 �

（1）調査地ԕܠ（北から）

（2）調査地ԕܠ（南から）



௴Ҫ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 �

（1）１τϨンチ全ܠ（北から）

（2）方形周溝墓状遺構̨̭49
 検出状況（南から）

（3）流路̨̧76全ܠ（東から）



௴Ҫ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 1�

（1）土坑̨̠53遺物出土状況
　（北東から）

（2）土坑̨̠55遺物出土状況
　（西から）

（3）溝̨̙80遺物出土状況
　（南東から）
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か

ら
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௴Ҫ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 11



௴Ҫ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 1�

（1）̑ τϨンチ全ܠ（西から）

（2）古墳１全ܠ（西から）



௴Ҫ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 1�

（1）古墳１石室検出状況（南東から）

（2）古墳１石室全ܠ（南東から）

（3）古墳１石室۷׬状況（南東から）



௴Ҫ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 14

（1）古墳１鉄鏃出土状況（南から）

（2）古墳１須恵器出土状況（西から）

（3）古墳１刀子出土状況（南から）



௴Ҫ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 1�

（1）古墳２全ܠ（北東から）

（2）古墳２石室全ܠ（南から） （3）古墳２石室全ܠ（北から）



௴Ҫ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 16

（1）古墳２石室۷׬状況（北から）

（2）古墳２周溝遺物出土状況
　（南から）

（3）古墳２周溝断面（南から）



௴Ҫ遺跡第̏࣍ɹਤ൛第 1�

第３次調査出土遺物１
10 12

4

7

3

8



௴Ҫ遺跡第̏࣍ɹਤ൛第 1�

第３次調査出土遺物２

26

13

19

20

21

29

22

24

14

17

16

30



ਤ൛第 1�

（1）

（2）

௴Ҫ遺跡第̏ɾ̐࣍ɹਤ൛第 1�

出土遺物３

（1）第３次調査出土遺物３

（2）第４次調査出土遺物１

42

40

41

9

28

2

33

6
32

44

43

46 34

36



௴Ҫ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 ��

第４次調査出土遺物２

5857

65

63

64

66
・
67

68

73 74 75 76

727170
69

6059

6261



ਤ൛第 �1

第４次調査出土遺物３

௴Ҫ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 �1

82 88

83

84

85

87

77

78

79

80

81



ਤ൛第 ��

（1）

（2）

（1）第４次調査出土遺物４

（2）第４次調査出土遺物̑

௴Ҫ遺跡第̐࣍ɹਤ൛第 ��

86

47

49

50

51

52

48 53

54

56

a



報告書抄録
ふ り が な
書 　 　 名
副 書 名
巻 　 　 次
シ リ ー ズ 名 　京都府遺跡調査報告集
シリーズ番号 　第146冊
編 著 者 名
編 集 機 関 　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

まつやまいせきだい
よじ

松山遺跡第４次

きょうたんごし
おおみやちょう
もりもとちない

京丹後市大宮町
森本地内

26212 6536 35°35′14″ 135°08′02″ 20100525
～

20101028

1,850 ほ場整備

かきたにこふん・み
のやまいせき

柿谷古墳・美濃山遺
跡

やわたしうちさ
とかきたに、み
のやまおおつか

八幡市内里柿谷、
美濃山大塚

26210 24・25 34°50′44″ 135°43′29″ 20100726
～

20110113

古墳１

400

道路建設

かみこまきたいせき
だいいちじ・やなぎ
だいせき

上狛北遺跡第１次・
柳田遺跡

きづがわしやま
しろちょうかみ
こまたからもと・
にしうらだいほ
か、つばいやな
ぎだ

木津川市山城町
上狛宝本・西浦
代ほか、椿井柳
田

26214 41・84 34°45′13″ 135°48′56″ 20091027
～

20100225

1,000 道路建設

つばいいせきだいさ
ん・よじ

椿井遺跡第３・４次

きづがわしやま
しろちょうつば
いまつお・ごりょ
うご

木津川市山城町
椿井松尾・御霊
後

26214 42 34°45′35″ 135°49′09″

20091028
～

20100218
20100810

～
20101121

1,200

1,050 道路建設

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

松山遺跡第４次 集落跡
集落跡

集落跡

集落跡
集落跡

縄文
弥生

古墳

奈良
中世

溝

土坑・土石流

火葬墓

縄文土器・石鏃・石斧・石錘
弥生土器・石鏃・石剣・石斧・砥
石
土師器・須恵器・仿製鏡・紡錘車・
勾玉・管玉
土師器・須恵器
土師器・須恵器・陶器・中国製陶
磁器・鉄釘・中国銭

柿谷古墳・美濃
山遺跡

古墳

集落跡
集落跡
集落跡

古墳

平安
中世
近世

木棺墓・甕棺墓・土壙

溝
溝
溝

須恵器・土師器・胡籙・鉄鏃・刀子・
鉄剣・轡・鎌・砥石
須恵器・瓦
瓦器・石造五輪塔・中国製白磁

上狛北遺跡第１
次・柳田遺跡

集落跡
集落跡

弥生
古墳
奈良
中世

溝
柱穴・土坑・溝

弥生土器
土師器・須恵器
土師器・須恵器・瓦
土師器・瓦器・陶磁器・瓦質土器

椿井遺跡第３・
４次 集落跡

集落跡

古墳
集落跡
集落跡

旧石器
縄文
弥生

古墳
飛鳥
中世

流路
方形周溝墓・竪穴式住居跡
か？・土坑・流路
横穴式石室
溝
柵列・土坑

ナイフ型石器
石鏃・剝片
弥生土器

須恵器・鉄器・装身具
土師器・須恵器
土師器・瓦器

所収遺跡名 要 約

松山遺跡第４次

検出した溝から、縄文時代から近世に到るまでの多量の遺物が出土し、縄文時代から中世ま
で、調査地の近隣で断続的に人々の生活が営まれていたことが判明した。また、遺物包含層
からは、古墳時代前～中期にかけての遺物が中心に出土し、小型丸底壺・ミニチュア土器・
高杯等の器種が多く、赤色顔料を塗布したもの、２次的に火を受けたものも散見されること
から、祭祀的性格の濃い遺物群であると言える

柿谷古墳・美濃山遺跡
柿谷古墳は、６世紀中頃に築造された木棺を直葬する方墳でることが判明した。八幡市地域
では古墳時代後期には横穴が数多く造られており、この地域の古墳時代を考える上で、重要
な資料となる。美濃山遺跡では、古墳時代から中世にかけての遺構を確認した。遺構密度は
疎らであるが、調査地点が集落遺跡の縁辺部であることも関係しているものと考えられる

上狛北遺跡第１次・柳田
遺跡

調査の結果、古墳時代・奈良時代・中世の各時期の遺構・遺物を検出した。次年度以降に調
査区を拡張して全面的な調査を実施することになった

椿井遺跡第３・４次

旧石器時代のナイフ型石器が１点出土し、木津川市内では２例目の事例となった。縄文時代
の石器も出土し、当地域の歴史を知るための貴重な資料である。また地表面では観察できな
い古墳が２基見つかり、丘陵上に後期古墳が分布する可能性がある。古墳１の石室は、羨道
部と玄室とに段差がある竪穴系横口式石室で、導入期の石室の一つと考えられることから、
南山城地域の導入期の石室の様相を考える資料となる。飛鳥時代の溝や建物は、白鳳期に松
尾廃寺が創建される契機となるような土地利用の状況が想定される
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